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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ドアが見えた。

　自分の部屋の天てん井じように。

　ベッドの上であおむけで。美み祢やは静かに混乱する。

　ドッキリか。ドッキリなのか。それとも自分が寝ねている間に匠たくみがそっとリフォームしたのか。

　いろいろ考えてみたけれど、どちらもありえないような気がして。

　とりあえずあたりを観察してみる。

　天井にはいちめんのドア。そこからは、見おぼえのある蛍けい光こう灯とうがぶら下がっていて。

　だからここはやっぱり、美祢の部屋に間ま違ちがいない気はするのだけれど。

　窓辺には白いカーテンと、風ふう水すい上いいというので金色の子こ猫ねこの置物があって。

　机にイスにクローゼット。壁かべのハンガーには学校の制服がかけてあって。

　けど壁や男性アイドルがほほえんでいるはずのポスターには、大小いくつもドアがついていた。

　とりあえず起きてみる。

　もちろんそれで、部屋がもとにもどるわけでもなくて。

　なので、とりあえずもう一度寝てみる。

　結果は同じとわかって美祢は身を起こす。

　こういう時はほら、あれだ。学校の防災訓練で習った。まずは落ち着くこと。落ち着け自分、落ち着け人類。なかったはずのドアを片かたっ端ぱしから開けたり閉めたり開けたり閉めたりしたくなる誘ゆう惑わくには屈くつしない。

　屈しないったら屈しない。

　にぎったドアノブから手をもぎ離はなし、曾そ根ね崎ざき美祢は制服に着き替がえはじめた。

　学校が休みの日だったら、開けたり閉めたりできたのに、とか思いながら。




「チサチサチサチサチサチサ！」

　妹の名を連れん呼こして、だだだだだだっ、と階段をひと息に駆かけ下りる。

　階段にも左右の壁にも、一体何が出入りするのか疑問なサイズの大小のドアがあるけれど、そんなのにいちいち反応しない基本方針は、美祢の心の中にある衆議院では全員一いつ致ちで可か決けつされていて。

「チサっ！」

　最後の一段を駆け下りて、小さなテーブルとＴＶがあるだけの古びた部屋に飛び込んで。

　ダイニングルームというにはちょっぴりショボすぎる部屋だけれど、姉妹ふたりはここをそう呼んでいた。

　窓からの光がさしこんでいる。

　あちこちにある無数のドアについてはもちろんノーコメント。

　テーブルには二人ぶんのトーストとかんたんな野菜サラダとカップに入った飲み物が用意されていた。

　それはまあ、今日きようの朝食当番は妹の智ち紗さなんだからいいんだけれど。

　いつも妹が座っている席はからっぽで、そのかわり、テーブルの上では身長十五センチほどの、シッポが五本あるリスが、マーマレードジャムをつけたトーストをほおばっていた。

　リスは美祢を見ると、

「ぎゅげっおはよ」

　と鳴いた。

「うわぁ。」

　美祢がもしも年とし頃ごろの女の子でなければ。鼻水を噴ふきたい。今ここで。力の限り。

　問題は、リスの言葉が理解できてしまうことと、どうやらこれが自分の妹らしいこと、どちらにより多くの驚おどろきポイントを割り振ふるべきかということで。

「いやいや待とうちょっと待とう」

　テーブルに歩み寄りつつひとりごち、美祢はほんのちょっぴり冷静さを取り戻もどす。

　そもそも、このリスが本当に自分の妹なのか。そこから確かめるべきではないか。

　思い立ったら行動あるのみ！

「てい。」

　美祢はテーブルのリスに向かってチョップ一発！

　リスの瞳ひとみがぎらりと光る！　両手をとっさにクロスさせ、美祢の手刀をがっしりキャッチ！

「その構かまえ……やっぱりチサ！」

「ぐぎゃりぐげっぎーいきなり何すんのよお姉！」

　美祢はゆっくり手刀を引いて、

「どこから何て言ったらいいのかわかんないんだけど、どこから何て言ってもどうにもなんないような気がするから、とりあえずぶっちゃけちゃうと。

　チサのことが、ぐぎゃぐぎゃしゃべる、五本シッポのリスに見える」

「──」

　姉の言葉に智紗は不ふ機き嫌げんに、

「ぐぎまさか、ぐぎゃげげケンカ売つてる？」

「いやケンカっていうか。そのまんま」

　妹は、あきれたようにため息ついて、

「ぐぎゃぐげあたしはリスげぎぐぎゃじやなくて妹。ぐぎゅぎぎ図鑑にもそうぐぎゅーげ出てるでしよ。ぎっぎ似てることはぎゃー否定げーげーしないけど」

　…………………………

「えー……？」

　言われたことの意味がわからず、美祢は呻うめいて眉まゆをひそめる。

　図ず鑑かんて。つまりは妹という種類のリスに似た生き物がいるのだと？

　あるいは誰だれかの妹に生まれた時点でこういう姿になってしまうとか？

　でもそれ図鑑に載のせるかふつー？

　記き憶おくをまさぐる。妹がリスに似た何かだったかどうか。あるいは叙じよ述じゆつトリックとかいう奴やつで、実は自分もリスでした、などというオチでないかどうか。

　答えはすぐ出た。もちろんノー、と。

　見れば窓ガラスにうっすらと、自分の姿が映うつっている。黒くろ髪かみを肩かたまで伸のばし、ブレザーの制服を着た人間の女の子。ネクタイの結びはちょっとぞんざいだったけれど、むしろこんな状じよう況きようでネクタイを結んだ自分を末まつ代だいまでほめそやしたい。

　でもって記憶の中にある、昨日きのうまでの妹の姿は、普ふ通つうの元気な女の子。

　背は美祢と同じくらいで、髪はもとから色の薄うすい栗くり色いろのショートで、中学の時、先生から、染めているだろうと文句をつけられたことがある。

　一体何をどう言えばいいのかわからなくなって。困った美祢は口をつぐむ。

　対して智紗は不機嫌に、ＴＶをリモコンでスイッチオン。
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　とたん。

　画面から、じゅるりっ！　と、さまざまな色の粘ねん液えきが飛び出した！

「をひゃぁっ!?」

　思わずのけぞり身を引く美祢。そのリアクションに智紗が驚く。

　粘液は、混ざり合いからまり合って、満まん面めんの笑えみを浮うかべたお天気お姉さんの顔になる。

　ＴＶの横にはりつけられた、魔まよけのお札みたいな紙がぶるぶる震ふるえ、

『……今日はこの季節にしては暑い一日となるでしょう。傲ごう慢まんなる人類どもの愚ぐ行こうが招まねいた温おん暖だん化の悪あく影えい響きようかもしれません。だが忘れるな。これは始まりにしか過ぎないと』

　お姉さんの声を再生する。

　唐とう突とつに美祢は気づいた。

　──いや。

　ひょっとしたら、とっくに気づいていたけれど、気づかないふりをしていただけかもしれない。

　それはとっても怖こわい考えだから。

「ねえチサ」

「ぎゅ何？」

「ひょっとしたらだけど……わたし、おかしくなっちゃったかもしれない」

　ＴＶではあいもかわらず、お天気お姉さんがさわやかな笑みで、人類の愚行をののしり続けていた──




　坂道の途と中ちゆうで美祢は足を止める。

　道の片側はひらけていて、そこから街が一いち望ぼうできた。

『……この二十一世紀日本を、より良く変えてゆくためには……！』

　どこかから、スピーカーが流す割れただみ声。たしかもうすぐ選挙がある。

「いや。この日本、とか言われても」

　思わず美祢は誰にともなくツッコミを入れた。

　すぐそばを大型トラックが、じゃがじゃがと無数の脚あしを蠢うごめかせつつ通り過ぎる。

　先の信号が赤から青に。蠢く赤い触しよく手しゆが引っ込むと、あたりを飛んでいた青い虫たちがたかりまくった。

　車やバイクが脚やシッポを動かして、じゃかじゃかにろにろ進み出す。

　朝見た時にはどうしようかと思ったが、さすがにちょっと慣れてきた。

「ぐぎゃり大丈夫？　げーお姉」

　ぼんやりと立ち止まる美祢に、肩にとまった智紗は心配そうな声を出す。

「ぎぎゃ調子りっぎょる悪いんぎだつたら、ぎゃーぐ学校ぎぎゅーげ休めばげっぐげよかつたげげのに」

「んー。大だい丈じよう夫ぶ。休んでても、どうにもなんなかっただろうし」

　ポジティブシンキングなのかヤケなのか、自分でもよくわからない答えを返す。

　ちょっといろいろあったけれども、今日はとりあえず学校に行ってみた。

　生徒のうちの一割くらいと、現代国語の先生が五本シッポのリスで、たぶん誰だれかの妹なんだろうなと想像がついた。

　知らない外国語とか、変な授業が増えていたりしないだろうかと心配していたのだけれど、授業内容そのものは、どれも割と普通だったのが意外。

　……教室が全部、やたら細長いカウンター席になっていて、場所によっては黒板が読めなかったのが不便だったが。カウンターの上を滑すべらせてプリントを回すのは、あんまりおしゃれじゃないと思う。先生指して『あちらの方からです』とか言うな。

　ともあれ今日、外に出たのは無意味ではなかったはず。おかげで美祢はあることに気づいたわけだし。

　再び足を動かして、我が家への帰路につきながら、

「ところでさ、チサ」

　肩の妹に呼びかける。

　通りを渡わたって住宅街へ。顔を緑と黒とに塗ぬったおまわりさんが、歩道の端はしを這はい進んでいる光景はちょっぴり怖いけれど、智紗が無反応なところを見ると、これもみんなにとっては普通の光景なのだろう。

　少し歩けば我が家が見える。

「なんでうちだけドアだらけなの？」

　そう。

　行く先に見える我が家には、塀へいに天てん井じように壁かべのみならず、庭の地面にいたるまで、大小いくつものドアがついていて。

　けれど通りにある他ほかの家や学校には、ドアは必要な数しかついていなかった。

　なぜか二人の住む家だけが、ドアだらけになっているのだ。これがおかしくないはずはない。……と思うのだが。

　問いに智紗は、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしてから、

「ぎゅーげなんでつて、げっげげーふつうじやん」

「そっかー。ふつーかー」

　……まあ、納なつ得とくのいく答えが返って来るとは思っていなかったが。

　美祢は今朝けさからずっと考えている。

　おかしくなったのは自分なのか、それとも世界の方なのか。

　最初は自分だと思っていた。あたりがドアだらけに見えるのも、妹がリスみたいに見えるのも、自分の頭が何かをガッチリ受信できる周波数に合っちゃったせいじゃあないだろうか、と。

　けれど外に出て、いろんなものを見たり聞いたりして。今は、おかしくなったのは世界の方じゃないかと考えはじめていた。

「でも、ふつーって言うけど、やっぱりうちにだけドアびっしり、っていうのは矛む盾じゆんしてるっていうか、変だと思わない？」

　これなんかも、世界の方が変になっている証しよう拠このような気がするのだけれど。

　智紗はわずかに肩かたをすくめて、

「ぎぎゃぎゃ社会なんて、ぎーぎ矛盾ぎゅぎゃだらけよ」

「そっかー。社会かー」

　そんなふうに言われると、どう返せばいいのかわからなくて。

　言ううちに二人は我が家の前へ。

　我が家といっても実感は薄うすい。生まれ育った場所ではないから。

　仕事の都合でお父さんとお母さんがしばらく海外に行くことになって。それまで住んでいた貸しマンションも契けい約やく期間とかのことでいろいろあって。

　そんなこんなで、見も知らぬ叔父おじが遺のこしたこの家に、最近になって、姉妹ふたりで移って来たのだけれど。

　でもって今は家じゅうドアだらけ。あんまりくつろげる環かん境きようではない。

　心の中でため息ついて、アルミサッシの門をくぐると、美祢はポッケからじゃらりとカギ束たばを取り出した。

　大小さまざまな形のカギに、パンダにガイコツ、武士にカナヅチ、いろんなキーホルダーが一見でたらめにくっついている。

　昨日までキーホルダーはみんな、ポーズや色の違ちがう猫ねこのキャラクターだったはずなのだけれども。

　玄げん関かんのカギには平へい家けの落ち武者キーホルダーがついているはず。今朝、家を出る時に迷ったからおぼえている。

　源げん氏じの落ち武者キーホルダーと間違えないよう注意して、カギを選んでさし込んで。回せばかちりと小さな音と手ごたえが。ドアを開いて──

　……朝からいろんなこと続きで、美祢はさすがに疲つかれていた。変なことにも麻ま痺ひしてしまっていて。

　だから。

「よ。お帰りぃ」

　玄関の中、上がり口に、棒を持った知らない男が立っていても、今度は何だろうと思っただけだった。

　二十代の半ばだろうか。ツンツン立った金きん髪ぱつに、黒い革かわのロングコート。

　男の笑顔はごく自然で、態度の方もやっぱり自然で。手にした棒をくるりと回す、そんなしぐさも自然に見えて。

　銀灰色をした棒の長さは一メートルと半くらい。鉄パイプにも似ているけれど、あちこちの形が何かの工具みたいで。

　その棒が。

　こここんっ。

　と。

　姉妹ふたりが我に返るより早く、肩にとまった智紗の頭を三回叩たたいていた。

「あいたっ!?」

　痛いというより驚おどろいて。智紗はあわてて下げ駄た箱ばこの上に飛び退のいた。

「何するんですかいきなり!?」

　美祢は抗こう議ぎの声を上げながら、「何す」のところで男の顔面目がけてカバンを投げつけ視界をさえぎり、「るんです」のところで腹を狙ねらって前まえ蹴げり一発。「かいき」で、前かがみになった男の延えん髄ずいにチョップ。「なり」と結んだその時には、男はうつぶせになっていて。

「そーよそーよ！　いきなりひとの頭叩いたりして！　何なのあんた!?　ヘンタイ!?　ケーサツ呼ぶよ！」

　智紗も下駄箱の上から、倒たおれた男の背中を指さし罵ば声せいを飛ばし──

　姉妹ふたりは同時に固まった。
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　おそるおそる、視線を合わせる。

　今──

　智紗が──

　日本語をしゃべっていた。

　疑問をたたえた二人の視線が無意味にからまる。

　いや。もちろん。美祢にとっては、妹が日本語をしゃべるのは当たり前のことなのだけれど。

　ただしそれは昨日までのこと。

　今日はずっと、ついさっきまで、智紗はぐぎゃぐぎゃとしゃべっていた。

　なのに。

「……チサ、ちゃんと日本語しゃべってるよね……？　さっきまでと違って……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく美祢に、智紗も眉み間けんにシワを寄せ、

「うん。でも。さっきまでぐぎゃぐぎゃとしか言ってなくて。けど」

　わずかに言葉を切ってから、

「一番変だったのは、それをちっとも変だと思わなかったこと、かな」

　どちらからともなく視線を移す。うつぶせの銀ぎん髪ぱつ男に。

　こいつが頭を三回叩いたとたん、智紗の言葉が変わった──いや、戻もどった。なら、何かの関係が……

「あれ？　銀髪？　けど今、金髪じゃあなかったっけ？」

「…………ううううう…………」

　美祢のつぶやきに、男はもぞもぞ身を起こしながら、別に鏡を確かめるでもなく、

「ああ……銀髪になったんだ……」

　当たり前のようにつぶやく。

「なったんだ。って。納なつ得とくしてるし。何それどういうこと」

　智紗の問いに、男は後頭部を空いた片手でおさえながら身を起こし、

「……うーん……けどこんなこと、説明しても信じてもらえないだろうし」

「信じますっ！」

　けれども美祢は身を乗り出して。

「今朝からもう何かいろんなことがおかしくって、チサ──妹がリスだったりして、全部わたしの知っている普ふ通つうとは違うんですけど、他のみんなはこれが当たり前だと思ってるみたいで！

　最初は自分がおかしくなっちゃったんじゃないかって思ってちょっと怖こわかったりしたんですけど、実はおかしくなっちゃったのは世の中っていうか自分以外の方なんじゃないかって思ってて！

　そこにあなたがやって来て、チサのしゃべりかたが普通になって──

　ですから！　もし何か知ってるなら聞かせてください！　どんなとっぴな話でも信じますから！」

　真しん剣けんなまなざしを向ける美祢に、対する男は困った顔で、

「うわ。キミ、もとの状態を覚えてるんだ」

「美祢です！　曾根崎美祢！

　もとの状態、っていうことは、やっぱりいろいろおかしくなってるんですね！──ええっとお名前──」

「ああ。ボクはシュリン。で」

　と、シュリンと名乗った男は、手にした長い棒をぴょこぴょこ振ふってみせ、

「こっちはレンチ」

　そんな名前の工具があったような気がするけど、もちろん美祢には、棒の名前なんてどうでもよくて。

「それで、何がどうなってるんですか？」

「……本当に、言っても信じられないと思うよ……」

「信じます！」

　見つめる美祢のまなざしに、男──シュリンは、はぁ、とため息をついてから、

「簡単に言うと。

　似ているようで少しずつ違ちがったいくつもの世界っていうのがあるわけだけど。そんな世界がいくつも変な風に混じり合っちゃって、おかげでそれぞれの世界の『普通』が変になっちゃったんだ。

　で、それを治して回ってるんだけど、その方法は、このレンチで妹さん……チサちゃんの頭を三回叩たたくことだった、ってわけ。

　それで世界はほんの少しだけ治って、チサちゃんの言葉はもとに戻った、ってわけ。

　信じられる？」

　──表をトラックが通る音。

　美祢は力のこもったポーズのままで、

「無理でした！」

「ああ。やっぱり」

　シュリンは苦く笑しようし、きびすを返すと、廊ろう下かを奥へと進みながら、

「ま、そのうち少しずつ治っていくと思うから。気長に待ってて」

　後ろ向きのままひらひら手を振ると、その手を近くにあるドアのノブへ。

　もともとそんな場所にはなかったはずのドアはがちゃりと開いて、シュリンは中に。ぱたりと閉まって──

　それでおしまい。

「ちょっと！　待ちなさいよ！」

　我に返った智紗が廊下を駆かけ抜ぬけて、そのドアノブにしがみつくけれど、もともとなかったはずのドアが開いたりするはずもなく。

　電気もついていない玄げん関かんと廊下には、ただ、美祢と智紗の二人だけが残された──




　家に帰って玄関ドアをぱたんと閉めて。

「無理ー！」

　いきなり美祢が声を上げる。

　肩かたの智紗はびくんと驚おどろき、下げ駄た箱ばこの上に飛び移り。

「何よお姉ねえいきなり!?」

　問われて美祢は、カバンを玄関の上がりかまちにきちんと置いてから、

「ほら、きのうシュリンって人がやって来てチサの言葉をもとに戻もどして、ドアの向こうに消えちゃったの、おぼえてる？」

「もちろん覚えてるけど」

「たしかにチサのことばはもとに戻ったんだけど、学校は変になってた」

　昨日行った学校の教室は、やたらと細長くなっていた。

　今日登校してみると、それはなくなっていたのだけれど。

　かわりに、イスと机の高さが五メートルちょっとになっていて。

　みんな当たり前みたいにマイはしごを持じ参さんしていて、それを使って上り下りするわけだけれど。

　少年マンガに時々あると伝え聞く、空中闘とう技ぎ場というのはこんな感じなんだろうかと思いつつ授業を受けて。

　これはこれでちょっと新しん鮮せんだった。

　美祢の言葉に、智紗は小首をかしげて、

「普ふ通つうだったけど？」

「そっかー。あれもふつーかー」

　美祢は引きつった笑えみを浮うかべる。

「チサは気づいてなかったみたいだけど、実はやっぱりいろんなことがいろいろ変わってたの。

　でね、ほら。きのうのシュリンさん、少しずつなおっていくと思うから、気長に待ってろ、みたいなこと言ってたけど」

「確かに言ってた」

「なのになおってないー！」

　美祢は声を上げた。

　昨日と今日とでは、大小さまざま変化はあった。いちばん印象に残っているのが教室だけれど。

　でもそれを、治った、と呼んでいいのかどうか？　いやよくない。

　こんなことが起こるなら、それこそ、お風ふ呂ろに入っている最中に、壁かべが透とう明めいになったりしないとも言い切れない。

「いつ、何が、どう変わるかもわかんないのに、気長に待つなんて無理ー！」

　叫さけぶ美祢に、智紗は困った顔で、

「そんなこと言ったって仕方ないじゃん。

　苦く情じようを言おうにも、昨日の変なのにどうやったら会えるかもわかんないんだし」

「んむぅ……」

　指し摘てきされ、美祢は言葉に詰つまる。

　確かに、本来ないはずのドアの奥に姿を消すような人と連れん絡らくを取る方法なんてわからない。

「あーもうなんとかならないかなぁ。なんかこのへんのドアを適当に開けて」

　言いながら、壁についている意味のないドアを開けて片手を突つっ込んで。

「こうやって摑つかんで引っ張れば出てくるとか」




　出てきました。




「どーやったの!?　一体全体今何をどーやったわけ!?」

　どこか違ちがう世界から、ここへと急に引きずり出されて。

　混乱して涙なみだ目めになったシュリンは、手にしたレンチをふり回しつつ、玄関の上がり口に正せい座ざした美祢と智紗とに言いつのる。

　その剣けん幕まくに、美祢は深々頭を下げて、

「ごめんなさい。その場のいきおいというか女のカンというか、そんな感じのもので」

「何その超ちよう科学!?」

　シュリンの声がさらに上うわずる。どうやら今の説明はお気に召めさなかったらしい。

　とはいえ、やっちゃった美祢にも原理とかそういうものは全然わからないんだから、他ほかに言いようはなくて。

　とりあえず美祢は顔を上げて、

「あ。そんなことより、ちょうど話したいことがあって」

「『そんなことより』って。サラっと流したねミヤちゃん」

　深く追つい及きゆうしてもムダだとわかったか、シュリンの声にはあきらめの色。

　もちろん美祢は全まつたく気にせず、

「シュリンさん、まぜこぜになっちゃった世界がいつかもとに戻る、って言ってましたけど、なおるどころか、また変になってた所がありましたよ！」

　眉まゆを吊つり上げての抗こう議ぎに、しかしシュリンは微み塵じんも動じず、

「あー。チサちゃんの言葉みたいに、何から何までが一発で元通りになるわけじゃあないからね。

　変なことになったように見えたとしても、それは、もとに戻もどるために必要な途と中ちゆう経過ってところかな。だから気にしないで」

「気になりますっ！」

　立ち上がり詰め寄る美祢に、しかしシュリンはけろりとした顔で、

「そう言われてもね。ボクだって、どこの世界を治したら、この世界の何がどう変わるのか、なんてことはいちいちわからないわけだし」

「けどこっちだって、いつ何がどんなふうに変わるかもわからないのに、安心して気にせず暮らすなんてこと──」

「ちょっと待った」

　美祢の言葉を遮さえぎったのは、それまで黙だまって座っていた智紗だった。

　おもむろに立ち上がり、シュリンの顔をひたと見上げ、

「今あなた、どこの世界を治したら、って言ったよね。どこの世界が治ったら、じゃなくて。

　それってつまり、あなたが、一人で、いろんな世界を治して回っている、って解かい釈しやくでいいわけ？」

「正確に言うなら、ボクとレンチが、ってことになるけど……まあその通りだね」

　答えに智紗は満足そうにうなずくと、美祢を見上げて、

「と、いうことみたいよ。お姉ねえ」

「……どういうこと？」

　わけがわからず問い返すと、智紗はじれったげに、片足をてしてし踏ふみ鳴らし、

「だからぁ。

　何がどういうふうに変わるのかはこいつにもわからないみたいだけど」

「うわ。こいつ呼ばわり？」

　シュリンのつぶやきはまるっきり無視して智紗は続ける。

「いつ変わるのかははっきりしたってことじゃない。つまり、こいつがどこかの世界を治した瞬しゆん間かんってこと」

「あ。なるほど」

　言われて美祢は声を漏もらす。

　世界を治して回っているのがシュリン一人だけだというのなら、当然そういうことになるのだろう。

　一瞬納なつ得とくして。けれど。

「ってそれはわかったけど、だからって、落ち着いた毎日が送れるようになるわけじゃないし」

「ついでに言うと」

　と、横からシュリン。

「世界が変わる時間の予定表をくれ、なんて言われても無理だからね。

　治すのにかかる時間なんて、それぞれの世界の状じよう況きようによって変わって来るし」

「……うーん……」

　腕うでを組んで美祢は呻うなる。

　結局、何がいつ変わるのかはわからない、というのがはっきりしただけのこと。

　なら──

「──そっか」

　美祢は顔を上げ、シュリンを見つめて、

「わたしも手つだえばいいんだ。世界をなおすのを」

　シュリンは一瞬硬こう直ちよくしてから。

　ゆっくりと。

　ゆーっくりと顔をしかめ、

「それ、どーいう理り屈くつなわけ？」

「えっと。世界を元通りにするっていうのは賛さん成せいで。そうするとどうしても、いろんなものが変わっていくことを受け入れなくちゃあならないわけですけど。

　何もしないでただ待ってて、ある時いきなりいろんなものが変わったりすると困ったりとまどったりします。

　なら、自分が世界をなおす側に回っちゃえば、それで世界が変わっても納得できるんじゃないかと思って。

　ほら。自動車酔いする人でも、自分が運転していると酔わない、って言うじゃないですか。あれと同じ理屈で」

「いや。同じ理屈じゃないと思うけど……それってつまりまさか、ボクと一いつ緒しよにいろんな世界に行くってこと？」

　問われて美祢は、シュリンの瞳ひとみをまっすぐに見つめ返して──うなずいた。

「そういうことになると思います」

「お姉ねえ！」

　妹の声に、しかし美祢はふり向きもしないまま、

「チサ、止めてもム──」

「それナイス！」

「止め………………」

　言葉を飲み込み目をやれば、妹の、めちゃめちゃきらきらした瞳と目が合って。

「ないす？」

「いろんな変わった世界に行けるなんて面おも白しろそうじゃん！」

「いや。あのねチサ。遊びじゃないから」

「わかってるってお姉ねえ。もちろんあたしも手伝えることは手伝うけど」

「別の世界なんだよ。危ないかもしれないんだよ」

「だったらお姉ねえも行かせるわけにはいかないって」

「いや。わたしは危なくないから」

「なんでっ!?　ははぁ。さてはお姉ねえ、自分だけいろんな世界に行って一人で楽しんで来よう、とか思ってるでしょ」

「そんなこと思ってないもん！」

　姉妹ふたりが言い合うその後ろで。

　このままでは面めん倒どうなことになりそうだと、シュリンはそろりそろりと後退し──

　機きを見て手近なドアを開くとその身を滑すべり込ませて閉じる！

　ばたん！　とドアの閉まる音に、遅おそまきながら智紗が気がついて。

「あっ！　逃にげた！」

　あわててドアノブに跳とびつくけれど、もうそれはぴくりとも動かなくて。

　だがその時！　美祢の瞳がぎらりと光る！

　ダッシュで居間に駆かけ込んで。目ざすは床ゆかにある、本来あるはずのないドア！

「ここだぁっ！」

　左手でドアを開けると同時に右手を突つっ込み摑つかんで引きずり出して。




　本当にシュリンが出てきました。




「だから、どうやって!?」

　涙なみだ目めでひざをばしばし叩たたきつつ、廊ろう下かで叫さけぶシュリンに、しかし美祢も今度は涼すずしい顔で、

「そんなことより。お手つだいの件ですけど」

「また『そんなこと』って言ったぁぁっ!?」

　さらにエキサイトするシュリンに、美祢はぶすっとして、

「だって。なんとなく、そのへんにいるんじゃないかなぁ、と思ってやったらできた、ってだけの話ですから。それ以上説明しようがありません」

「『なんとなく』!?　また超ちよう科学ッ!?」

　なおもわめくシュリンに、美祢もとうとう声を荒あららげて、

「ああもう！　そもそもは、こっちの話を無視して逃げ出したシュリンさんが悪いんですよ！　あんなことをしなければ、わたしが超常現象を起こすことだってなかったんですからっ！」

「何その理り屈くつっ!?」

「わたしたちがついて行って手つだうのがダメだっていうなら、どうしてダメなのかをちゃんと説明してください、ってことです！　黙だまって逃げたりしないで！」

「……う……むう……」

　気け圧おされ、シュリンは言葉に詰つまり。

「ケチケチしないで連れて行ってくれりゃあいーじゃん」

　そんなシュリンを、美祢の肩かたから智紗は一いち瞥べつし、

「他ほかの世界って、別にすごく危ない場所ってわけじゃあないんでしょ。そんな軽けい装そうでほいほい行き来してるわけだし」

「……っ……い、いやいやチサちゃん、軽装に見えるかもしれないけど、たとえばこのコートなんて、一万度の熱にも耐たえ──」

「キッチンにガスコンロあるけど、試ためす？」

「ごめんボク今噓うそついた」

　瞬しゆん時じにひらあやまり。

「そもそも、わたしたちを一いつ緒しよに連れて行くことでシュリンさんの害になることって、何かあるんですか？」

　美祢に聞かれてシュリンは即そく座ざに、

「引いん率そつがめんどくさそう」

　対する姉妹ふたりは眉まゆさえ動かさず、ただ殺気だけをふくらませ。

「他には？」

　問われてシュリンはだくだくと脂あぶら汗あせをにじませて。

「……あ……いや、でも、その、他の世界になんか行っても面おも白しろくないよきっと。

　そもそもお金が違ちがうだろうから、何か食べたりおみやげ買ったりできないし」

「そんなのかまいません」

「見物だけでも面白そうだし」

　即答されて、シュリンは困った顔でうつむくと、何やら一人でぶつぶつと、

「……う……うーん……連れ……連れて……

　役に立つ……のかなぁ……？

　まあ考えてみたらミヤちゃんは、もとの状態をおぼえていたっていうし、ボクの居場所を一発で当てたりしてるわけだし……偶ぐう然ぜんだって考えるより、何かの意味があるって思った方が妥だ当とうかも……」

　それはなんだか、考えるというよりも、自分に言い聞かせているように見えて。

　しばらく黙って眺ながめていると、それでもやがてシュリンは、きっ、と顔を上げて、

「必ずボクの指示に従うこと。それが守れるんだったら、申し出を受けてもいい」

　宣言に、姉妹ふたりは顔を見合わせうなずいて。

『よろしくお願いします』

　声を合わせておじぎして。

　それが二人の、遠くて近い旅のはじまりだった。




　ペットボトルの水二本、腰こしのポシェットに装備して。

　ハンカチ持ったチリ紙持った。お昼のごはんは早めに済ませた。

　向こうで外に出る時のため、靴くつをビニール袋ぶくろに入れて。

　動きやすいよう、安売りのシャツにスラックス。髪かみは後ろでひとまとめ。

「さあ来い！」

「さあ来い、ってお姉ねえ。」

　肩では妹チサがあきれ顔。

　日曜お昼の一時前。約束の時間まではあと少し。

　出かける前にワクワクするのは、小学校の遠足以来。

　肩に乗せた智紗込みで、完全装備の姿のままで、狭せまいダイニングをあっちにうろうろこっちにうろうろ。

　時計の進みがやけに遅おそい。

「だからお姉ねえ。落ち着きなって」

　言いつつ智紗も、片足を待ち遠しげに動かしていて。

　長針が、十二に届く少し前。

　ありえないはずの壁かべのドアが、がちゃりと開いて、

「お待ま──」

『遅いっ！』

　姉妹ふたり声をそろえての一いつ斉せい射しや撃げきに、顔をのぞかせたシュリンはびくりと身を引いて。

「……いや、まだ時間じゃないよね？」

　前と同じ格好で、黒いコートで右手にレンチ。黒のソックス……は、いいのだが、靴を持っているようには見えなくて。

　ドアから出てきたシュリンに向かって、美祢はため息漏もらしながら、

「待ち合わせには、時間より少し早く来た方がいいですよ。

　忘れ物なんかをした時、ちょっと取りに帰る、なんてことがありますから。

　たとえば、外に出るかもしれないのに靴を持ってきていないとか」

　指し摘てきにシュリンは一瞬だけ目を丸くして、けれど不ふ敵てきににやりと笑って、

「今のボクみたいに、って言いたいわけ？」

　出てきたドアをばたんと閉めて、左足をひょいと上に上げた。

　ふくらはぎのあたりを、空いた左手で、ぽんっ、と叩たたいたそのとたん。

　しゅるり、とズボンのすそ下から伸のびた何かが足先を覆おおい、黒いブーツを形作る。

『おおおおおおおおおー』

　思わず声出す美祢と智紗。

「と、いうこと」

　シュリンがウインク一つして、もう一つ叩けば靴は消え。

『おー』

　と再び姉妹ふたりの声。

「何ですかそれ何ですかそれ!?」

「科学？　科学の力？」

「ま、そんなところ。こっちの準備は完かん了りよう。そっちは？」

『おっけー！』

　ハモる二人にうなずくと、シュリンは手にしたレンチの先で、くるりと宙に輪をかいて。

「それじゃあ今日は……」

　ゆらゆら動くレンチの先に導みちびかれ、台所へと入ってゆく。

　古ぼけたステンレスの流し台。すすけたまま回り続ける換かん気き扇せん。そんな中で、新調のガスコンロだけがまぶしくて。

　ひと昔前の家だけあってか、台所は、決して広くて快かい適てきとは言えない。

　急にレンチの先が、ひょいっ、と動く。

「ここかな」

　レンチがさし示したのは、流しの下にある開き戸で。

「ここ……ですか？」

　後ろから美祢が覗のぞき込む。ここの戸は前からあったと思うのだけれど。

「そう。ここ」

　シュリンがしゃがんで戸を開けると、そこは小さな四角い空間。今は何も置いてなくて排はい水すい管が見えていて。

　その奥に、縦横三十センチほどの小さなドアが一つ。

「こんなとこにもっ!?」

　思わず声を上げる美祢。

　伝説によると、頭に『ゴ』のつく茶黒い虫は一いつ匹ぴき見かけたら三十匹いる、とも言われるけれど、あれといっしょなのだろうか。

　屋根裏や畳たたみの下とかにびっしりとドアが並んだ光景を想像すると、さすがにちょっぴりイヤだった。

「それじゃあみんな、レンチかボクにつかまって」

　美祢の驚おどろきを気づかなかったのか無視したのか、シュリンはその場で四つんばいになって。

「……けどそこ、通れるんですか？」

　純じゆん粋すいな疑問から美祢は聞く。智紗はともかく美祢にもキツい縦横サイズ。ましてやシュリンが通れるようには見えないけれど。

「通れるよ。ドアなわけだし」

　問いにシュリンはさらりと答えた。

　納なつ得とくはもちろんできないけれど、今さら常識や普ふ通つうを気にしたって、意味がない気がすごくする。

　仕方なく、美祢は納得行った気分になるよう努力して。

「じゃあ行くよ。

　ボクが先導するから、二人とも、くれぐれもボクかレンチから手を離さないこと。いい？」

　智紗は肩かたから飛び降りて、レンチにきゅっとしがみつき。

　美祢もその場にしゃがみ込み、右手でレンチの端はしっこをにぎる。

　そして三人は──

　あんまりかっこよくない体勢で、ごそごそ先へと進みはじめた。

　いちばん後ろの美祢から見れば、シュリンは開いたドアに頭を突つっ込んで──ドア幅はばより広いはずの肩が、そのままするすると入ってゆく。

　ペースを合わせて美祢も進み、頭をドアにくぐらせる。体が当たることもなく、くぐった先は暗くて何も見えなくて──

「よいしょっ」

　シュリンの小さなかけ声とともに、しゅらりと引き戸の開く音。

　そこには昼の光があった。

「到とう着ちやく！」

　シュリンが這はい出し、宣言するのに、

「え？」

「……そんなあっさり？」

　姉妹ふたりは拍ひよう子し抜ぬけの声を漏もらす。

　智紗がレンチから飛び降りて、美祢も這い出て体を伸ばす。

　美祢はあたりを見回しながら、

「けどこう……異世界への移動ってもっと、光るゲートとか無む駄だにおごそかなＢＧＭとかＣＧ処理っぽい光とか……そういうのってないんですか？」

「ないって」

「ないんだ」

　何か納得できないのは、異世界間の移動というのがやけにあっさりしていたせいもあるけれど、それよりも、この場所にどこか見慣れた感じがするせいもあって。

　そこは六畳じようほどの和室。

　部屋の左手に開け放たれた障しよう子じ戸ど。先には廊ろう下かと、和風の庭。

　差し込んで来る昼の日差しを、畳たたみ表おもてが照てり返す。

　まあ、桟さんや柱、庭の先に立った板いた塀べいまでが、妙みようにけばけばしい朱しゆの色に塗ぬりたくられているけれど。

　美祢はあたりを見回すと、なぜ見覚えがあるのかを考えて──思い当たる。

「どっか見おぼえあると思ったら……コレ、むかしの外国映画に出てくる日本みたいな感じだね……」

「あ。それそれ！　そんな感じ！　なんかインチキっぽいっていうか」

　言いつつ智紗は美祢の肩へと飛び移る。

　異世界のイメージを百人に聞いたら、いろいろな答えが返ってくるとは思うけれど。

　エセ和風はナシだと思うのは美祢だけだろうか。

　シュリンは右手のレンチをゆらゆら動かしながら、

「この世界、そう危ない場所ってわけじゃあないみたいだけど、一応念のため行動には気をつけてね。

　手順はこう。ボクがある人物を見つけ出して、その人の頭をレンチで三回、軽く叩たたく」

「またそれ？」

　智紗のつぶやきは、美祢の気持ちと全く一いつ緒しよだったけれど、シュリンはそれをまるっきり無視して、

「相手はボクたちが捜さがすから。今は外にいるみたいだね。

　じゃ、さっそく捜そう索さくはじめよう」

　宣言すると返事も待たずにきびすを返す。

　姉妹ふたりもその後ろについて、廊下から靴くつをはいて庭へと降りて、建物をまわり込んで玄げん関かんの方へ向かいつつ。

　……異世界なんだから、もっと異世界っぽくってもいいのに。触しよく手しゆとか……

　あんまりにもビミョーな異世界っぷりに、美祢は内心ちょっぴりがっかりしていたりしたのだった。




「うわぁ。本当に別の世界なんだ」

「何をいまさら」

　家の門を出たとたん、智紗の上げたその声に、シュリンは小さく苦く笑しようした。

　木もく目め印刷の舗ほ装そう道路を、大型小型の乗り物が右に左に行き交かっている。

　乗り物は自動車に似ているけれど、屋根は瓦かわら屋根みたいになっていて。みんながみんな朱しゆ塗ぬりに金きん箔ぱくという派手な色だけど、これで地味だったら霊れい柩きゆう車しやみたいに見えただろう。

　建物は触さわった感じでは、コンクリートに似た何か。色は朱とか黒とか金とか緑。日差しの具合によってはかなり目が痛い。

　美祢はこっそり心の中で、ここを日につ光こう東とう照しよう宮ぐう世界と名付けることを決意して。

　あたりをゆく人たちの服装も、いんちき和風というか何というか。スカートはあるけれど、ズボンというものがなく、かわりにいろんな色の袴はかま。

　そのせいか、ズボン姿をしたシュリンと美祢に、ちらちらと複雑なまなざしを向けて来る人もいて。

「なんか変な世界だよねお姉ねえ」

「う……うーん……」

　耳もとで智紗に同意を求められ、美祢はあいまいに言葉を濁にごす。

　たしかに変だ。

　けどなぜか美祢には、元いた所よりはマシに見えるし。

　異世界なんだから、いろいろ変なのは当たり前、という思い込みがあるせいなのかもしれない。

　もっとも、いろんな世界が混じっているというのなら、この世界も本当はこうじゃあないはずだけれど。

　あたりを眺ながめていろいろしゃべりながら、美祢たちは住宅街を抜ぬけて繁はん華か街がいへ。

　人の通りも多くなり、いろんな店が軒のきを並べて。道ばたでは、大おお島しま紬つむぎのタンクトップを着たストリートミュージシャンが、琵び琶わの音に合わせてへたくそなロックをがなり立てている。

　これで日本刀を持っている人でもいれば、完全な噓うそ日本っぷりなのだけれど。

　あたりの風景に気を取られて、美祢の足取りも知らず知らずゆっくりになり、肩かたの智紗も、好こう奇き心しんまんまんの瞳ひとみでまわりを眺めていて。

　通りすがりに店頭で見つけた、黄き八はちじ丈ようのカジュアルバッグとかはちょっと欲しい。

「あ。一応念のため」

　先を行くシュリンはふり向きもせず、

「観光したいとかいうのはナシね。

　足を引っぱるなら、迷わずに置いていくからね」
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　姉妹ふたりは呻うめいて、

「そ……そんなこと思ってません！」

　と、足あし早ばやになって美祢。

「見物くらいならいいじゃん」

「やることをやった後で、余よ裕ゆうがあったらいいけどね」

　智紗の文句をシュリンは軽くいなす。

　店の並んだ通りを行けば、大きな川をまたぐ橋。

　そこでシュリンはぴたりと足を止めた。

「いたよ」

　つぶやきに姉妹ふたりは、シュリンが向けた視線を追って。

　その先には二人の女の人たちが。

　歳としは二人とも十代半ばだろう。一人は白いブラウスに緋ひ袴ばかまで、こっちが少し年上っぽい。もう片方は腰こしまでの長さのデニムの振ふり袖そでにデニムの袴。

　大通りに面したブティック──と呼ぶより服屋さん、と言った方がぴったりな店の前に足を止めて、肩を寄せ合い、ショーウィンドゥを覗のぞき込んで、おしゃべりのまっ最中。

　シュリンは自然な歩みで二人に近づいて、そのあとを美祢と智紗が行く。

　緋袴と振り袖の二人は、おしゃべりとウィンドゥショッピングに気を取られていて。

　シュリンがくるりとレンチをひと回し。そのままの流れで、後ろから振り袖の頭に向かって振り下ろ──

　──あ！

　その時になって美祢は気づく！

　──まずい！　ショーウィンドゥ！

　けどそのことを口にするより先に。

　こんっ、とレンチの先が、振り袖の頭をまず一つ打って。間を置かぬ二度目が振り下ろされたその時には。

「アキっ！」

　隣となりにいた緋袴が、振り袖の体を横へと引っ張った！

　レンチの二度目は空を切る！

「──しまった──！」

　シュリンが小さく呻いたけれどもう遅おそい。

　その動きは、ショーウィンドゥに映って二人に丸見えだったのだ。

　かろうじて一度は頭を叩たたいたのだけれど──

「何ですかあなたたち!?」

　二人はこちらに向きなおり、緋袴が、アキと呼ばれた振り袖をかばって問いを投げかけて来る。

　当たり前だがその視線にも、美祢たちを見るまわりの通行人たちの目にも、なんだかあぶない人を見る、不ふ審しんと警けい戒かいの色がふんだんに混じっていて。

　あ。視線が痛いってこういうことか。

　なんて場ば違ちがいなことを美祢はふと思ったりする。

　もちろんそんなことを考えていられるような状じよう況きようじゃあないけれど。

「あ。いや実は──」

　シュリンは軽い調子で言うと、右手で頭を搔かこうとして。けれどそれは相手からは、右手のレンチをふりかぶったように見えたのかもしれない。

「逃にげるよアキ！」

「う、うん！」

　言った時には緋袴と振り袖、二人はきびすを返してダッシュ！

「ちょ……ちょっと待った！」

　あわててシュリンと美祢と智紗、一同あとを追いかける！

　シュリンの話だと、頭を三度叩かなければならないはず。つまりはなんとかしてあと二回。

「待って！　話を聞いてください！」

　追いつつ美祢は呼びかけて、そんな呼びかけで止まるわけないと、心の中で自分にツッコミ。

　わかっていても、事情があって追いかける立場になると、ついそう言ってしまうものなのだと、また人生の役にも立たない新発見。

　でもってやっぱり予想通り、相手は止まってくれなくて。

「あいつら追いかけて来る！」

　緋袴は肩かた越ごしにちらりと美祢たちの方に目をやると、振り袖に向かって、

「アキ！　なんか、狙ねらわれてるのあんたみたいよ！」

「そんなこと言われても！」

「私がくい止めてみる！　あんたは先に逃げて！」

「でも！」

「いいから！」

「……わかった！」

　少年マンガみたいなやりとりのあと、振り袖はそのまま駆かけてゆき、緋袴はくるりときびすを返して立ちふさがる！

　つられて止まる美祢と智紗。

　シュリンはかまわず突つっ込むと、緋袴の横を駆け抜ぬけようとして──

　黒いコートが宙に舞まった。

　次の瞬しゆん間かん、美祢の足あし下もと近くの地面で、シュリンは空を見上げていた。

　緋ひ袴ばかまに投げられたのだということにさえ気づいていない、呆ぼう然ぜんとした顔。

　美祢は上から覗のぞき込み、

「あの人結構強いですから気をつけて！」

「……今言われても……」

　憮ぶ然ぜんとつぶやきながら、シュリンはなんとか身を起こす。

「……さて……じゃあどうするか……」

「仕方ないなぁ」

　声は、美祢の肩口から。

　空を横切り、黒い影かげが緋袴の前に降り立った！　身構えたその姿に、見物人たちの間から起きるどよめき！

　ひょっとしたらこの世界では、身長十五センチのリスがファイティングポーズを取る光景というのは珍めずらしいのかもしれない。

　緋袴に対たい峙じして、智紗は堂々言い放つ。

「ここはあたしがなんとかするから。二人は追いかけて」

「ええっ!?」

　シュリンは驚おどろきの声を上げて、

「じゃあお願い。気をつけてね」

　美祢の方は即そく答とうすると、緋袴をまわり込むように走りはじめる。

　仕方なくシュリンもそれに続いて。

「そうは──」

　緋袴は二人の進路を阻はばもうとして──

　その表情をこわばらせる。

　気がついたのだろう。動けないことに。

　体が、本能が理解したのだ。

　うかつに動けばやられる、と。

　緋袴は気がついているだろうか。自分がうっすら汗あせをかいていることに。

　彼女は目をやる。自分の本能に警告を出させた相手、立ちふさがった、身長十五センチのリスに。

　一いち分ぶのスキもない構え。

　緋袴は認めざるを得なかった。それが、全力を尽つくしてなお、倒たおせるか否いなかわからぬ使い手であると。

　美祢とシュリンが少し離はなれた所を駆け抜けて行くけれど、緋袴は動けないまま、目の前のリスをにらみつけて。

「御み前まえ崎ざき玻は璃り」

　何の脈みやく絡らくもなく緋袴が名乗る。

　それが、相手を強敵と認め、全力を尽くす宣言だと、見物人たちのうち何人が気づいたろうか。

　対するリスはその意い図とを汲くみ取っていた。

「曾根崎智紗」

　つぶらな瞳ひとみで相手を見つめ返して名乗る。

　やじ馬たちは気づいているだろうか。

　二者の間合いが、じりじりと、虫が這はうように縮ちぢまっていると。

　激げき突とつの時は──近い。




　柳やなぎの揺ゆれる川ぞいの道を行き商店街を駆かけ抜ぬけて。

　町の中の追いかけっこに、住民たちは迷めい惑わくそうな顔はするけれど、誰だれも止めに入ろうとする人なんていなくって。

　アキと呼ばれたデニム振ふり袖そでは人混みの中を駆け抜けて。美祢とシュリンが少し離れて追いかける。

　アキが通りの角を曲がる。美祢とシュリンも同じ角を曲がって──

　二人はそこで足を止め。

　曲がった先にアキがいた。

　デニムの振り袖に包まれた肩かたを上下に動かして、こちらに目をやり、指さして。

　そしてその隣となりには。

「落ち武者っ!?」

「無礼な！　誰が落ち武者か！」
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　思わず美祢が上げた声に、アキの隣で佇たたずむ男が憮然と言った。

　身につけているのは、美祢にもひと目でそうとわかる武者鎧よろい。腰こしから下の鎧が黒で腹から上は白い色。

　白い胴どう丸まるには何かの花の紋もん様ようと、美祢にも読める漢字で、市中同どう心しん、の四文字。

　でもって腰には大小の日本刀。

　これで兜かぶとをかぶっていれば立派な鎧武者だけれども、頭はむき出しで、なおかつ長ちよう髪はつだったりする。これではどうしても、時代劇とか心しん霊れい番組とかに出てくる落ち武者を想像するわけで。

「市中同心、燦さん本もと悟ご朗ろう！」

　落ち武──いや、男は美祢とシュリンをにらみ、大音声で名乗りを上げて、

「お上より町内の平和を預かる身の名において、そこの二人に問い質ただす！

　聞けば通りすがりにここなる女性の頭を殴なぐりつけ、なおかつ跡を追って来たとのことだが、どういう故ゆえあってのことか、話を聞かせてもらおうか！」

「うっ……」

　美祢はちらりとシュリンを見る。

　どうも相手は、警官のような立場の人みたいだった。

　なら適当なことを言って、この場はひとまずごまかすしかない。

「いや、その、実を言うと」

　シュリンは手にしたレンチをくるりと回して、

「今、いろんな世界が混じっておかしくなっちゃってて、普ふ通つうと普通じゃないものとがごちゃごちゃになってるわけで。

　それをなおすには、そっちの子の頭を三回、このレンチで叩たたかなくちゃ──」

「お前ら捕ほ縛ばく。」

　燦本同心の目に殺気が宿やどる。

「ちょっとシュリンさん信じてもらえると思ったんですかあんな話！」

「いや！　だって普通ならここ、『噓うそならもうちょっとマシな噓をつくはずだ』って信じてくれる場面だろ！」

「無理！」

　美祢があわててシュリンをたしなめても遅おそい。

　同心は右手で腰の刀を抜き放はなち──！

　美祢とシュリンは、一いつ瞬しゆん、びくんっ！　と腰を引いて──

　けれどよく見ると、それは刀なんかじゃなくて、一本の棒。

　とはいえあんなもので殴られたりしたら、やっぱりすごく痛そうで。

「逃にげよう！」

「異い議ぎなし！」

　美祢とシュリンはきびすを返して全力ダッシュ！

「おのれ逃げるな狼ろう藉ぜき者もの！」

　後ろに聞こえる声と足音。ついでに鎧ががちゃつく音。

　人生何事も経験だとは言うけれど、鎧武者に追いかけられた経験が、就職とかで役に立つ日は来るのだろうか。

　そんなことを頭のどこかで考えながら、美祢は見知らぬ町をひた走る。




　川はおだやかに流れている。

　土手に生えた草むらは、風に波打ち陽ひを照り返す。

　そんな草の上、天をあおいで寝ね転ころがる姿が二つ。

　身長十五センチのリスと緋ひ袴ばかまの女──智紗と玻璃との二人だった。

　おだやかな表情で、流れゆく雲を眺ながめて。

「やるじゃん」

　と智紗が言えば、

「……あなたほどじゃあないよ。私の鷹よう爪そう乱らん脚きやくを、あの間合いでかわされたのなんてはじめて。

　負けたけど……いい戦いだった」

　雲を見たまま玻璃が言う。

　どうやらなんだか戦いのあと、友情が生まれたらしい。

「ね」

　玻璃は智紗の方に顔だけ向けて、

「私を倒たおしたの──あれ、なんて技？」

「シャイニングウィザード」

「ふぅん……」

　玻璃はふたたび視線を天に向け、

「ね」

　また声をかける。

「事情……あるんでしょ？

　あの時は頭に血が昇のぼっちゃったけれど……男の人がアキの頭を叩たたいた時、危害を加えようってふうじゃあなかった。

　それに。

　あなたが悪い人じゃないってこと、拳こぶしを交まじえてよくわかった」

「んー」

　智紗は草の上に半身を起こして玻璃に目をやると、

「言っても信じないよ？」

「信じる努力はしてみるから」

「うーん」

　実を言うと智紗本人も、シュリンの説明で完全に納なつ得とくできたわけじゃなくて。

　それを他人にうまく話せるのか。自信はぜんぜんないのだけれど。

「この世界以外にも、よく似ているけど違ちがう世界がいくつもある、って話があって」

　自分で言っててうさんくさい発言に、けれども玻璃はうなずいて、

「多重枝い岐き世界論ね。私も中学の理科Ⅱで習った」

「習うんだっ!?」

「習うよふつう。……けどそんな話をするってことは……ひょっとしてチサ、別の世界から来た、なんて言い出すつもり？」

「そんなところ。ほら信じられない」

　肩かたをすくめて言う智紗に、玻璃はやや言いにくげに、

「まあ信じられないことは確かだけど……信じるしかないよ。

　だって普ふ通つう……その……リスってしゃべったり必殺技わざ出したりしないから」

「ふぅん。変なの」

　智紗は、よっ、と立ち上がり、肩や首をこきこきいわせながら、

「棒を持ったあの男、シュリンっていうんだけど、あいつが言うには、そんな感じのいろいろな世界がまぜこぜになって変なふうになってるんだって。

　で、シュリンはいろんな世界を治して回ってるんだけど、そのためには、あいつが見つけた誰だれかの頭をあの棒で三回叩たたかなきゃなんないらしいんだけど。

　まあ寝ね言ごとよね。

　むしろデンパ？

　けど実際、あたしも頭を叩かれて、それまでは普通だと思ってたことが普通じゃなかった、ってわかったことがあって。

　とりあえず信じるしかないっていうか」

「あなたの頭を三回……？　よけもせずに叩かれたの？」

　智紗の手並みを知った玻璃からすると、世界がどうこうという話よりも、むしろそちらの方が信じられないらしくて。はね起きるように半身を起こす。

　対する智紗は平気な顔で、

「うん。まるっきり敵意がなかったし、なんか、よけようって気が起きなくて。

　ともかく、あたしはそれで、納得するしかなくなっちゃったってわけ。

　異世界なんてものも、もともとは信じてなかったんだけど──」

　と、智紗はぐるりとあたりを見回す。

「現にあたしが今いるここは、もといた所とは、いろんなものが違いすぎるし。異世界としか言いようがないから。

　なんていうかここ、黒くろ船ふね来らい航こうしてないだろ、って感じで」

「さすがに黒船来航はあったよ。学校でも習ったし」

　と玻璃は苦く笑しようして、

「あれよね。来航したペルリ提てい督とくの東とう方ほう殲せん滅めつ黒船艦かん隊たいを、もののふキャノンで一いつ掃そうして、日本が世界進出をはじめるきっかけになった事件」

　ありえない歴史をさらりと語られて、智紗はぱたぱた手を振ふって、

「いやない。うちにはそんな歴史ないから。

　もののふキャノンて。何その世界大戦連れん覇ぱしそうな超ちよう戦せん闘とう力」

「さすがに大戦連覇はないけど。

　第四次スーパー世界大戦では負けてるし。五次と六次は圧勝したけど」

「──大変なんだ。この世界も」

　なんだか軽い頭痛を感じて、智紗はこめかみをおさえてから、

「話がそれたけど。

　ともかくどうやら、あたしたちそれぞれが当たり前だって思ってるいろんなことも、実はちっとも当たり前なんかじゃないらしいってこと。

　たとえば、普通じゃあ絶対にやらないような変なことを、今のあたしたちって、当たり前だと思い込んでやってるらしいの。

　もちろん自覚はできないんだけど。

　それってなんか、気持ち悪くない？」

　言われて玻璃は眉まゆを曇くもらせ、

「それがもし本当なら……たしかにすっきりしないけど」

「そんなわけで、あたしはあいつにつき合ってる。本当の普通ってのを取り戻もどして、すっきりしたいから」

　本当の動機は面おも白しろ半分、なんて本音は隠かくしつつ、智紗は玻璃の瞳ひとみを正面から見つめ、

「あなたはどう？　これが本当の普通じゃないって知ったら？　じゃあ本当はどうなのかってこと、見てみたくない？」

　問われて玻璃は口をつぐんで。

　吹ふく風が、緑の草を揺ゆらして過ぎる──




　美祢の目に、それは時代劇に出てくる峠とうげ茶屋に似て見えた。

　藁わら葺ぶき屋根で、そのまわりのあちらこちらには、客が休むためのものとしか思えない台と大きな日よけ傘がさ。建物の入り口にはのれんが揺れていて。横手には馬がいて。

　違ちがうのは、台に敷しかれている毛もう氈せんも日傘ものれんも馬具も、白と黒とのツートンカラーだということ。

　傘には金色で、模様のような読めない字のようなものが書いてあって。色だけ見たら、あたり一帯お葬そう式しきっぽい。

　けれどもちろんそうではない。建物にぶら下がっているのれんには、美祢にも読める漢字で『同心詰つめ所しよ』とあった。

　建物の入り口に戸はなくて、奥にはアキと呼ばれたデニムの振ふり袖そでと、鎧よろい姿の同心の二人が見えて。

　同心の人は、携けい帯たい電話のようなもので何か話をしていたけれど、今はアキと何かをしゃべっている。

「……まずいなぁ」

　少し離はなれた建物の陰かげから、そんな様子を眺ながめつつ。シュリンはぽつりとつぶやいた。

　燦本同心の追つい跡せきを一いつ旦たんなんとか振り切ったものの、同心の人はアキを連れて、建物にこもってしまったのだ。

「まずい、ですか」

　問う美祢に、シュリンは詰所の方を見たままで、

「うん。今の電話……ひょっとしたら、応おう援えんを呼ばれたのかもしれない。

　そうなったら、さすがにボクたちじゃあどうにもできないわけだし。

　こりゃあ出直して来た方がいいような気もするなぁ……」

　つぶやきに、美祢は内心反発する。

　せっかくの日曜、半日使って、無理っぽかったので帰って来ました、なんていうのは間ま抜ぬけすぎる。

「でも、あと二回、頭を叩たたくだけなんですよね」

「そりゃあまあそうだけど……この状じよう況きようじゃあ難しいわけだし」

　美祢は少し考えて、

「他ほかに何か方法はないんですか？　シュリンさんがレンチで相手の頭を三回叩くってこと以外に？」

　問いにシュリンはしばらく黙だまってから、

「正確に言うと、頭を叩くっていうよりも、レンチがあの子と三回、直接に接せつ触しよくすればいいんだ。

　ボクが持つ必要もないし、頭でなくてもいいんだけど、間に服とかがはさまっているとダメ。

　となるとどうしたって、方法はそんなふうになってくるわけ」

「なるほど……

　ともかく、出直すのは相手の応援が来てからでも遅おそくないんだし、それまでに、できるだけのことをやってみましょう！」

　力強く言う美祢に、シュリンは苦笑を浮うかべながらもうなずいた。




「もう安心です。すぐに応援が来ますから。不ふ埒らち者など一いち網もう打だ尽じんです」

　一方、同心詰所の中で。

　携帯遠話器での連れん絡らくを終えた燦本同心にそう言われて、それでも振り袖少女の顔色はさえなくて。

　わずかに落ちた気まずい沈ちん黙もくを、あわてて同心の人は会話で埋うめようとする。

「そういえばまだお名前をうかがっておりませんでしたが」

「……アキです。御前崎亜あ岐き」

「御前崎さん。ひょっとして、最近拾じゆう弐に丁目に越こしてこられた？」

「はい。あの……！」

「何でしょう」

　亜岐はわずかにためらってから、

「あの人たち、本当に噓うそをついているんでしょうか……？」

　意味がわからなかったのか、同心は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしてから、

「と、いいますと？」

「私を追いかけて来たあの人たち……言ってましたよね。

　世界が普ふ通つうじゃなくなっている、って」

「言ってましたねぇ」

　同心の人の口く調ちようが物語る。それはたわ言にしか過ぎないと。けれど。

　亜岐はややうつむき気味のまま、

「変だ、って思われるかもしれませんけど……実を言うと私、最近、時々思うことがあるんです……世の中って、これが本当に普通なんだろうか、って」

　とりとめのないつぶやきに、同心の人はうなずくと、

「判わかります。世の中には矛む盾じゆんも多い。当たり前の事、普通の事が何かの事情で押しつぶされることも多々あります」

「いえそういうことではなくて。

　最近何か違い和わ感かんがあるというか、昨日の続きの今日のはずなのに、それが何かずれているような気がすると言うか」

「なるほど。けれど日常というものは、同じようでいて、少しずつ違ちがうものです」

「いえそういうことでもなくて──」

　言いたいことをわかってもらえず、もどかしさに、亜岐は言葉を探して顔を上げ。

「──あ」

　外に目をやり声を上げる。

　同心もいっしょにつられて目をやって。

「あ」

　やっぱり小さな声を漏もらした。

　同心詰つめ所しよから見える外。並ぶ家並み、並ぶ街路樹。

　詰所からそう遠くない、そんな街路樹のうち一本。端はしからちょっとはみ出して見えるのは、銀色の髪かみと長い棒。

「……あれで隠かくれたつもりなのか……あなたはここにいてください」

　言って燦本同心は、忍しのび足あしでゆっくりと詰所を出ると、そちらへ向かう。

　亜岐は詰所の入り口に立ち、同心の後ろ姿を見守って。

　けれど亜岐の心中は複雑だった。

　相手は変な格好で現れて、いきなり棒で自分の頭を叩いたのだ。まともな人のはずはない。

　なら捕つかまえるなりなんなりした方がいいに決まっている。

　なのに。

　ほんとうに、あの人たちを捕まえさせてしまっていいのか？　そんな疑問がなぜか胸の中で渦うず巻まいている。

　渦巻いてはいるけれど、自分でもよくわからないその気持ちを、他ほかの人に説明することはできなくて。

　だから結局、こうして眺ながめるだけ。

　同心の人が街路樹にたどり着くまでもうあと少し。

　そんな時。

　目の前に影かげが降ってきて。

「ごめんっ！」

　声とともに、こんっ、と一つ、頭に軽い衝しよう撃げきがあった。




　やった。

　と、美祢は心の中で声を上げた。

　そのへんに落ちていた棒きれをシュリンが持っておとりになって、同心の人を引きつけて。

　レンチを手にして屋根に登った美祢は、頃ころ合あいを見計らって飛び降りると、アキとかいう人の頭をこつんと一発！

　これであと一回！

　アキはびっくりしたか、今のであわてて奥に入ったけれど、追いかけてもう一度、こつりとやればそれでおしまい！

　同心の人も、こっちの動きに気づいたみたいだったけれど、今から戻もどってきても、美祢が動く方が早い！

　相手を追って詰所に踏ふみ込もうとして。

　変な風を感じて美祢は横を見た。

　そこには。

　ずっと後ろの方にいるはずの同心の人！

「ふえっ……!?」

　思わず声を上げながら、詰つめ所しよの前から飛びのいて。

「うそ……！」

　さっき同心の人がいた所から目の前まで。こんなに早く動けるはずはないのに。

　心しん霊れいか。心霊現象なのか。

　相手の見た目が落ち武者っぽいだけに、美祢がまず考えたのはその可能性。

　対する同心の人は余よ裕ゆうの表情で、

「裏をかいたつもりか狼ろう藉ぜき者もの！　だが詰所フィールドの存在を忘れていたのはうぬが迂う闊かつよ！」

「……つめしょふぃぃるど……？」

　心霊現象説以上にありえない説明に、美祢は思わず眉まゆをひそめて。対する同心の人は大きく胸を張りながら、

「まさか知らぬのか？　詰所の周囲、一定空間において、同心の能力は数倍にはね上がるのだ！」

「何その不思議空間!?」

　計画の失敗を悟さとってか、木こ陰かげから姿を見せてシュリンも声を上げる。

「おかしいから。それ普ふ通つうじゃないから」

　ついツッコミを入れる美祢を、けれども同心の人は鼻で笑って、

「自らの無知を普通ではないとうそぶくとは底が知れるぞ狼藉者！」

　腰こしの刀──みたいな棒をひっこぬくと、美祢の方へと先を向け──

「本当におかしくなってるのかもしんないんだって！」

　声は、別の所から響ひびいた。

『──』

　一同が思わず目をやったその先には、佇たたずむ緋ひ袴ばかまの女の人！　その右みぎ肩かたには五本シッポのリス一匹ぴき！

「チサ！」

「姉さん！」

　美祢と亜岐との言葉が重なる。

　なぜこの二人がいっしょにいるのか、美祢にも亜岐にもわからないけれど。

　智紗は緋袴の肩からぴょこんと地面に飛び降りると、びしりっ！　と同心の人を指さして、

「信じらんないだろうけど、今、この世界はいろんなことが変になっちゃってるの！　ならそれを普通の状態に戻した方がいいに決まってるじゃん！」

「……む……ぐっ……！」

　言われて同心の人の表情が引きゆがむ。

　そこに緋袴が一歩進み出て、

「どうやらこれが、まんざら噓うそというわけでもないみたいなんです。

　──申し遅おくれましたが私は、そちらで保護していただいている御前崎亜岐の姉、玻璃と申します」

　同心の人は、智紗に視線をはりつかせたまま、

「た……確かに……五本シッポの栗リ鼠スが口をきいたとあれば、尋じん常じようならざる何かが起きていることは納なつ得とくせざるを得ないが……」

「とりあえず、亜岐と話をさせてもらえませんか」

　玻璃はそう言って、詰所の方に──

「ならんっ！」

　歩き出そうとした所を、けれど同心の人は手にした棒を横に突つき出して止める。

「仮にこの世界が、本当におかしくなっていたとしよう。

　だが！

　市民の頭を棒きれで叩たたけば世界の異常が治るなどという寝ね言ごとを一体誰だれが信じる!?」

「うわ。言い返せない。」

　思わず美祢もつぶやいたりする。

　美祢や智紗たちにしたって、もし智紗の言葉が変わる体験をしていなければ、そんな話を信じたりしないだろうし。

「……理論で説明すると、三時間くらいかかっちゃうけど……」

　シュリンがごにょごにょつぶやくけれど、同心の人はもちろんそんなもの聞く耳なんか持たなくて。

「そもそも貴様らの言う変と普通がどういうものなのかは知らぬが、私にとっては、今の社会とこの平へい穏おんこそが普通！

　数多あまたの先せん達だつが汗あせを流し、時には己おのが身を投げうち、尋常ならざる努力をもって、その結果獲かく得とくして来たのが、普通と呼ばれるこの平穏！

　この貴とうとい普通を護まもることこそ同心としてのつとめ！

　故ゆえにこそ！

　言葉より先に、人を殴なぐって何かを為なそうとした者の、今いま更さらな妄もう言げんを受け入れ、一いつ旦たん保護した市民を危険に晒さらすことなどできん！」

　やばい。

　美祢は背中に汗をかく。

　どう考えても同心の人が言ってることの方がまっとうだった。

　時々ＴＶで、わけのわかんない理由で変な事件を起こした犯罪者の報道なんかをやっているけれど、客観的に見れば今の自分って、そっち側に見えちゃうんだろうな、という自信がある。たっぷりとある。

　だからといって、もっともですとうなずいて、世界をもとに戻もどすのをあきらめる、なんてことはできなくて。

「あと一回……なんとかっ……！」

　つぶやいたのはみんなに聞こえた。

　もちろん、そばにいる同心の人にも。

「あきらめぬなら捕ほ縛ばくあるのみ！」

　言い終わるのとほとんど同時に。

　同心の人は美祢のすぐ目の前にいた！

　──速いっ──！

　おどろいた時にはすでに、美祢は、レンチを手にした右の手首を取られていて。

　とっさにできたのは、手首をスナップさせて、シュリンのいる方に向かってレンチをほうり投げることだけ。それもシュリンには届かず地面に転がって。

　ほうり投げたその直後には、右みぎ腕うでを後ろ手にねじり上げられ、うつぶせに地面に倒たおされていて。

「うくっ!?」

「捕縛！」

　背中で朗ろう々ろうたる同心の人の声。

　動きは目には映ったけれど、反応できる速さをはるかに超こえている。

　これが──詰つめ所しよフィールドの力!?

　顔を横へと向けた視界の端はしで。

「お姉ねえ！」

　智紗が叫さけんで、同時にシュリンが駆かけだした。彼はかがんでレンチを拾うと、身を──

　美祢の背中から重みが消える。

　身を起こしたシュリンのそばには、すでに同心の人が立っていて。

「チサ！」

　美祢が声を上げた時には、シュリンは吹ふっ飛ばされていて、手にしたレンチが高々と宙に舞まっている！

「レンチであの人を！」

　美祢の声に反応し、十五センチのリスが地を蹴けり宙に舞う！

　だが同心の人も、その動きを見み逃のがしはしない！

「させぬ！」

　吠ほえた時には空中のレンチを目がけて地を蹴って！

　智紗の機動力に対するは、数倍に力を増ぞう幅ふくされた同心の人！　届くのは──

「とった！」

　わずかに智紗の方が先！　出足が早かったおかげもあって、紙かみ一ひと重えの差で虚こ空くうのレンチにとりついて！

　だがそれで終わったわけではない！

「まだだ！」

　刹せつ那な遅おくれて同心の人の手もレンチにかかった！

　奪うばい合いとなれば体重と力に利のある同心の人が有利。智紗はさせじと、レンチの上を同心の人の手を目ざして駆け抜ぬける！

　けれど──！

「させぬと言った！」

　叫んで同心の人は摑つかんだレンチをひと振ふり！　さすがの智紗にも虚空を駆ける足はない！　レンチという地面を失なくして宙に舞う！

　大きく飛び退のき、同心の人は詰つめ所しよの前に傲ごう然ぜんと立つ。
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　その手にあるのは──レンチ。

「くっ……！」

　距きよ離りを置いて着地し、にらみつける智紗。

　美祢は身を起こす機を見つけられずに。

　シュリンはようやく身を起こす。

　玻璃はどうしていいのかわからずに、ただ佇たたずむばかり。

　同心の人は油断なく、ぐるりと一同を眺ながめてから、手にしたレンチに目をやると、

「どうやらこの棒が、お前達にとって重要な道具となっているようだな」

「返せ！」

　叫ぶシュリンを同心の人は一いち瞥べつし、

「人を殴なぐるための道具を返せと言われて返すなら、もとより同心などやってはおらん！

　亜岐さん！」

「は、はいっ！」

「これを」

　同心の人は、詰所の少女に声をかけ、手にしたレンチをほうり投げる。

　受け止めた亜岐に背中を向けて、

「持っていてください。私はこの連中を捕縛します！」

　吠えて力の限り地を蹴った！

　美祢たち一同身構えて、そこに向かい行く同心の人は、そのまま前につんのめる！

　がしゃりと地面に倒たおれ伏ふし、一いつ拍ぱく置いて吐はいた言葉は、

「鎧よろい、重たッ！」

『いまさらッ!?』

　美祢と智紗とシュリンと玻璃と。ついでに詰所にいた亜岐までが、同時にツッコミの声を上げる。

「……あのー……」

　伏した同心の背中を眺め、亜岐は、レンチを片手におずおずと、

「詰所フィールドは……？　力も数倍になってるなら、鎧の重さなんて気にならないと思うんですけど……」

　対する同心は、がぢゃがぢゃ身を起こしながら、

「つめしょふぃ……何ですかそれ？」

「……何って……」

　亜岐はとまどい、つぶやくと──混乱の視線を泳がせて、

「……え？　あれ？　そうですよね。詰所フィールドなんて変なもの、あるわけありませんよね……」

「当たり前です」

　同心の人の断言に、一同の顔に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。

　さっきまであったはずの、変なパワーアップフィールドが、同心の人の記き憶おくからさえも消えているようなのだが──

「──あ──！」

　気づいて声を上げたのは美祢。半身を起こすとシュリンの方に目をやって、

「そっか！　あの人、レンチを受け取っちゃったんですよ！」

「いや。そりゃあ見ればわかるけ……あ！」

　シュリンも思わず声を上げた。

　そう。

　同心の人が投げたレンチを、亜岐は素す手でで受け取って。

　てのひらとレンチ。

　これで三度目の直接接せつ触しよく。

　世界を治す条件は満たされた。

　おかげで、世界のおかしな所がほんの少しもとに戻もどって、詰所フィールドとかいう変なモノも消えたらしい。

　少し治った影えい響きようは、美祢たちの世界にも出ているはずで。

「──ひゃぁっ!?」

　急にそんな声を上げたのは智紗だった。

　地を駆かけ蹴けって美祢の肩かたへと飛び乗ると、襟えりから服の中へと入り込んでくる。

「ちょっ……!?　チサ、どーしたのっ!?」

　あわてて立ち上がりながら聞けば、智紗は服の中でもぞもぞすると、襟もとから、ひょこっ、と顔だけを出して、

「おっ……お姉ねえ！　あた、あたし、服、着てない！」

「……あー。そーだねー……」

　どうやら、妹は服を着るのが普ふ通つう、という所がもとに戻ったらしい。

　やっぱり五本シッポのリスはリスのままだったりするのだけれど。

　その一方で。

「いや緑は！　緑ってチョイスだけはありませんから！」

「……右ですよね普通。なんで左だなんてことをずっと……」

　玻璃と亜岐の二人も、なんだかぶつぶつつぶやきはじめて。

　美祢にはわかった。あの二人には今、智紗に起きたのと全く同じことが起こっているのだと。

　普通じゃないことを普通だと信じ込んでいた自分。そのことに混乱して。

「一体、何なんだ……？」

　周りのみんなの様子について行けず、同心の人も混乱する。

　そこに。

「……だから。今のでちょっとだけ、世界が元に戻ったってこと」

　説明するシュリンに、同心の人は敵意の目を向けて、

「まだそんなたわごとを──」

　言いながら、シュリンに向かって行こうとして──

「いいんです！」

　その動きを止めたのは、彼の後ろからかかった声。

「いいんです、って……？」

　同心の人が振ふり向く先には、レンチを手にして歩み来る亜岐の姿。

　彼女は同心の人に向かって、

「いいんです。

　その……わかったんです。今。その人たちの言っていることが本当だって」

「……はあ？」

　同心の人は困り顔。変なフィールドが消えたというのに、どうやら彼には、今、何かが変わったということさえわからなかったみたいで。

　変だと思え。鎧よろいとか。なんて美祢は心の中で思ったりもするのだけれど、今はもちろん口には出さなくて。

　亜岐は同心の人に向かって言葉を重ねる。

「あの、勝手を言って申し訳ありませんが、今回のこと、なかったことにしてもらえませんでしょうか」

「何を──」

「お願いします！」

　亜岐は深々と頭を下げて。

「……………………」

　その態度に何を読み取ったのか。

　同心の人はしばらく黙だまっていたけれど、やがて腰こしに下げていた携けい帯たい遠話器を耳に当てると、

「──燦本です。申し訳ないが先ほどの応おう援えん要よう請せい、取り消しさせて頂きます。

　どうやら子供の、仲間うちでの冗じよう談だんだったようでして。

　ええ。こちらでたっぷり油を絞しぼっておきますので」

　言ってふたたび遠話器を元に戻す。

「──ありがとうございます！」

　ぺこりとふたたびおじぎをする亜岐に、同心の人は憮ぶ然ぜんと、

「礼は不要。

　私はただ事件を収め、私の知る普通と平へい穏おんを守るのみ。

　あなたに思う所あって、もう良いと言うなら、それで良いのだろう。

　それだけのこと。

　ただし。

　言った通り、たっぷりと油を絞らせてもらう」

　答えに亜岐はふたたびぺこりとおじぎをすると、歩みを進めてシュリンの前に。

　手にしたレンチをさし出して、

「お返しします。ですから──

　何がどうなっているのか、くわしくお話しいただけますね？」

「もちろん。

　……説明しても信じてもらえるかどうか、ちょっと自信はないけどね」

　にがわらいを浮うかべながら、シュリンはちょっと弱気にそう言った。




　窓からさし込む夕ゆう陽ひの色が、誰だれもいない台所を照らしていて。

　流しの下にある小さな戸が、開きっぱなしになっていて。

　そこから美祢たちが順番に這はい出してくる様子は、ちょっと何かのホラー映画っぽかったりはするけれど。

　ともあれ。

　自分の世界、自分の家に。

　美祢と智紗、二人は帰ってきた。

「あー帰って来た」

　きゅうくつだったわけでもないだろうけれど、のびをしながら声を上げた智紗は、向こうでもらった木も綿めんの手ぬぐいを体に巻きつけていて。

「あの同心の人、ほんっとーに説教長いんだもん」

「ま、お説教だけで済んだんだから良し、って考えよう」

　言うシュリンの表情にも、ちょっぴり疲つかれの色がにじんでいたりはするけれど。

　あのあと。

　同心の人の長いお説教を聞き終えて、玻璃と亜岐とに、ことのいきさつを説明し。

　やっぱり完全に納なつ得とくはできなかったみたいだけれど、他ほかにもいろいろ雑談をして。帰って来ればこの時間。

「これで少し、世界はもとに戻もどったはずですよね？」

　流しの下から這い出して立ち上がり、特に意味もなくズボンのひざをはたきながら美祢は言う。

「そのはずだよ」

　シュリンは狭せまい台所からダイニングへと行きながら、

「これで、この世界の何がどう変わったのかはボクにもわからないけれどね。

　けれど確かに、もとに戻る方には行っているはずだし。

　──で、今日、別の世界に行ってみたわけだけど。

　一つ間ま違ちがっていたら大きな争いになってただろうし、捕つかまっていたかもしれない。

　けどこれでも、割とうまく行った方だと思うわけだけど。

　それを踏ふまえて。

　もうこりた？　それともまだ、ボクといっしょに世界を治して回る？」

「もちろん行きます」

　と、シュリンのあとを歩きながら美祢は即そく答とう。

「今日ので、シュリンさんだけに任せておくのも余よ計けい心配になりましたし」

「言うねぇ」

「言わせてもらいます」

　シュリンの笑えみに笑顔を返して。

「こちらがおつきあいできるのは、土日とか休みの日だけになると思いますけど」

「……また気の長い話だね……」

「あたしもついてく」

　智紗の答えも美祢と同じ。

「まあ、いろいろあったけど、基本的には面おも白しろかったし」

　言ってから、美祢の肩かたに飛び乗ると、耳もとでこっそり、

「……けどお姉ねえ、あたしがもとから服着てたって知ってたなら、先に言っといて欲ほしかったんだけど」

　と、ちょっと怨うらみがましい口調。

　美祢の方は苦く笑しようして、

「別に──」

　いーでしょリスなんだし、と口走りかけたけれど、それを言うとやっぱり怒おこられそうな気がして、

「わざとってわけじゃあないんだから、かんべんね。チサ」

「……むー……」

　智紗がほっぺをふくらませれば、頰ほお袋ぶくろにエサが入っているようにしか見えないのだけれど、それはそれでかわいくて。

「とにかく。

　今日みたいに、気がつくと裸はだか、なんて恥はずかしいのはカンベンだから。

　あたしが最終的にどんな感じに元に戻るのか、知ってるなら教えてよね」

「……あー、うん。じゃ、今のうちに言っとくけど、チサ、わたしと同じくらいの背で人間の形してるから」

　こっそりと返すと、智紗は一いつ瞬しゆん黙だまってから、

「そーゆー冗じよう談だんやめてよねお姉ねえ」

「そこは信じないんだ。」

「だって。誰だれかの妹だっていうのにヒト型なんてキモいじゃん」

「キモいとまで!?」

　智紗の価値観が一体どういうふうになっちゃってるのか、美祢にはちょっと想像がつかないのだけれど。

　智紗はシュリンに向きなおり、きっぱりと大きな声で、

「とにかく。あたしも行くから」

　きっぱりとした宣言に、シュリンは大きくうなずいて。

「──決意は固いみたいだね。

　わかった。

　なら次の日曜、今日と同じ、お昼頃ごろに来るから」

　シュリンは言うと、壁かべにあるドアの一つに手をかけ、開けて。

「それじゃあ今日はこれで──」

「あ！　そうだシュリンさん！」

　ドアの向こうに一歩入っていたシュリンの動きを、美祢の声が止めた。

「ん？　なに？」

「そういえば、なおさなくちゃならない世界って、全部でいくつくらいあるんですか？」

「んー」

　問いにシュリンは、ぐるりとあたりを見回して、

「この家にあるドアの数と同じくらいかな。

　じゃ、また日曜」

　笑顔を残してドアが閉じ。

　…………………………………………

『えぇぇぇぇぇえええええええッ!?』

　美祢と智紗、二人の声は、ドアだらけの家の中にこだまする。




　世界がもとにもどる日は、一体いつになることやら。

　それは誰にもわからない。
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　姉の友人が体験した話




　ある夜のこと。

　一人で自分の部屋にいると視線を感じた。

　家人は全員出で払はらっている。

　妙みように思ってあたりを見ると、クローゼットが少しだけ開いている。

　わずかに生まれたそのすき間から、ざんばらに髪かみをふり乱した落ち武者が──




「あははは。そんくらいのことウチじゃあしょっちゅうだって」

　美祢は、読みかけの実話怪かい談だん本に思わずそう突つっ込んで。




　ちょっとむなしかった。

























　目がさめて、昨日きのうのことを思い出す。

　あれはほんとうにあったのか。それとも何かの夢だったのか。

　ベッドの上であおむけで。曾根崎美袮は思い悩なやむ。

　目に映るのは、天てん井じようじゅうをびっしりとすき間なく埋うめるドア。

　最初見た時はびっくりしたけど、最近は少し慣れてきた。とゆーか、昨日のことに比べれば、もう別にどうというほどのものでもなくて。

　ふと思い出す。昨晩、日記をつけかけて、途と中ちゆうで挫ざ折せつしたことを。

　もしあれが夢だったなら、日記だって夢のはず。そう思いついてはね起きて、机の上を見てみれば、薄うすいピンク地に長ちよう宗そ我か部べ兼かね光みつのイラストが入った日記帳。

　……世界がこんなふうになる前は、描えがかれていたイラストはウサギさんのキャラクターだったのだけれど。

　というか、イラストを見てそれが長宗我部兼光だとわかる自分がちょっと嫌いや。

　それはともかくページをめくり、昨日の所を開いたら、そこには自分の字で数行。




　某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

　妹が触しよく手しゆになった。

　だめです。

　これはだめだと思います。




　現実でした。

　美祢はその場にひざをつく。

　ちょっと前。

　朝、目がさめたら家の中がドアだらけになっていて、妹の智紗が五本シッポのリスになっていて。

　シュリンとかいう人がやって来て、いろんな世界がまぜこぜになって、そのせいで世の中のいろんなものも変になったんだ、って説明して。

　そんな流れで美祢は、シュリンや妹の智紗といっしょに、いろんな世界を治して回っているのだけれども。

　つい昨日の日曜日。

　一つの世界を治したとたん。

　リスだった智紗の姿が触手に変わって。

　……たしかにシュリンは言っていた。

　もとに戻もどるその途中、世界がよけいおかしくなったように見えることがあるかもしれない。でもそれは、もとに戻るのに必要な過程なんだ、って。

　けど。

　触手は。

　智紗は『これでまた一歩もとの姿に近づいたわねっ！　なんでリスの姿が普ふ通つうだなんて考えてたんだろうあたし!?』とか喜んでたけれど。

　言えない。

　とても言えません。

　触手はリスより変です、とは。

　言ってもたぶん信じないだろうし。

　智紗は全然疑問を感じていないみたいで、昨日も家に帰ったあと、料理当番なんだからと、鼻歌交じりに晩ごはんの用意をはじめたりして。

　出てきた料理がザルうどん。

　──あっはっは。これじゃあどれが触チ手サでどれがうどんだかわからないねー。

　なんてヤケクソなコメントを口走りたい誘ゆう惑わくに駆かられたりもしたけれど、言ったら最後、むしろ自分の方が一生うどんを食べられなくなるような気がして、ずっとがまんし続けた。
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　世の中にはやっぱり、耐たえられることと耐えられないことというものがあって。

　妹が触手というのは、後者のような気がする。すごくする。

　ともかくこの状態をなんとかするには、いろんな世界をもとに戻して戻して戻しまくるしかない。

　けどその前にとりあえず、やっぱり学校があるわけで。

　そういえば、今日きようの朝ごはんの当番は美祢だった。まあ、姉妹ふたりとも料理をするのは嫌きらいじゃないので、当番を無視して手の空いた方が食事を作ったりすることも多々あるのだけれど。

　…………………………

　──寝ね坊ぼうをしたら、チサが朝食にパスタとか作っちゃうかもしれない──

　そんな宇宙的コズミツク恐怖ホラーの予感が脳のう髄ずいの奥に生まれ出て、美祢はあわててはね起きた。

　当分、麵めん類るいは駄だ目めっぽい。




　朝の空気は夜のうちに汚よごれを払はらわれ、すき通ってすがすがしくて。

　風に吹ふかれた街路樹の葉が、朝日にちらちらかがやいて。

　おはよう、の言葉が行き交かう通学路。生徒の一、二割くらいは触しよく手しゆ。

　おのれ神。わたしはあなたを許さない。

　そんな言葉を胸の中でつぶやきながら、美祢は学校への道を行く。

　さっきまではすぐ隣となりを、制服を着た全高一メートルほどの触手、チサが並んで歩い……にじり進んでいたんだけれど、同じクラスの友だちを見つけて、今はそちらと雑談しながら登校中。

　たぶん、世の中の妹という妹──兄か姉のいる女性はみんな、智紗と同じように触手になっているんだろう。

　……なんで、妹、という立場の人だけがこんなふうになっちゃっているのかはわからないけれど。

　ぬらり、と。

　頰ほおに這はい寄る違い和わ感かんに、びくんと飛び退のきふり向けば──

「おっはよ。ミヤ」

　そこにはブレザー姿の触手。

　触手なんだけど、なぜか美祢には一目で、クラスメートの真ま砂さ子こだとわかった。

　たしか彼女には姉がいたはず。

　通学途と中ちゆうで、真砂子に後ろから軽く肩かたを叩たたかれる、なんてことは今までにもあったけれど、すると今のは、相手からすればそんな感覚なんだろう。

「お……おはよ。マサコ……？」

「なんで微び妙みように疑問形？　ってミヤ、なんか微妙に顔色悪いけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　真砂子はうねりからまりもつれ合いつつ問いかける。

　もちろんのこと。

　あんたがキモい、なんてことは言えなくて。

　美祢は視線を外しつつ、

「あー。ちょっと夢見が悪かったっていうか、そんな感じで」

「あー。わかる。微妙な夢見るとテンション落ちるよねー」

「あー。うん。落ちる落ちる。」

　沈しずんだ声であいづちをうち、心の中ではこれからのことを考える。

　授業があって、家に帰って。それから、なんとかシュリンに連れん絡らくが取れないか試してみて。

　取れたなら、放課後からでもどこかの世界を治しに行きたい。ぜひ行きたい。

　治して治して治しまくって。

　世の中の妹が全部触手、っていうこの状じよう況きようだけはとっととなんとかしたいのだけれど。

　それまでに一体どれくらいの時間がかかるのか。

　美祢の地じ獄ごくは、はじまったばかりだった。




　暗い裏庭の片かた隅すみで。

　もそもそパンを食べながら。

　曾根崎美祢は疲つかれていた。

　あじさいの陰かげが妙みように落ち着く。ここならば、まわりにいろんなもの──具体的には触手とか見えないし。

　家に帰ったらシュリンに連絡──なんてことを考えてはいるんだけれど、果たして終業時間まで自分がもつかどうか。

　お昼休みが来るまでに、受けたダメージは予想以上に大きかった。

　紙パックのオレンジジュースを口もとにまで持って来て──

　パックに描えがかれた長宗我部氏うじ幸ゆきと目が合って一いつ瞬しゆん手が止まる。

　今、ちまたでは、長宗我部氏が大はやり。

　休み時間になるとクラスメートの何割かは長宗我部氏の話題で盛り上がっているし、教科書にも、キャラクター化された長宗我部重しげ氏うじとか満みつ幸ゆきとか兼光とかが、『ここが要かなめと知れ』とかフキダシ付きで要点チェックをしていたりするわけで。

　すごいうざい。

　なんで長宗我部なのか。そもそも意味がわかんないし。

　このへんも、いくつもの世界が混ざり合って変になっちゃっているせいなのだろうけれど。

　それはまだいい。

　でも。

　教科書の長宗我部まみれがいやになって視線を上げれば、教室にいる何人かは触手。

　あと体育の授業。二人ひと組みで柔じゆう軟なん体操とかやらせるな。

　今日はたまたま、クラスの女子が一人見学していたおかげで、美祢は普ふ通つうの女の子と組みになったのだけれど、そうでなければ真砂子と組む所だった。

　だが人類よ。安心するのはまだ早い。体育の授業は二日後くらいにまたあるのだから。

　それまでになんとか、この状況を解決したい。絶対に。

　でもって何より耐たえられなかったのが──まあ、ちゃんと考えれば予測できたことだったんだけれど──学生食堂。

　規模も大きく値段は安く、味の方も悪くない。美祢と智紗の姉妹ふたりも日ひ頃ごろ愛用していて。

　生徒の数割が触手と化した現在において、食堂内ではどのような地じ獄ごく絵図が繰くり広げられていることか。

　美祢は迂う闊かつにもその一いつ端たんを視界の端はしに捉とらえてしまい、あわてて視線をそらせると、お昼の予定をクリームコロッケランチからパンとジュースのテイクアウトに急きゆう遽きよ変へん更こう。

　かくて中庭、あじさいの陰でこうして食事をしている次し第だい。

　刹せつ那なかいま見た食堂内の光景は、忘れたふりをしたところで、魂たましいにまで刻まれて、美祢の心や食欲を削けずってゆく。

　それでもなるべく考えないようにして、うぐいすパンの最後のカケラを口の中にほうり込み、もそもそ口を動かしていると。

「──うおっ!?」

　いきなり聞こえた驚おどろきの声に視線を上げれば、すぐそばでクラスメートの男子が一人、おおげさな驚きのポーズを取っていて。

　樫かし村むら──下の名前は、コウ、だったか。

　陽気で気さくで男女気がねなくつき合うタイプ。……お調子者のお子さま、という見方もできるのだけれど。

　もちろん男である以上、触しよく手しゆなんかではなくって。美祢にとっては、そこは安心できるポイントだった。

「……曾根崎……？」

　樫村は、変な生き物でも見つけたかのような表情はそのままで、それでも驚きのポーズは解いて、

「何やってんのお前そんな所で」

「お昼食べてる」

　平静を装よそおって答えてみる。

「いや。昼メシ食ってるのはわかるけど。なんでこんな所で」

「ん。ちょっと」

　言葉を濁にごして長宗我部印のジュースをひとすすり。

　と、なぜか樫村は、あじさいをはさんで美祢の隣となりにちょこんと座り、声をひそめると、

「……ひょっとして……

　女子のイジメとか、そういう奴やつか？」

「ん。違ちがう」

　見当外れの意見に、美祢はストローを口から離はなしてつぶやいた。

　もちろん彼が、美祢の悩なやみをずばりと言い当てることなんてできっこない。

　妹が触手だというのは、変になってしまったこの『普通』の中では、たぶん、妹が年下だとか妹が女だとかいうのと同じくらい当たり前のことで。

　そんな『当たり前』のことを言っても、おかしな顔をされるだけだと美祢にはわかっていた。

　樫村はしばらく困った顔をして、何やら考えていたみたいだけれど──

　その結果、何をどう考えたのか、

「お前の妹、かわいーよなー」

　ぶウッ。

　吹ふいた。

　ええ。吹きますとも。

「触手だよッ!?」

　思わず美祢が口走ると、樫村はきっぱりと、

「そこがいいんじゃねえか」

　断言ですか。そうですか。

　断言してから、ちょっと気き恥はずかしそうに視線をそらせると、

「……でも、オレ、お前も結構イケてると思うよ……」

　──ずっとずっとあとになってから。

　これってひょっとすると告白だったんじゃあないだろうか、と美祢は思い当たったりするんだけれど。

　とりあえずこの時は。

「触手と比べるなあああああっ！」

　美祢は長宗我部印のジュースパックを樫村の顔面に思いっきり叩たたきつけて、ダッシュでその場をあとにしたのだった。




　授業の終わりのチャイムが鳴って。

　アスファルトを蹴けって家まで一直線。

　玄げん関かんくぐって電気もつけず、美祢はまっすぐ居間へと向かう。

「ここだぁっ！」

　叫さけびとともに。本ほん棚だなの横についた、本来ならばあるはずのないドアのノブに手をのばすと、摑つかんで──

「──ん」

　そこで動きが止まる。

　まだだ。まだ早い。そんな気がする。なんかする。

　十を数えるだけ待って。

「今だっ！」

　美祢はドアノブを回して引いて、右手をそこに突つっ込んで。

　摑んで引けば、手に棒を持った白いシャツの銀ぎん髪ぱつ男が釣つれました。

「ええっ!?」

　驚きの声を上げる彼こそが、別の世界からやって来て、いろんな世界を治して回っているシュリンというひと。

　いつもは黒いコートを羽は織おっているんだけれど、今はラフな部屋着姿で。

　でもってその手には、彼がレンチと呼んでいる、一メートル半ほどの長さの棒。

　美祢はこれまでにも何回か、ありえないはずのドアの奥からシュリンを引きずり出したことがある。だから、

「そんなに驚おどろかなくても」

　と、思ったままを口に出す。

　けれどシュリンは、勝手に居間のソファに腰こしを下ろしながら、不ふ機き嫌げんな顔で、

「ミヤちゃんに無理矢理引っ張り出されたのはこれがはじめてじゃあないけど……

　今のはちょうど、ボクがレンチを摑んだとたんだったから。

　たまたまにしてはタイミングが良すぎるわけだし。そりゃあ驚くよ。

　……たぶんミヤちゃん本人にも、どうしてそんなことができたのか、よくわかってないんだろうから、なぜ、ってことは聞かないけどさ。

　もしボクがトイレとかお風ふ呂ろとかに入っているタイミングだったら……なんてこと、考えたことはない？」

「……それは考えてませんでした」

　言いつつ美祢は向かいのソファに腰を下ろして。

　ちょっぴり悪かったな、とは思うけど、とりあえず今は別のことで頭がいっぱいで。

「そんなことより」

「……いろんな問題切り捨てまくるそのセリフってどうかと思うんだけど……

　まあいいや。ボクを無理矢理引っ張り出したってことは、何か用があるんだろ？」

　美祢はこくこくうなずいて、

「チサはどこかの部に助っ人をたのまれて、まだ学校から帰って来てないんですけど。

　とにかく世界をなおしましょう！　とっとと！　一つでも多く！」

「……あー……」

　それで事情を察したか、シュリンは視線を泳がせ、頭を搔かいた。

　智紗が触しよく手しゆになる所は、彼だって目にしている。なら、美祢が何に追いつめられているのか、想像するのはそんなにむずかしくなかっただろう。

　けれどシュリンは渋しぶい顔で、

「でも正直、こんな時間から行っても、あんまり成果が上がるとは思えないし。

　腰を据すえて確実にやった方がいいと思うけど、だからって、ミヤちゃんが学校を休むっていうのも問題なわけで。

　それならいつも通りに──」

「そんなゆーちょーなこと言ってられる場合じゃあないんですっ！」

　冷静だけれどまるっきり他人ひとごとなその口ぶりに、美祢の口調は強くなる。

「気持ちはわかるけど──」

　そのおざなりな一言に。

「っわかってませぇぇぇんっ！」

　美祢も声を荒あらくした。

　シュリンの言いたいこともわかるけれど、こんな状態が長く続けば、待ちうけるのは魂たましいの死。

　さすがに美祢も必死になって、彼を説得すべく、自分の置かれた状じよう況きようを言いつのる。

「チサだけじゃあなく世の中の妹って妹が触手で学校なんて口にしたくもない状況でそれだけじゃなくＴＶじゃあワカメちゃんが触手だし映画番組じゃあ触手がモンスターに襲おそわれて悲鳴を上げるなんて怖こわがりどころに困るシーンもあったし他ほかにもたぶん平へい凡ぼんな主人公の所に突とつ然ぜん何人もの触手が押しかけて来るアニメなんかもやってるんだろうしっていうか毎週観みてる恋れん愛あいドラマの女優さんって確か誰だれかの妹だった気がするし考えれば考えるほどいろいろなものが台な」

　ひと息にしゃべったもんで脳が軽い酸欠を起こして、一いつ瞬しゆん目の前が暗くなったりしたけれど。

　あわてて肩かたで息をして、脳に酸素を補給してから、ほつれた髪かみを手でかき上げて、

「台無しなんですっ！」

　言うことを言ってちょっと落ち着いて。さらにちょっとの間、肩で息をしてから、

「……というか……世界がおかしくなるにしたって、どういう世界のどんな『普ふ通つう』と混じっちゃったら、こんな現こ象とが起きるんですか……」

　それは質問というよりは、ぼやきに近かったんだけれども。

「……ボクだって、何もかも全部知ってるってわけじゃあないんだけどね……」

　シュリンはあたりを見回して、自分が座っている緑色のソファを、ぽんっ、と叩たたくと、

「たとえばこのソファ。

　緑色をしてるけど、どこかの世界に緑色のソファがあったのか、といえば、そうとも限らない。

　ある世界の青い何かと、別の世界の黄色い何かが変なふうに混じり合って、ここのソファに緑って色がたまたま反映されているだけなのかもしれないわけ。

　どこかに妹が触手っていう世界があるわけじゃなくて、まるっきり別の要因が変なふうに影えい響きようしてるんじゃないかな」

　よくわからない説明だったけれど、まあこの際、原理とかそういうものはむしろどうでもいい。

　要は。

「とにかく。この状況をなんとかしたいんです。それには片かたっ端ぱしから世界をなおしていくしかないんですよね。

　だから、力を貸してください」

　魂こころからの説得に、けれどシュリンは小さくため息ついて、

「……さっきも言ったけど、こんな時間からじゃあ成果が上がるとは……」

「成果っていうのは『上がる』もんじゃなくて『上げる』もんですっ！」

「いや。そんなサラリーマンのヤリ手上司みたいなことを言われても」

　平日に世界を治しに行くか行かないか。

　美祢とシュリンの千日手押し問答がはじまろうとしていた、まさにその時。

「たっだいまー」

　玄げん関かんドアの開く音とともに、響ひびいて来たのは智紗の声。

　美祢の体が、びくんっ！　とこわばる。

「お姉ねえー。帰ってるんでしょー。

　いやー。華か道どう部の助すけっ人と頼たのまれたんだけど、あそこはあいかわらずハードだわ。おかげで制服ドロドロ」

　言いながら、智紗の声はだんだんこちらに近づいて来る。

　声に交じるは、何かが擦こすれるような音。

　ふだんの美祢なら、どんな華道部だそれは、と気になるところだけれど。

　今は。それより。

　すぐそこに迫せまった恐きよう怖ふに脳が支配され。

「とりあえず夕飯前にシャワー浴びるねー」

　言葉とともに。開けっ放しのドアの前を通りがかったのは、下着姿の──




　世界が。




　一瞬凍こおりつき。




「ひゃうっ？」

　触──いや、智紗はシュリンがいるのに気がつくと、体をもじもじさせながら、ドアの陰かげに身を引くと、そこからちょっと中を覗のぞいて、

「な……なんでシュリンがいるのっ!?

　お姉ねえも！　それならそうと言ってくれればいいのにっ！　へ……変なところ見られちゃったじゃないっ！」

　言うだけ言って、智紗はドアの陰へと引っ込んで。

　あとは。

　何かが遠ざかって行く音。

　誰だれ一人望むことのないサービスシーンに、美祢がしばらくかたまってからふり向くと、唇くちびるまでもまっ青にして、ガタガタふるえるシュリンの姿。

　彼はしばし、自分の腕うでをさすりつつ、ふるえがおさまるのを待って、

「……どうやら……事態は……ボクが思っていたよりずっと深刻らしい……

　わかった……全面的に協力するよ……」

　言葉をしぼり出す彼に、
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「わかればいいです」

　美祢はえらそうにうなずいたのだった。




　美祢の家にはドアがある。いっぱいいっぱいドアがある。

　なおこの場合の『いっぱいいっぱい』というのは、『たくさん』というより『これ以上ムリ』の方に限りなく近い。

　床ゆかとか壁かべとか天てん井じようとかだけじゃなくて、庭とか塀へいとかドアを開けた物入れの奥にまでびっしりと。

　もちろんその中には、もとからあった普ふ通つうのドアもあるのだけれど。

　大半のものはそうじゃない。

　いろんな世界が混じり合い、おかしくなったあの日から、急に現れた、本来なかったはずのドア。

　普通なら開かない、ありえないはずのそれらのドアは、シュリンとレンチが揃そろった時だけ、別の世界へのドアになる。

　……美祢がシュリンを呼びたいときには、あっさり開いたりすることもあったりはするのだけれど。

　まあとにかく。

　月曜午後の七時半。

　夕食をすませた美祢と智紗、一いつ旦たん戻もどってコートを着込み、レンチを手にしたシュリンとは、お風ふ呂ろの浴よく槽そうについたドアの前へと集まっていた。

「けどなんでまた急に、平日にも行こう、なんて話になったわけ？　いつも通り土曜とか日曜でいいじゃん」

　しごく当然な疑問を漏もらす智紗を、美祢はまっすぐ正面から見つめ──すぐにわずかに目をそらして、

「オトナの人が時々言うよね。幸せは、失ってはじめて気がつくんだ、って」

「確かにドラマなんかによくあるけど。そういうセリフ」

　智紗の答えに美祢は小さくうなずくと、

「そういうこと」

「いや。意味わかんないし」

　もちろん美祢には、これ以上説明するつもりはない。

　最初、世界がおかしくなって、智紗がリスになっちゃって。

　美祢はその言葉の意味を知った。──いや、知ったつもりになっていた。

　世界が普通であるという。ただそれだけのことが、実は幸せだったのだと。

　けれど妹が触しよく手しゆになって。

　妹が触手じゃないという。ただそれだけのことが、どれほど幸せだったのか、あらためて思い知りまくった。

　踏ふみ込んだ先の世界が、一体どんなふうになっているのか。姉妹ふたりはもちろんシュリンでさえ知らないという。

　美祢たちはそこで、シュリンが見つけた人の頭を、レンチで三回ぶたなくちゃあいけない。

　──正確に言えば、そのひととレンチを三回、直接触ふれさせる。それが世界を治す方法で。

　今までにいくつか世界を治してきたけれども、拍ひよう子し抜ぬけするくらい簡単にできちゃったこともあれば、どうしてもできなくて、引き返したこともある。

　今日きようの世界はどんななのか。

　けどたとえどんな世界であろうとも、どんな障害が待ち受けようとも。

　やらねばならない。絶対に。

「とにかく。行くよ」

　決然たる美祢の表情に何を感じたか、智紗はそれ以上口をはさまなくて。

「ああ」

　うなずくシュリンがノブへと手をのばし。

　そして。

　別の世界へのドアが開いた。




　決意は人を強くする。

　触手の運命さだめをうち破るため、美祢はがんばった。ものすごくがんばった。

　がんばりまくったその結果。

　──いくつものふすまが奥へ続いている。

　連なるふすまのことごとくが、左右に大きく開かれていて。

　そこここに倒たおれ伏ふすのは、サラシを巻いて刃ド物スを手にした男のひとたち、全部で二十人くらい。

　みんな完全に白目をむいていて。もちろん美祢がやったのだけれど。

　美祢、がんばりすぎ。

　シュリンが見つけた今回の相手は、道を極きわめちゃった女親分。

　シュリンと智紗はもちろんしりごみして、出なおそうと言ったのだけど。

　美祢はずんずん進んで行って、五分三十五秒で制圧。

　屋や敷しきの一番奥の部屋。黒い和服に身を包んだ、まだ若い女親分は、鬼き気きを纏まとって傲ごう然ぜんと立つ美祢を、座ったままで見上げていて。

「……な……なんで……？」

　声が少しだけふるえている。ひょっとしたら、立たないんじゃなくて立てないのかもしれないけれど。

「なんで……あんたみたいな小こ娘むすめに……」

　つぶやきに、美祢はりちぎにも、しばらく考えてから、

「昔、映画か何かのコマーシャルでも、『オトメの想おもいは奇き跡せきを起こす』って言ってましたから。たぶんそんな感じで」

「あの。ミヤちゃん。オトメの想いで起こしていい奇跡と起こしちゃいけない奇跡ってもんがあって。」

　後ろでシュリンが思わずつぶやく。コレは誰だれがどう見ても、アウトの方の奇跡だし。

　シュリンの隣となりでは智紗も呆ぼう然ぜんと、

「……お姉ねえは本気にさせたらコワいとは思ってたけど……それにしたって何なの？　あの戦せん闘とう力。」

「……うーん……ひょっとすると……」

　智紗の言葉に答えているつもりか、それとも単に考えがひとりごとになって漏れているだけか、シュリンはぶつぶつと、

「世界を治すそのたびに、世の中にある、いろんなものが少しずつ変わるわけで……

　ボクやレンチも変わってるし。ボクなら、コートのソデ口に線が一本増えたり、もみあげが短くなったり長くなったり……」

「地味ね」

　と智紗。

「他ほかにも、脂あぶら汗あせがフローラルの香かおりになったり」

「……それ、香こう水すいじゃなかったんだ」

「ところがミヤちゃんは、全然変わったようには見えない。

　でも実際には、絶対何かが変わってるはずなんだ。

　だから、ひょっとしたらミヤちゃんは、外見は変わらないまま、運動能力とかが変化の影えい響きようを受け──」

「──シュリンさん」

　背を向けたまま美祢が放ったその声には、静かな殺気が満ちていて。

「はっ……はいっ！」

　名前を呼ばれたシュリンのみならず、智紗と女親分までが、びくんっ！　と小さく身をふるわせて。

「三回。殴なぐる。早く。」

「──わ、わかった！」

　あわてて飛んでゆき、座ったままの女親分に向かってレンチをふり上げる。

「すいません。ちょっと三回ほど触れさせるだけですから」

　声をかけるが、女親分は美祢の方を見て固まったまま。

　シュリンはレンチを振ふり下ろし。

　一度。二度。

　三度目にレンチが振り下ろされたのと同時に。

　美祢は後ろの智紗にふり返る。

　これで世界は少し治って。果たしてどんな変化が起こるのか──




　触しよく手しゆがちょっとつやつやしました。




「そーよね！　ふつうはこれくらいつやつやしてるよね！」

　はしゃぐ智紗のそのそばで。

　美祢とシュリンは、とことんへこたれまくっていた。




　美祢の戦いは続いた。

　平日に。休日に。

　時には一日に、二つの世界を治したことすらあった。

　治して治して治しまくって。五日がたって十日がたって。

　けれどいまだ、智紗の姿は触手のまま。

　そして戦士にも限界は来る。

　この場合、主に精神面に。




　人が鬼おにに変わりゆく様を見たことがあるだろうか。

　曾根崎智紗にはそれがある。

　自分の姉、美祢が今まさに、鬼に変わろうとしていた。

　一体何が原因なのか、智紗には全く見当がつかないのだけれど。

　姉妹ふたりはシュリンという男といっしょに、いろんな世界を治して回っている。

　二週間ほど前だっただろうか。別の世界を治していて、智紗の姿が五本シッポのリスなんて変なのから、今の触手の姿に戻もどって。

　そのあたりから、なんだか姉の様子がおかしくなった。

　事情を聞いても、なんでもない、と答えるけれど、もちろんそんなはずはない。

　目つきとか放つオーラとかもどんどんコワくなってきて、今では、仕事でめちゃめちゃトラブっている最さい中ちゅうに家族が亡なくなり葬そう儀ぎに追われて二日ほど全然寝ねてない大だい魔ま王おうみたいな顔になっている。

　ひょっとしたら。

　智紗が気づいていないだけで、前に世界が少し治った時に、ものすごくおかしな変化が起こったのかもしれない。美祢の方は変そ化れに気づいて、耐たえられなくなっているんじゃあないだろうか。

　そう思ってシュリンに聞いたこともあるけれど、知らない、と視線をそらされて。

　智紗にはもう、どうしたらいいのかわからない。

　この前も、元気づけようと、美祢が座っている所に後ろからそっとからみついたら、すげぇ悲鳴を上げられた。

　にぎゃぁぁぁぁ、はないと思う。いくらなんでも。

　美祢の様子が変になってから、今日でちょうど二週間。姉がそろそろ限界なのは見ていてわかる。

　とはいえここで智紗じぶんまで悩なやんで落ち込んだりしたら、お互たがいのマイナス感情が互いに加速してゆくだけで。

　今の智紗にできるのは、元気を出して明るくすること。でもって世界のどこかが治って、美祢の心配が消えてなくなるのを祈いのることの二つだけ。

　日曜昼の一時前。今日も今日とて世界を治すそのために、智紗と美祢とレンチを手にしたシュリンとは、ありえないドアの前に集まって。

「さ、お姉ねえ。今日も元気に行ってみよー」

　言って美祢の手にからみつき。

　すげぇ悲鳴を上げられた。




　闇やみの奥に、王がいた。

　実際の上背は二メートルくらいなのだろうが、纏まとう鬼気がその巨きよ軀くを、一層大きく見せている。

　紅ぐ蓮れんの如ごとき赫あかい髪かみ。血けつ涙るいの如き紅あかい肌はだ。その身に纏う蒼あおいきらめきは、かつて魔王を地じ獄ごくの底へと封ふう印いんしていた氷の欠片かけら。

　聖皇歴フェーゼ十七年。

　狂くるえる魔導師によって地獄の封印より解き放たれた魔王ゾディアスは、六千万の魔軍を率いて人界に侵しん攻こうを開始。人の築いた文明は、今ここに灰かい燼じんに帰そうとしていた。

　だが。

「……ほう……よもや人間ふぜいがこの玉座にまで辿たどり着くとはな……」

　つぶやいて不死の魔王は、現れた矮わい小しような相手を睨ねめつける。

　魔王の拠きよたる邪じや贋がん城。その最さい奥おうにある謁えつ見けんの間。壁かべには無数の陰いん火かが蒼く灯ともり、玉座に続く絨じゆう毯たんは、かたまりかけた血の色をして。

　ゾディアスの目から一行は、さぞかし奇き異いに映っただろう。

　全員が、魔王にとっては見慣れぬ服装。鎧よろいすら纏ってはいない。

　先頭にいる一人は素す手でで、ただの小こ娘むすめにしか見えぬ。

　やや後ろに控ひかえるのは、杖つえを手にした、銀ぎん髪ぱつで黒コートの男。

　そしてもう一人……？　は、おかしな服を着た触しよく手しゆ。

　なぜか、コートと触手とが、先頭の一人に対して若じやつ干かんのおびえを抱いだいているようにも見えた。

「ここまで来たということは、我が配下の魔軍四元げん帥すいを下くだしたということか」

　たしかに美祢たちがここに来るまでに、重力がどうとか絶対零れい度どがなんだとか言ってきた変な連中が何人かいたけれど。

　今の美祢にとっては、そんなのどうでもよくって。

「そんなことより」

「そんなこと、だと？」

　魔王の目め尻じりがわずかに跳はねるが、美祢はかまわず、

「ここの建物って、地下がありますよね。

　わたしたち、そこにいる人に用があるんですけど、できれば案内とかしてもらいたくって、おじゃましました」

「……たしかにこの城の地下には、非常食として捕とらえた人間どもを飼っている。

　なるほど。けなげにも、家か畜ちくどもを助けに来たというわけか」

　あざ笑う魔王に、美祢は素直に、

「いや。棒で殴なぐらなくちゃいけないんで」

　素直に言っただけなんだけれど、ものには言いようというものがある。

　どうやら魔王のひとには、それがふざけた軽口に聞こえたみたいで。

「このゾディアスを愚ぐ弄ろうするか！」

　玉座から立ち上がりざま魔王が吠ほえる。

　獅し子し吼くとはまさにこのことか。世界を震ふるわせる怒ど声せいに、チサが、シュリンがたじろぎわずかに身を引いて。

　その中で、ただ美祢だけが微び動どうもしない。

「人間ふぜいが、元帥どもを下した程度で思い上がるな！

　よかろう！

　この我が魔ま王おうと呼ばれる証あかし、貴様等らの魂たましいにまで刻み込んでくれる！

　我が力、時間停止の中では自らの死すら知覚はできぬと知れ！」

「え!?」

「時間停止って、そんな非科がく」

　ひたりっ、と。

　驚きよう愕がくの声を上げた智紗とシュリン、二人の動きが凍こおり付く。

　いや、二人のみならず。

　壁に灯った鬼おに火びすら、そのゆらめきを止めていた。

　時間が止まり。

　世界が止まり。

　その中で、魔王ゾディアスは哄こう笑しようする。

「愚おろかな……愚かな！

　しょせんはそれが限界よ！　人の器うつわの小ささを知れ！」

　かれが力を奮うためには、呪じゆ文もんも動作も言葉も要いらぬ。ただそうあれと思っただけで、

時間が止まる。世界が止まる。

　それが、魔の王──ありえざるものの主たる呼び名を冠かんするにふさわしき力。

　王は笑いをおさめると、

「ふむ……とはいえこれは、やりすぎか。

　思い知らせようにも、止まった時間の中で我が何を語ろうと──」

「そんなことより」

　魔王の動きを止めたのは、ありえないはずの呼びかけと──何よりも、その声ににじんだ怒ど気きの深さ。

「な……に……？」
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　ゾディアスは愕がく然ぜんとつぶやき、声の主、美祢にあらためて視線を送る。

「地下にいる人の所に案内してほしい、って話なんですけど」

　美祢は感情をおさえつつ、それでも辛しん抱ぼう強く言った。

　もちろん美祢にもわかっている。自分たちのこんなやりかたが、決して礼れい儀ぎ正しいとはいえないと。

　ここに来る途と中ちゆうに出てきた、なんたらゲンスイとかいう人たちは、こっちの説明さえ聞こうとしないで、わけのわからないことを言いながら襲おそって来たんで、みんなビンタでやっつけた。

　先に手を出したのは向こうなんだけれど、こっちの言うことを聞いてくれなかったからやっつけた、みたいな感じでちょっと気が引ける。

　もちろんそれは、妹が触しよく手しゆだというのをなんとかするためには、ささいな問題なのだけれども。

　せめて、この魔王とかいうひととはちゃんと話がしたい。

「ば……馬ば鹿かな!?　たかが人間ごときがなぜ動ける!?

　停止したこの時間の中でッ！」

　叫さけぶ魔王に、美祢はぺこりと小さく頭を下げて、

「ごめんなさい。わたし、ちょっと今いろいろあって、時間停止とかにつき合っていられる心のゆとりがないんです」

「えっ!?　時間停止って心のゆとりの問題だったのっ!?」

　今明かされた驚愕の事実に、さしもの魔王も動どう揺ようの色を隠かくせない。

　魔王のひとが何に動揺しているのか、美祢にはよくわからなかったけれど、とにもかくにもわかるのは、このまま話していてもらちがあかない気がすること。

　そういえばこの前やっていたＴＶで、誰だれかと話をする時に、離はなれていたら打ち解けにくい、とか言っていた。

　今は、魔王のひととの距きよ離りもあるし、部屋もちょっと薄うす暗ぐらい。互たがいの顔がよく見えるくらいの所で話をすれば、わかってくれるかもしれない。

　思って美祢は一歩踏ふみ出す。

　──美祢にはもちろん自覚がない。

　薄暗い中、蒼あおい光を照り受けて、自分の瞳ひとみが獣けものの色にかがやいていることに。

　魔王の人は、思わず半歩後ろに退さがってから、それに気づいてハッとして、

「この我が──人間相手に退がるだと……！

　いや……ありえん！　よもや貴様、人の姿を装よそおった神の眷けん属ぞくか!?」

「──妹が触手──」

　魔王の見当はずれな問いかけに、美祢は答える。足を止めずに。

「それを正すためになら、神も悪魔も超こえてみせます」

　決意を言っただけなんだけれど、魔王のひとの表情が、あからさまにこわばって。

「こ……このゾディアスの力を時間停止だけだと思うな！

　ならば神をも滅めつする我が刃やいばの糧かてとなれ！」

　魔王は右手を突つき上げ虚こ空くうをにぎりしめ、ずるりとそのまま引き抜ぬけば、そこにはたった今まで存在しなかったはずの、闇やみの刃が握にぎられていて。

「滅ほろびよ！」

　吠ほえると同時に美祢との距離をひと息に詰つめて来る！

　くり出すは神速の──いや、神すら切り裂さく滅神の斬ざん撃げき！　人の目には残像すら捉とらえられぬはずの一いち撃げきに──

「あぶないじゃないですか！」

　美祢は抗こう議ぎの声を上げながら、「あぶ」のところで身をかわしざま、魔王のひとが剣けんを摑つかんだ手の親指を、にぎりこぶしの骨のところで叩たたいて剣を吹ふっ飛ばし、「ないじゃ」のところで左で襟えり首くびを摑んで右でビンタ。返す手の甲こうでもう一つ。「ないですか」と結んだことばはビンタの残ざん響きようと混じって虚空に響ひびき渡わたって。

　美祢は、体たい罰ばつというのはあんまり好きじゃあないんだけれども。

　剣をふり回すとか、そういうあぶないことを平気でやっちゃう人には、メチャをやると自分が痛い目をみることもありますよ、というのを教えるのも大切なんじゃあないかと思う。

　ゾディアスは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてから──ぎりぃっ、と奥歯を嚙かみ鳴らし、燃える瞳で眼前の美祢を睨にらみつけ、

「……平手……

　平手、だと!?　この魔王を平手だと！

　小こ娘むすめ！　舐なめ」

　ぺちん。

「あいたっ。」

　反省の様子がないのでまたビンタ。

　で。

　ぺちん。ぺちん。ぺちぺちぺちぺちぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺぺ。

「な、痛、い、ちょ、待、小むす、待った、待、タンマ、いた、いた、ちょ、お嬢じよう、あ、メンゴメンゴ、いや、痛っ、ごめ、ごめん、ごめんなさい！あやまるから！ちゃんとあやまるから！」

　もはや時間停止の力は解かれ、後ろでは智紗とシュリンとが、美祢の所行にただただひたすら引いていた──




　聖皇歴フェーゼ十七年。

　地じ獄ごくの封ふう印いんを解かれた魔王ゾディアスによって、人の築いた文明は灰かい燼じんに帰そうとしていた。

　だがその時。異世界からの扉とびらが開き、勇者が現れたのだった。

　勇者は魔軍四元げん帥すいと魔王ゾディアス、そのことごとくを退しりぞけた。ビンタで。

　勇者の永劫なるエターナル往・復ビンタスラツプスを受けたゾディアスは、『すんません。自分、ちょっと魔王だからって調子こいてました』と土下座してひらあやまり。

　マジへこみして地獄の封印の氷へと引きこもった。

　かくてこの世界には、永い平和が訪おとずれるのだけれど、美祢にとってはそんなことなんてどうでもよくって。

　魔王のひとの家の地下。

　とらわれていた人たちのうち、美祢たちの前にいるのは、耳のとがった女の子。

　この子がシュリンの見つけ出した、レンチと三回触ふれさせないといけない相手。

「助けに……来てくださったんですか……？」

　問いに疑問が混じっているのは、事情がよくわからないせいか、それとも美祢が纏まとった空気がちょっとコワいからだろうか。

　女の子の他ほかにも捕つかまっている人はいっぱいいるのだけれど、牢ろう屋やのドアが開いても、なぜかみんな、美祢の方を遠巻きに見てふるえているだけで、逃にげだそうとはしなくって。

　ひょっとしたら、新手の罠わなか何かだと誤解しているのかもしれないけれど。

　もちろん美祢にとってはそんなこともどうでもよくって。

　問題は、これでどうなるか。

「シュリンさん。早く」

「はっ。ただちに。」

　命ぜられたその通り、シュリンはしゃきしゃき歩み出て、女の子に向かうと、

「ちょっと今から、おまじないみたいなことをするけど。

　このレンチを、きみの頭と三回、くっつけるだけ。こわがらなくていいから」

　言うとレンチで三回、やさしく、こん、こん、こん。

　こくりっ、と美祢の喉のどが鳴る。

　こわばる体を動かして、ゆっくりと、智紗の方をふり向いて──

　そこに。

　四本シッポのリスがいた。

　世界は。

　こんなにも輝かがやいていたのか。

「チサ──ッ！」

　美祢は妹に飛びつき抱だきかかえ、光の速さで頰ほおずりしながら、心の底からわき上がる幸せの味を嚙みしめる。

　妹が触しよく手しゆではなくリス、というレベルで幸せを感じるのはもちろん間ま違ちがってはいるのだけれど、ずいぶんまともになったことだけは間違いなくて。

　つらい日々を耐たえ抜ぬいてがんばった美祢には、今の幸せを味わうだけの資格はある。

　ジーンズ姿のリスをぎゅっと抱きしめて。

　その智紗は。

「…………あたし…………今までずっと触手だったよ…………」

　どんよりと濁にごった瞳ひとみで、地獄の底から響ひびくがごとき重いつぶやきを垂らしたのだった。




　このあと。

　しばらく智紗が、自分が触手だったということに、ひどく落ち込みまくって、それはそれで大変だったんだけれど。

　それはまた、別の話。
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「最近のお姉ねえ、おかしくない？」

「あ、うん」

　智紗にまっすぐ見つめられ、シュリンはわずかに目をそらしながらうなずいて。

「学校から帰ってソッコーで別の世界を治しに行こう、ってはりきってる時もあるかと思ったら、今日みたいに、今日はやめ、って言う時もあるし」

　智紗はうねうね身み振ぶり触手振りを交えつつ、

「でね、別の世界に出かけてない時って、なんか外に出てっちゃうの」

「外食してる、とか？」

　今の智紗を目の前にして食欲がわくとはとても思えないんだけれど、もちろんシュリンとしてはそんなこと口にできなくて。

「違う。いつも晩ごはんまでには帰って来るから。

　お姉ねえの悩なやみって、ひょっとしたらその外出に関係してんのかも、ってあたしはにらんでるんだけど。

　ね。今日もきっとお姉ねえ、出かけると思うから、いっしょにあとつけてみよ」

「……えー……それはなんか、マズいんじゃない……？」

「何イヤそうな顔してんの。ひょっとしたらお姉ねえの悩んでる原因がわかるかもしんないじゃない。まさか、そこまでは知らないとか、そーゆー冷たいこと言うつもり？」

「わかったっ！　わかったから！　そんなにからまないでッ！」

　かくて二人は、美祢の尾び行こうを開始したのだった！




　カウンセリングに通っていました。




　シュリンはそれから少しの間、なんだか心が痛んで、美祢の顔をまっすぐ見ることができなかった。

























　遠くの空をロボが行く。

　その光景を、美祢はぼんやり眺ながめつつ、

　あー。ほんとーに飛んでるんだー。

　心の中でつぶやいてみる。

　数日前、夕方のＴＶのニュースでやっていた。今年も季節を告げるロボの群れが箱はこ根ねのあたりに飛んできた、と。

　当たり前のことなんだけれども。

　ロボ、というのはロボットの略で。

　ＴＶには、どこかの池に降り立った、全高二十メートルほどのロボたちが主動力炉ろを冷れい却きやくする様子が映し出されていた。

　いっしょにＴＶを眺めていた妹の智紗は、今年もそんな季節になったんだ、とかつぶやいて。

　どんな季節だそれは。と突つっ込みたいところだったんだけれども、いろんなものが変になっちゃったこの現状では、言ったところでむなしいだけで。

　ロボといえば、俳句の季語として使われることもあるらしく──

　などと、美祢が一いつ所しよ懸けん命めい現実逃とう避ひをしてみても。

「どうだー！　樫村はいたかー！」

　いなくなったクラスメートを捜さがす美術教師の声は、いやでも耳に飛び込んできて。

　大学受験も遠くない高二になっても美術の授業があるというのは、のんきというか情操教育に力を注いでいるというか。

　けどさすがにこのトシになって、校内写生というのはちょっと気き恥はずかしい。

　なんて、さらに現実逃避の努力をしてみても。

　美祢が家から持ってきた、スケッチブックの一ページで、小さなドアが半開きになっているのにかわりはなくて。

　クラスメートは、このドアの中に消えた気がする。すごくする。

　ロボの飛び行く空を眺めて、曾根崎美袮はとりあえず、どうやったらこの現実から目をそらせられるのかを、ずっとずっと考えていた──




　美祢の家にはドアがある。びっしりくまなくドアがある。

　すこし前。

　美祢が朝、目を覚ますと、妹の智紗といっしょに暮らす家の中が、床ゆかや壁かべや天てん井じようから、壁に貼はり付けたポスターにまで、なかったはずの大小のドアがついていて。

　家だけじゃあなく世の中も、いろんなものがなんだか変になっていて、妹の智紗がリスになっていたし、信号機はうにうにしてるし郵便ポストはまにまにしてるしアンテナはぎょろぎょろしてるし。

　よくわからない表現だけれども、実物はもっとよくわからないんだから仕方ない。

　でも美祢以外の人たちは、これが変だとは思っていないみたいで。

　困っているところにシュリンとかいう人がやって来て、いろんな世界がまぜこぜになって、そのせいで世の中が変になっちゃった、って話をして。

　そんなこんなで美祢と智紗は、彼といっしょに、本来あるはずのないドアの向こうにひろがる、おかしくなっちゃったいろんな世界を治して回ることになったんだけれども。

　その時家に置いてあったスケッチブックの中ちゆう途とはんぱなページにまで、別の世界につながるドアができているとはさすがに思わなくて。

　とりあえず。

　美祢は学校の授業が終わるなり、妹の智紗を引き連れダッシュで帰宅。

「けどお姉ねえ」

　帰る道々事情を聞いた妹の智紗──制服を着た全長十五センチで四本シッポのリスは、美祢の肩かたに乗っかったままで家の玄げん関かんをくぐると、おもむろに口を開いた。

「本当にそいつドアに入ったの？　どこかにフケただけってことは？

　そこをはっきりしないと。いない奴やつを捜してうろつくなんてことになるし」

「ほぼ確実」

　玄関と廊ろう下かの明かりをつけて靴くつを脱ぬぎながら、美祢は憂ゆう鬱うつにうなずいて、

「いなくなったクラスメート、樫村コウっていうんだけど」

　コウ、というのがどんな字なのか、美祢は知らないけれど、クラスの男子は彼のことをそう呼んでいた。

　良く言えば陽気で悪く言えばお調子者。どっちにしても、わりと目立つ方だった。

　だから自然と、彼に関する噂うわさもちらほら耳に入って来るんだけれど、それによれば──

「さぼるなんてありえないよ。樫村って無類の写生マニアらしいから」

「それどういうキャラ立ち？」

　智紗が眉まゆをひそめるけれど、美祢にだってよくわからないんだから仕方ない。

　もちろん根こん拠きよはほかにもあって。

「あと、わたし、スケブを置いてちょっと場所を離はなれたことがあったんだけど。

　樫村がそのスケブをぱらぱら見てた、って言ってる友達がいて。

　……たぶんその時に」

　説明に、智紗は口もとをへの字に曲げて、

「確実っぽい」

「でしょ。だからなるべく早く──」

　なんとかしなくちゃ、と続けようとした言葉を遮さえぎって。

　廊下に面したいくつものドア。もともとなかったはずのそんな一つが、がちゃり、とノブを鳴らして開いた。

　そこからひょっこり顔を出したのは、銀色の髪かみをした一人の青年。

　黒いコートを羽織っていて、その右手には長い棒。

「あ。ひょっとしてちょうど今帰って来たところなわけ？」

　青年──シュリンは姉妹ふたりを目にして、気さくに声をかけて来た。

「シュリンさんグッドタイミング！」

　顔をかがやかせて言う美祢に、対するシュリンはとたんに渋しぶい顔になって、

「……ということは……またなんかあったわけ？」

「はい！」

　元気に笑え顔がおでうなずく美祢に、彼は軽いため息をついた。

　最初は週に一回、いっしょにあちこちの世界を治して回ることになっていたんだけれど。

　いろいろあって結局は、もしものために一日に一回、こうしてシュリンが顔を出して連れん絡らくを取ろうということになって。

　もしもの時の対策が、早さつ速そく役に立つ人生というのもどうなんだろう、なんてことをちょっと考えながらも、美祢はシュリンにことのいきさつを話すのだった。




　コンビニで飲み物買っておにぎり買って。

　夕食は向こうの世界でとることにして。

　みんなで集まった居間のテーブルには、ひろげられたスケッチブック。

　まっ白なページの片方に、やっぱり白いドア一つ。半開きというよりは閉まりきっていない状態で、ドアノブを回すと出たり引っ込んだりする金具がスケッチブックにひっかかっている。

「けどどうして、こんな所のドアが開いてたんだろう」

　美祢は首をひねってつぶやいた。

　もちろん世界がこんなふうにおかしくなる前は、スケッチブックにドアなんてなかったんだけれども。

　この家のいろんな所にできた、もともとなかったはずのドアは、普ふ通つうにしていれば開かないはずなんだけれど。

「そこは考えたって仕方ないよ。ボクとレンチが揃そろえば開くわけだけど──」

　と、シュリンは手にした棒を小さく振ふる。

　おかしくなった別の世界を治すには、シュリンが見つけた誰だれかに、レンチと呼ばれているその棒で三回触さわればいいのだけれど。

「たとえばミヤちゃんだって、そのあたりのドアを開けちゃったこともあるわけだから。

　誰かが何かの拍ひよう子しに開けちゃうことだってあるのかもしれない。

　とにかく今はその──カシムラくん？　を見つけるのが第一なんだけど……

　暗くなってからの人捜さがしは結構大変かもしれないよ。

　もちろん、やるしかないわけなんだけど」

　たしかに──相手がドアをくぐった先で、不安にうずくまってでもいてくれたなら話は早いんだけれども、樫村の性格からすると、面おも白しろがって、あたりをむやみにうろうろしているかもしれない。

「じゃあ今回は、世界を治すのよりも、ミヤちゃんのクラスメートを捜す方を優先。

　向こうの世界がどうなってるかはボクにもわからないけど、ムチャはしない。

　暗くなって捜せるアテがなくなったら、今夜は一いつ旦たん帰って、別の日に出なおす。

　それでいいね」

　言いながら、シュリンはスケッチブックのドアを開く。

　居間の蛍けい光こう灯とうに照らされたその奥は、奥に小さなドアのついた、小さな四角い箱にしか見えないけれど。

　呼びかけに、姉妹ふたりはこっくりうなずいて、

「幸いっていうか、こっちじゃあ明日は学校お休みの日ですから。

　今日がダメなら早めに切り上げて、明日の朝早くから、っていうのがいいと思います」

「なら決まりだね」

　すっくと立って言うシュリン。

「行くよ二人とも。いつもの通りボクかレンチに摑つかまって」

　今さら言われるまでもなく、美祢はシュリンのコートの端はしをにぎりしめ、智紗はレンチにしがみついて。

　そのままシュリンは身をかがめると、スケッチブックに開いたドアに頭を突つっ込む。

　猫ねこドアくらいの大きさしかないそこを、けれど美祢たちはつっかえることさえなしにくぐって入り。

「よいしょっ」

　シュリンのちょっと年寄りくさい声とともに、がちゃりとドアの開く音。

　いつものようにそのドアもくぐって──

「動くな！」

　けれどその時響ひびいたのは、いつもの、到とう着ちやくを告げるシュリンの声じゃあなかった。

　あわてて美祢はあたりを見回して。

　自分たちが、まわりを囲んだ何人もの人たちに、銃じゆうをつきつけられているのに気がついた。




　別の世界といったって、安全な場所ばかりじゃない。

　美祢はふと思い出す。シュリンがそんなことを言っていたのを。

　自分たちをとり巻いているのは、作業服みたいな服に緑色のヘルメットをかぶった男女が五人か六人。

　あたりは町だったんだろうけど、今は焼けこげたガレキの山で。崩くずれ残ったコンクリ壁へきの一枚に、美祢たちがたった今、出てきたドアがはりついている。

　美祢はＴＶなんかに時々映る、紛ふん争そう地帯の光景を連想した。

　どうも今回は、安全とはいえない世界に当たったらしい。

「……う……」

　シュリンは呻うめいて、ゆっくり両手を上げてゆく。いつもは元気な智紗も、さすがに今はレンチにしがみついたまま硬こう直ちよくしている。

　油断なく銃を構えた男の一人が、美祢たちに向かって問いかけた。

「貴様らは──」

　美祢はふと気づく。男の声が、ちょっとだけかすれていることに。

　おびえているのだ。

　何かに。

　男は続ける。

[image: ]

「貴様らは──妹か!?」

　…………………………

『え？』

　美祢たちの間の抜ぬけた声が重なった。

　質問の意味がわからずに、思わず顔を見合わせて。

「妹なのかと聞いているんだ！」

　けどなんだか、聞いてる男の人は必死で、今にも銃をぶっ放しそうな気配さえあって。

「妹か、って──」

　シュリンにしがみついたままの智紗が何やら言いかけた、その時。

「よせ。妹のはずがない」

　響く凜りんとした声に、一同そちらをふり向けば、銃を手にした一人の女。

　くすんだ緑のタンクトップと、額に巻いた赤いハチマキが、自分は女レジスタンスです、と力いっぱい告げていて。

　歳としは美祢と同じくらいだろうか。ひょっとしたら格好のせいで大人びて見えているだけで、本当はもう少し下かもしれない。

　女は銃を構えたみんなを見回して、

「考えてみろ。こいつらが妹だったら、我々は今ごろみんな死んでいる」

　死ぬらしい。

「……そ……それもそうだな……」

　誰かが小さくつぶやくと、全員が力を抜いて銃口を下ろした。

　女戦士は油断のないまなざしを美祢たちの方に向けて、

「妹ではないようだが……しかしなぜ、どうやってこんな所に来た？　今がどういう状じよう況きようなのか、知らないわけでもないだろう」

「……ええっと……」

　問われてまたまた美祢たちは顔を見合わせて。

　状況も質問の意味もわからなくて。あらゆる意味で答えに詰つまるんだけれども。

　かといって。

　──まぜこぜになったいくつもの世界をもとに戻もどすため、あちこちの世界を行ったり来たりしながら、見つけた人を棒で殴なぐって回っている最中です──

　なんてデンパな事実をこの状況で語ったりした日には、問答無用で撃うたれそうな気もすごくする。

　もちろん美祢は、こういう時にシュリンに説明を任せると、あんまりいい具合にはならないことを経験からも知っていて。

　だから、こんなこともあろうかと考えておいた噓うその一つ、『別の所に住んでいたからわからない』パターンを、ちょっと応用して使うことにして。

「その、わたしたち田舎いなかに住んでたんですけど……ちょっと前にいろんな連れん絡らくが取れなくなって、こっちに来ている親しん戚せきが心配で、様子を見に来たんです。

　名前は樫村っていって、わたしと同じくらいの歳の男の子なんですけど……

　何があったんですかこれ？」

　とぼけて問えば、横で聞いていたシュリンがサムズ・アップにウインクで、

「ミヤちゃんナイス説明！」

　ナイスって言うな。ウソってばれるし。

　内心ひやひやするのだが、女はややいぶかしげな顔で、

「今の事情を知らないって……どんな田舎に住んでいたんだ……？」

　とりあえず、大筋では信じてもらえたみたいだった。

　あるいは美祢たちの素す性じようになんて、興味がなかっただけかもしれないけれど。

「数年前──」

「ルカ！」

　女の言葉を遮さえぎって、響ひびいて来たのは男の声だった。

　少し離はなれたガレキの向こう、一人の男がこちらを見ていて。

「出たぞ！　セージの部隊が接せつ触しよくする！」

　ざわりっ、と、一同の間に走る動どう揺よう。

「わかった！　今行く！」

　ルカと呼ばれた女は答えてから、美祢たちに向かって、

「ついて来い。見せてやるよ。

　世の中がどうなっちまったのかを、な」

　言うと返事も待たずにきびすを返し、荒あれた大地をあぶなげない足取りで、男たちとともに歩きはじめる。

『……………………』

　美祢たちも顔を見合わせて。

　結局、女のあとについて行くことにした。




　ガレキの陰かげには、銃じゆうを手にした男たちがひっそりと身を伏ふせていて。

　後ろから撮とっているので、表情は見えないんだけれど、それでも男たちがひどく緊きん張ちようしているのはわかる。

　この部屋にいるみんなは今、その映像に注目していた。

　廃はい墟きよとしか見えない建物のガレキのすき間に入り込み、そこから地下を、右に左にえんえん進んで、たどり着いたのがこの場所だった。

　コンクリートの四角い部屋に、いくつもの机や箱や何やかんやが置いてあって、机の上にはいくつもの小型ＴＶ。

　前に美祢が映画で見た、軍隊っぽい組織の臨時司令室とかが、ちょうどこんな感じだった気がする。

　ＴＶにはそれぞれ別の映像が映っているんだけれど、みんなが集まって見ているのはそのうちの一つ。

　後ろの方にいる美祢からはちょっと見えにくいけれど、智紗はちゃっかり美祢の頭の上によじのぼって、見えやすい場所を確保していた。

　画面はしばらく動きがなかったけれど、そのうち。

『……来る……』

　小さな声は、画面の中の誰だれかがつぶやいたものだった。

　次に聞こえて来たのは小さな足音。だんだんだんだん近づいて。

　やがてほどなく、ガレキの向こうに姿を見せたのは──

　ちょっとぶかぶか気味のひらひらドレスを着た、五歳くらいの女の子。

　ひよこ色をした頭の上で、大きな青いリボンが揺ゆれている。

『ＧＯ！』

　誰かの合図に、隠かくれていた男たちは一いつ斉せいに立ち上がり、その銃口を女の子に向けた！

『ふえっ!?』

　とたん女の子は、びくん！　と立ちすくみ、ぷるぷる小さく震ふるえつつ、涙なみだ目めで男たちの方を見て、

『な……なんで、てっぽうなんて向けるの……？　こわいよぅ……

　い……いぢわるっ！

　お兄ちゃんたちなんてだいっきらいっ！』

　言ったその途と端たん。

『ぐはぁっ！』

　男たちが一人残らず喀かつ血けつした。

　倒たおれた男たちをしりめに、少女はスカートのすそをひるがえし、とてとて遠くへと駆かけてゆく。途と中ちゆうでつまずき、一回こけて。

　あとは──沈ちん黙もく。

　やがて。

　映像を見ていた男の一人が手を伸のばし、画面のスイッチを切ると、

「……セージのチーム……壊かい滅めつです……」

　血を吐はくような慚ざん愧きの呻うめき。

　ルカも拳こぶしで壁かべを叩たたいて、

「くっ……やはり無理かっ！」

『何が？』

　美祢と智紗とシュリンがハモる。

　ルカは疲つかれたまなざしを美祢たちに向け、

「……見た通りだ……」

『だから何が？』

　と、またまた三人。

「……そうだな……知らないなら信じられないのも無理はない……

　最初から順を追って説明しよう……」

　ルカは小さく息を吐くと、まなざしをどこか遠くに向けて、

「行き過ぎた妹文明は──」

「ちょっと待った」

　美祢は思わず説明開始十五字以内（ひらがな換かん算さん）で待ったをかけて。

　出だしで話の腰こしを折られて、ルカはちょっと不ふ機き嫌げんなまなざしを美祢に向けると、

「何？」

「いや。何、っていうか。

　その妹文明って何なんですか」
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　問いに、ルカのみならず、その場に居合わせた全員が眉まゆをひそめる。

　どうやらこの世界じゃあ、妹文明、って言葉は割と一いつ般ぱん的みたいだけれど。

　ルカは半ばあきれ顔で、

「そこからか？

　機械に依い存ぞんすれば機械文明。妹に依存すれば妹文明に決まっているだろ」

「そうですね。」

『納なつ得とくしたッ!?』

　智紗とシュリンが声をハモらせるけれど、もちろん美祢だって、納得したわけでもなんでもなくて。

　このぶんだと、納得できるまで説明してもらうのに、どれだけ時間がかかるかわからないから、適当に合わせただけだったりするのだけれど。

「納得したなら続けるぞ。

　行き過ぎた妹文明は、妹の急速な発達を促うながした。

　しかし高度に発達しすぎた妹は、いつしか自我を持ち、人類に牙きばを剝むいた」

「あの。いや。なんでもない。」

　智紗が何かを言いかけてあきらめて。

　気にする様子もなくルカは続ける。

「妹の支配する新世界の樹立。

　それを提唱した妹キング、リアのもと、世界各地の妹たちは結集し、人類に反旗をひるがえした。

　妹に依存しきっていた上、不意を突つかれた人類はひとたまりもなかった。

　こうして我々もレジスタンス活動をしてはいるが、劣れつ勢せいを強しいられているというのが正直な所だ」

「妹キング……」

　クイーンじゃないんだ、と美祢は心の中で思ったりもするのだけれど、ツッコむ所はそんな些さ細さいな部分じゃないような気がして、結局口には出さなくて。

「──そういうことだ。

　親類のことが心配なのはわかるが、ここは今戦場だ。

　戦う覚かく悟ごが無いなら帰った方がいい」

　言われて美祢と智紗とシュリンは互たがいに顔を見合わせて。

「──あ。ちょっと相談を」

　みんなから少し離はなれて顔を寄せ。

「……どうする……？」

　困った顔でまずつぶやいたのはシュリン。

「戦争中……っていうか……まあ物ぶつ騒そうな状態みたいではあるわけだけど……その……なんというか……」

「ナンセンスよね」

　ずばりと智紗。

「大体何？　妹文明って。ありえないって。それ」

「嫌きらいって言われて喀かつ血けつって。一体どんな物理現象なんだ、って考えると、確かにチサちゃんの言うとおり、ナンセンスとしか言いようがないよね」

　とシュリンも苦く笑しようする。

　制服を着た四本シッポのリスと変な棒を持った異世界人にナンセンスを語られるのも、美祢としては内心複雑なものもあるんだけれども。

「でもまあ、これがこの世界での『普ふ通つう』なんだろうし。

　それより、これからどうするか、だけど」

　美祢の問いかけに、シュリンも智紗も一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくして。

　この世界じゃあ、人と妹の戦争が起きていて、人類文明が危機に瀕ひんしていて。

　どう考えても、すごく危険な世界のはずなんだけれども。

　どう考えても、別に大だい丈じよう夫ぶっぽい気もするわけで。

「大丈夫なんじゃない？」

　やがて、口を開いた智紗の言葉をきっかけに。

「そうだね」

「行こ行こ。だいじょうぶだって」

　そんなノリで。

　三人は、人と妹とが血で血を洗う、戦いの荒こう野やに旅立つのだった！




　地上まで、女レジスタンスのルカに見送られて。あいさつをかわして背中を向けて。

「……待て」

　その背にルカの声がかかる。

　陽ひはもう西に沈しずみかけ、廃はい墟きよの瓦が礫れきと佇たたずむ美祢たちを濃こい陰いん影えいが彩いろどっていて。

　ふり向いた美祢たちに、ルカはその表情を影かげの中に沈ませたまま、

「行くつもりだな。知り合いを捜さがしに」

「いや。帰りますけど」

　あっさりと美祢は言う。

　あたりはガレキだらけ。ひしゃげた街灯に、明かりを期待するのはムダだろう。

　なら、陽が落ちればあたりはまっ暗。そんな中で、どこにいるのかもわからない樫村を捜すのは無理で。

　樫村のことはもちろん心配だけれども、今日は予定通り一いつ旦たん帰って、夕ごはんを食べてＴＶのバラエティ番組でも見て、あったかいお風ふ呂ろにじっくり入って湯上がりに冷えたジュースでも飲んで、ベッドでおふとんにくるまってぐっすり眠ねむって十分に英気を養って、明日明るくなってから出直して、探たん索さくをはじめた方がいいだろう。

　もちろん樫村が、この世界で人類の脅きよう威いとなっている妹と出会ってしまう危険もあるんだけれど……

　なんか、大丈夫そうな気がすごくする。

　だから、今日はこのまま帰るつもりなんだけれど。

「噓うそだな」

　美祢たちを見てルカは断言する。

「妹が反乱を起こしたと聞いてさえ、お前たちの目には、おびえの色がない」

　おびえろと言われても。

「話を理解していないのか、妹の恐おそろしさがわかっていないのか……

　いずれにしても、これだけは認にん識しきしろ。

　妹に出会ったら、即そく、逃にげろ。でなければ本当に死ぬぞ」

　そんなことないと美祢は思うんだけれど、話を合わせることにして、

「けど、見つけなくちゃあいけない人がいますから」

　言葉にルカは絶句した。

　ゆっくりと。影の中でうつむいて。

「……私は……これ以上誰だれかを妹の犠ぎ牲せいにしたくないんだ……」

「はあ」

　シュリンのあいまいなあいづちに、ルカはさらにしばらく黙だまってから、

「この騒さわぎを起こした張本人……妹キング……リアはっ……

　私のっ……！　私の妹なんだっ……！」

　血を吐はくようなその告白に。

　三人は、声を揃そろえて、

『ふーん。』

「リアクション薄うすッ！　いや、あの、私はてっきり、責められるか同情されるかと思っていたんだが、むしろ無関心っ!?」

「そりゃあ一いつ切さい興味ないし」

　反応の悪さになぜかあわてるルカに、美祢の肩かたに乗っかった智紗は淡たん々たんと言い放つ。

「……マスコットロボットにまで興味が無いと言われるとはな……」

　半ば呆ぼう然ぜんとルカは言う。どうやら智紗のことは、ロボットだと解かい釈しやくしていたみたいで。

　肩を落として小さく息をついてから、

「けど、おかげで少し気が楽になったような気がするよ。礼を言う。

　そうだ。そっちの人捜しに関係しているかどうかは知らないが。

　仲間の一人が今日の午後、見慣れない格好をした男が、このあたりをうろついているのを見た、と言っていた」

『──！』

　その言葉に、美祢たちは顔を見合わせて。

　時間からして、樫村に間ま違ちがいないだろう。

「その人、どこに行きました!?」

　いきおい込んで聞く美祢に、けれどもルカは左右に首を振ふって、

「悪いがそこまでは。目を離はなした間に姿が見えなくなったという話だったからな」

　なるほど。だからルカたちは、不ふ審しん人物が目もく撃げきされたこのあたりを警けい戒かいしていて、美祢たちとでくわしたのだろう。

「そうですか……

　あ、それじゃあ、こっちの事情にはくわしくない人が立ち寄りそうな所って、どこか近くにありますか？」

「事情を知らない者が立ち寄りそうな所？」

　ルカの声が硬かたくなる。

「心当たりは……なくもないが……」

　彼女はわずかに迷いを見せてから、

「……黙っていても同じこと……なら、話しておいた方がマシか」

　つぶやくと、指を伸のばして一方を指す。

　その先に何があるのか、ここからでは、廃はい墟きよとガレキに邪じや魔まをされて見えないけれど。

「ここを少し行くと開けた場所に出る。

　そこから見えるはずだ。

　まっすぐに延びた道の先に、壁かべに囲まれた要よう塞さいが。

　この近くでなら間違いなく、一番目立つ場所のはずだ。

　それこそが──

　妹たちの本ほん拠きよ、妹フォートレス」

　本ほん拠きよ地ちなんだったら要フオー塞トレスじゃなくて城じゃないかという説はもちろんあるんだけれど、ただ三人はまたも声を揃えて、

『ふーん。』

「いや！　盛り上がろうよもうちょっと！

　危機感足りないってあんたら！　本拠だよ本拠！　ここ、激戦地！　妹もいっぱいいるから、注意して進まないと本当にヤバいんだから！」

　ルカがまたもや何かを力いっぱい力説しているんだけれど。

　聞き流す美祢の気持ちはもはや、今晩のＴＶ番組のことに向けられていた。




　朝日の中にあるそれは、確かに要塞としか言いようがなくて。

　周囲を高い壁に囲まれ、随ずい所しよに監かん視しの塔とうが天に向かって突つき出している。荒こう廃はいした世界に佇たたずむ威い容ようは、まるで刺とげ々とげしい外見で全すべてを拒きよ否ひするかのようで。

「なんか本当に要塞みたい」

　ガレキに埋うもれた道の果てに、要塞を望んで、美祢の肩に乗った智紗はぽつりとつぶやいた。

　みたい、じゃなくて本当に要塞なんだけれど、その間違いに、美祢もシュリンも気づかない。

「ま、行こうか」

　シュリンの気楽な声を合図に、美祢たちは道を進みはじめた。

　アスファルトはところどころひび割れていて、上にガレキが散らばっていたりするところもあるけれど、歩きにくいというほどじゃあない。

　静かな世界に、美祢とシュリン、二人の足音だけが響ひびく。

　けれどいくらも行かないうちに。

　三つ目の、小さな足音が聞こえた。

　それは小走りに近づいて来て、行く手に転がるガレキの陰かげから、ちっちゃい女の子の姿となって現れた。

　──妹!?

　思った時にはもう遅おそい！　女の子は、とてとて小走りで美祢たちのすぐそばにまで走り寄り、大きな瞳ひとみで見上げながら、

「あのね、こっちに行ったらだめなの」

『うくっ……！』

　ゼロ距きよ離りに近い攻こう撃げきに、思わず呻うめく美祢とシュリン！

　自分たちには妹の力なんて効かないだろうとタカをくくっていたんだけれど、実際に体験してみると、美祢の心のどこか、根元的な部分が大きく揺ゆさぶられていた。

　上うわ目め遣づかいに自分を見上げるつぶらな瞳から目が離はなせなくて──

　それでもかろうじて気力をふり絞しぼり、

「……えっとね、お姉ちゃんの知り合いの男の子がこっちに行ったんじゃないかと思うんだけど、知らないかな？」

「……言わなぁい」

　頰ほおをふくらませてそっぽを向いたしぐさが答えになっていて。

「お姉ちゃんたち、どうしてもその男の子を捜さがさなくちゃあならなくって──」

　美祢の言葉を遮さえぎって、女の子はうるんだ瞳で声をふるわせて、

「でもぉぅ、だめなのぅ」

『ううっ……！』

　ふたたび呻く美祢とシュリン。もちろん喀かつ血けつしたりはしないけれど、なんだか、この子の言うことを聞いてあげなくちゃあいけないような気になってきて。

　──しょうがないなぁ──

　そんな言葉が、自然と美祢ののどもとにまでせり上がって来る。

　口にすれば樫村を見捨ててしまうことになるとわかってはいるんだけれども。

　ふるえる瞳でぢっと見つめられると。

　我知らず。

「……し……」

　美祢の口が音を紡つむごうとした、まさにその瞬しゆん間かん。

「うざっ。」

　ミもフタもないセリフをきっぱり言い放ったのは、美祢の肩かた口ぐちにすっくと立って、妹を睥へい睨げいする智紗だった！




「はぅわわ！　ゼロエリア一時方向に配備した戦略攪かく乱らん型妹まりちゃんＰ一○七、泣き出しました！」

「なに？」

　読書好きメガネっ娘こ妹オペレーターの報告に、軍服に身を固めたツインテールツリ目妹司令官は驚きよう愕がくの声を上げた。

　人類に反逆の狼煙のろしを上げた妹たちの牙が城じよう、妹フォートレスの中心部に威容を誇ほこりそびえ立つ、中央司し令れい塔とう。

　頂近くにあるこの広大な司令室は、無数のデスクと無数の端たん末まつと無数の妹で埋うめられていて、壁かべには数面の大型ディスプレイ。

　これまでは、淡たん々たんとした定時連れん絡らくのやりとりが続いているだけだったのだが。

　妹の一人が泣いた。しかも、ここからさほど離れていない場所で。

　それは無視できない情報だった。

「何があった!?　おなかがすいたのか!?」

　問いながらも、妹司令官は不ふ吉きつなものを感じていた。

　各地に配備した妹たちが、転んだり淋さびしくなったりおなかがすいたり怖こわい話を思い出したりして泣き出すのは、決して珍めずらしいことではない。

　けれどそれは、オペレーターたちにもわかっているはず。普ふ通つうはいちいち報告しない。

　ならば──？

「えっと、それが」

　オペレーターは、次々と画面に現れるデータをメガネに映しながら、

「どうやら、誰かにいぢわるな事を言われたみたいです！」

「だれかって、だれだ！」

「それはわかりませんけど……ふわぅっ!?」

　新たに送られてきたデータを目にして、オペレーターのメガネがちょっとずり落ちかける！

「こんどは何だ！」

「同じ地点で、つづいて戦略物資懇こん願がん接収型妹みかちゃんＬ二○二、やっぱり泣き出しました！

　間ま違ちがいありません！　何かが、あたりに配備した妹たちを泣かせながら、こちらに近づいて来ています！」

　悲鳴に近いその声に、司令室に動どう揺ようが走る。中にはおびえてべそをかきはじめる妹も。

「ばかな！　おろかな人間どもの中に、われわれ妹にいぢわるなことを言える者などいるはずはない！」

　背すじに走るおぞけを払はらい、妹司令官は虚きよ勢せいの声をはり上げる。

　──と。

「どーしたー！」

　響ひびいた舌っ足らずな声に、司令室を支配していた動揺が瞬時に消え去った。
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「──これは──」

　跳はねるように司令官がふり返ったその先には、たった今、ドアをくぐって入って来た妹一人！

　堅けん牢ろう強固な鎧よろいはぶかぶかで、顔なんて口もとまでが隠かくれている。

　緋ひ色いろのマントは引きずっていて、もちろんちゃんとマスコットペットも連れていた。

　この威い厳げん。この覇は気き。

　他ほかの妹にはとうてい醸かもし出すことすら不可能な、いわば妹いもうと力ぢからとでもいうべき空気を纏まとうその妹こそ──

「妹キング様！」

　司令官が不動の敬礼を送る。

　そう。彼女こそ妹の中の妹。この世界における人類の天敵。

　妹キング──リア。

　たぶん五歳くらい。

「はいこれあげるー！」

　妹キングは司令官に、手の中でぎゅーって握にぎっていたミルクキャラメルを一つ分け与あたえる。

　無論のこと、普通の妹なら自分で全部食べるところである。それを他の子に分けてあげるとは、なんたる器うつわの大きさか。それこそが王の王たる所以ゆえん。

「で、どーしたー！」

　再度の問いに司令官は、

「何者かが、あたりの妹たちにいぢわるなことを言って泣かしながら、こっちにちかづいて来てるみたいです！」

「そーかー！」

　司令室に。

　十秒くらい沈ちん黙もくが落ちて。

　やがて妹キングは、

「で、どーするー！」

　指示とかはしないらしい。

「ええっと」

　司令官はミルクキャラメルを口の中にほうり込んでから、オペレーターたちの方をふり向いて、

「ちかくの妹たちをそっちに行かせろ！

　ぜんぶじゃないぞ！　だいたい半分くらいだぞ！」

　命令に、オペレーターたちの動きがあわただしさを増す。

　そんな光景を無言で睥へい睨げいしつつ。

　妹キング、リアは、特に何も考えていなかった。




　戦いは、ある意味壮そう絶ぜつだった。

　きもいくさいへぼいうざい。小学校低学年レベルの悪口が智紗の口から解き放たれるそのたびに、美祢たちを迎むかえ撃うつべくやって来た妹たちは、一人、また一人と泣く、泣く、泣きじゃくる。

「……あの……智紗……」

　妹フォートレスへと続く道を、一歩一歩着実に進みながら、美祢は自分の肩かたに乗った、身長十五センチのリスに呼びかける。

「何？　お姉ねえ」

「……なんか……この状じよう況きよう、すっごい罪悪感あるんだけど……」

　もし今後ろをふり向けば、死し屍し累るい々るいというか妹累々というか、美祢たちが歩いてきた道なりに、数メートルおきにちっちゃい女の子がしゃがみ込んで泣いている、という異様な光景が目に入るだろう。

　もちろん、ふり向く勇気はないんだけれど。

　シュリンも心底気まずそうに、

「なんか……今のボクたちのポジションって完全にイヤな人だよね」

「気にすることないって」

　けれども智紗はさらりと言う。

「あの子たちの目からは、あたしは、ちっちゃくってかわいいリスさんみたいに見えるだろうし。

　そのリスさんに突とつ然ぜん悪口を言われてびっくりしてるだけだから」

　それは、かえって何かのトラウマになるんじゃないだろうか、と美祢は思ったりもするんだけれど。

　樫村を捜さがさなくちゃあいけないし、できたらこの世界も治した方がいい。

　そうは思ってもやっぱり、ちっちゃい子を泣かせるというのはひたすら気まずくて。

「……あ」

　シュリンが呻うめいたのはそんな時だった。

　まなざしを向ける美祢と智紗に、彼は視線を妹フォートレスに向けて、

「いや。この世界を治すための相手なんだけどね……」

　右手に持ったレンチが揺ゆれる。

　世界を治すには、シュリンが見つけた誰だれかとレンチとを三回、直接触ふれさせなくてはいけないんだけれど。

「どうやら、あそこにいるらしいよ」

　しぐさで彼が指したのは、妹フォートレスの中央にそびえるひときわ高い塔とうだった。




　警報が、鋼はがねの城じよう塞さいに鳴り響ひびく。

　一体誰が想像しただろう。人類に戦いを挑いどみ連戦連勝、破竹の快かい進しん撃げきを続けた妹たちの本ほん拠きよ、この妹フォートレスが危機を迎えるなどと。

「しんにゅう者です！」

　司令室にひしめく妹オペレーターたちのうちの一人、三つ編みで得意科目は理科だけれど実はスポーツも得意な妹オペレーターの声が司令室に響き渡わたった。

「だれかが門から入って、妹たちを次々泣かせながら、こっちに近づいています！」

「そんな！　どうやって、門の所のせきりていをやぶった!?」

　驚きよう愕がくの声を上げる司令官。たぶん、セキュリティ、と言いたかったんだろうけれど。

「わかりません！」

　オペレーターの叫さけび声。

「どうやら、あいてはすごいやつのようだな」

　後ろでうなずく妹キングの声からは、威い厳げんと余よ裕ゆうは消えていない。ひょっとしたら、状況がわかっていないだけかもしれないんだけれど。

　その時。

　ピンポーン、と鳴ったのはチャイムの音。

「はい」

　司令官の近くに座っていた一人のオペレーターが回線を自分のデスクに回して音声を出すと、

『ただいまー。玄げん関かん開けてー』

　スピーカーを通して、微び妙みように声こわ色いろっぽい女の子の声。

　しかし、委員長タイプだけどちょっとドジなところもあるオペレーターはその不自然さに気づかない。

　通信場所は司し令れい塔とう入り口。常にロックがかかっており、掌しよう紋もんと声紋と暗証番号とカードキーがなければ入れないのだが。

「あれ？　カギは？」

『落としたー』

　よくあることである。妹だし。

「もう。しょうがないなぁ」

　苦く笑しようしてつぶやくと、オペレーターは入り口のロックを解除した。

『開いたー。ありがとうー』

「今度からはカギを落とさないよう、気をつけてね」

『はーい』

　返事を聞いてオペレーターは回線を閉とざすと、それまでやっていたデータのチェック作業に戻もどった。

　と、ほどなく。

　無数に流れては消えゆく情報の中に、あからさまに不自然なものを見つけ出す。

　これが意味することは、たった一つ。

「大変です！」

　司令官をふり向いて声を上げる。

「こんどは何だ!?」

「誰かがこの塔に入って来ました！　妹反応検知できず！　敵です！」

「ばかな！　どうやって入ってきた！」

「わかりません！」

　わからないらしい。

「そいつらはどこにいる！」

　オペレーターはデータに視線を走らせて、叫ぶ。

「この司令室に向かって──！」

　ドアが開く。

　妹キングのその背後で。

　しん、と。

　凪ないだ湖面のような静けさが、一いつ瞬しゆん司令室を満たし。

　その沈ちん黙もくを破ったのは、二人の侵しん入にゆう者のうち片方、肩かたにかわいいリスさんを乗せた女だった。

「……何やってるの樫村……？」

　侵入者──美祢は、妹キング、リアのそばに控ひかえたマスコットペットを見て言った。




　智紗の声色と舌先三寸で城門と正門を突とつ破ぱして、シュリンの指示する、目標の人のいる方に向かいながら。

　この世界の人たちって……なんでこれまで負けてたんだろ……

　美祢はそんな疑問を感じないではいられなかったんだけれども。

　エレベーターで上まで昇のぼって目の前にあるドアを開けて。

　そこはやたらと広い部屋。

　机がいっぱいあって、その数だけパソコンと女の子がいて。

　もちろんここにいるということは、みんな妹なんだろうけれど。

　そんな中。

　開いたドアのすぐ向こう、ぶかぶかの鎧よろいのようなものを着た女の子のすぐ近くに、ぼーっと突つっ立つ男が一人いた。

　美祢は、かくん、と口を開き、

「……何やってるの樫村……？」

　制服姿のクラスメートに思わず声をかけていて。

　クラスメートの男子の中では、背は高くもなく低くもなく。髪かみ型がたなんだか寝ねグセなんだかちょっと判断に困る髪。いたずらっ子のようにムダにきらきらした目。何よりも、消えた時の制服姿そのまんま。

　見み間ま違ちがえるはずもない。美祢のクラスメート、樫村コウ。

「え？　曾根崎？　なんでこんな所に？」

　樫村は美祢を目にして驚おどろきの声を上げるけれども、

「それはこっちのセリフ！　授業の途と中ちゆうに姿を消したっていうんで、わざわざ捜さがしに来たんだから！

　みんな心配してるっていうのに、こんな所で何してるの!?」

　言いつのる美祢の剣けん幕まくに押されながら、樫村は困った顔で、

「い、いや、なんか、わけのわからない所に来たんで、うろうろしてたら……」

「ひろったー！」

　突とつ然ぜん声を上げたのは、樫村のそばにいたぶかぶか鎧の女の子。

　美祢はそちらに目をやって、

「……えっと……誰だれ……かな？」

「いもうときんぐー！」

　妹キング？

　美祢の眉み間けんにシワが寄る。ということは、この見た目五歳児こそが、話に聞いた──

「……リア、ちゃん？」

「そのとーり！」

「──おまえ！　妹キングさまの名前をなれなれしくよぶな！」

　なんかリアの後ろの方で、軍人さんのコスプレをした気の強そうなツインテールの女の子が声を上げるけれど、まあそっちはそっとしておいて。

「拾った、って……」

「ああ。この子が三輪車に乗って迷子になってたんで、持ってたチョコあげて、ここまで案内してやったんだけどさ。なんか、なつかれちまって、放してくんないんだ」

　樫村がだらしのない笑え顔がおでフォローの説明をしたとたん。

「まいごちがうー！　ささつー！　リアのほうがひろったー！」

　リアが顔を真っ赤にしながら抗こう議ぎの声を上げて。

「あ。ごめんごめん。そうだったね」

　樫村はあわててしゃがみ込み、リアの頭を優やさしく撫なでる。

　それを目まの当たりにして、美祢の胸中には複雑な思いが生まれ出た。

　世界は今、妹の脅きよう威いに晒さらされているのだけれど。

　この光景は、どう見たって樫村の方がナニカの犯罪者だし。

　一瞬、このまますべてをほったらかして家に帰っていいんじゃないか、なんて思いにも捕とらわれたりもしたけれど、なんとかそれをうち払はらい、

「とにかく樫村、帰るよ。

　リアちゃん、おにいちゃん、家族の人が心配してるから連れて帰るね」

　言う美祢に、しかしリアは、足を大きくひろげて立ちはだかると、

「こいつはわたさんー！

　どーしてもとゆーなら、ポテチ三ふくろとなら、かえてやってもいいー！」

「ちょ、おま、」

　樫村が抗議の声を漏もらすけれど、もちろん全員に無視されて。

　妹キングの法外な要求に、美祢は内心ほぞを嚙かんだ。あいにく今はガムしか持っていない。

　だが、交こう渉しようの余地はあると見た！

「ガムじゃダメ？」

　問いかけに、妹キングの瞳ひとみが揺ゆれる。

「なにあじだー！」
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「ミント」

　美祢が答えたそのとたん。

　妹キングの表情から、一いつ切さいの興味の色が消え去った。

「ざんねんだなー！　ぶるーべりーならよかったのにー！」

　どうやら、スースーするのは苦手らしい。

　交渉が決けつ裂れつしたとなると、次はどういう手を取るか──美祢が真しん剣けんに悩なやんでいると。

「もういいじゃんお姉ねえ」

　肩かたの智紗が、うんざりとした声を漏らす。

　妹たちが、リスさんがしゃべった！　と騒さわぎはじめるけれど、智紗は無視して、

「クラスメートを連れて帰る。シュリンさんが見つけた子にレンチを三回触ふれさせる。

　それでおしまいなんだから。

　で、シュリンさん、その相手って誰」

「あ、うん……リアちゃん」

　シュリンの答えは、なんとなく美祢が想像していた通りで。

　とはいっても。

　智紗の言うことが間ま違ちがっているわけじゃあないんだけれども、美祢としては、ちっちゃい子、を棒で殴なぐって万事解決というのは人間としてどうなのかとも思うわけで。

　どうやらシュリンも同じらしくて、お互たがいに困った顔を見合わせる。

　そんな二人に、智紗はため息混じりに、

「何にしてもやらなくちゃならないでしょ。

　でないと世界がなおらないんだし」

「まさかおまえたちー！」

　その言葉に反応したのは妹キング、リア。

　もともとおっきな目をさらにおっきく見開いて、

「せかいをもとみたいにもどそうとしているのかー！」

　……………………………………

『えっ!?』

　美祢たちは、同時に驚おどろきの声を上げた。

　いろんな世界がまぜこぜになって──なんて説明は一切していない。五歳児相手に説明してもムダっぽい気がすごくしたし。

　なのに。

　今、リアは、まるで事情を知っているかのような口ぶりだった。

　思わず目をやる美祢たちに、妹キングは凜りんたるまなざしを向け、

「せっかくいもうとのためのせかいをつくろうとしているのにー！

　もとどおりにしようというのは、ぜったいだめだー！」

　どうやら、この世界の話だったようである。

　妹キングのその言葉に、

「──そ、そうです！」

　声を上げて、がたりっ、と立ち上がったのは、机に座っていたメガネの女の子。

「ふぁ、あたしたち妹が、今までどんな目にあってきたのか考えたら、じゃまはさせません！」

「わ、わたしなんか！」

　別の女の子が立ち上がり、声を上げる。

「リモコンが見つからないからって、テレビのチャンネルを変えてくるように言われたんですよ！」

　それを機に、妹たちは次々に立ち上がると、

「私はおねだりをしてもプリンをわけてもらえませんでした！」

「おねえちゃんのおこづかいを、あとで返そうと思ってこっそり借りたら、すごい怒おこられました！」

「たんじょうびのケーキがちょっとちっさかったです！」

　口々に、遭あって来た不ふ遇ぐうを述べ立てる。

　ひとしきり皆みなが言ったそのあとで。

「……おまえたちなんてまだいい……」

　地じ獄ごくの底から響ひびくように呻うめいたのは、軍服姿の子だった。

　暗いまなざしをどこかに向けて、

「わたしなんてな……

　兄さんに……『兄さん』じゃなく『ほ兄ちゃん』って呼べって言われたんだぞ……」

　それを耳にして、美祢の肩にいた智紗がぽつりと小さく、

「……なんてひどいことを……」

　ひどいことなんだ。それ。

　口には出さずに思う美祢。

　姉、という立場の自分としては、いろいろと言いたいこともあるんだけれども。

　きょうだいなんていうものは、男女上下の区別なく、大事に思うこともあれば、うざったく感じることもあるんだろうし。何のかんの言っても家族というのはそういうもんだろう。

「だからー！」

　妹キング、リアが言う。

「わるいおにーちゃんとおねーちゃんをぜんぶやっつけてー！

　いもうとだけのせかいをつくるー！」

　宣言に、歓かん喜きにどよめく妹たち！　誰だれからともなく、ハイル妹のコールが起こる！

　合唱は、司令室の空気を強く震ふるわせて。

　しかしその時。

「……けど上がいなくなったら、もう妹じゃねーじゃん」

　それまで存在感ゼロだった樫村のつぶやきに、妹コールがぴたりと消えた。

　かわって司令室を支配したのは、深海の底にすら似た深い沈ちん黙もく。

　ゆらり、と。

　リアの体が揺ゆれた。

「そういえばそうだー！」

　絶ぜつ叫きようとともに、妹キング、リアはその場にひざをつく。

　今。

　妹キングの心は折れた。

　いや、リアのみならず、この場にいる妹たちすべての心と野望とが。

　皆は気づいてしまったのだから。

　妹以外の全すべて──兄や姉を滅ほろぼすという野望を実行したならば、自分は妹ではなくなるのだという、その冷れい徹てつな現実に。

「え。気づいてなかったんだ。そこ。」

　呆ぼう然ぜんたる美祢のつぶやきが、事件の終しゆう焉えんを告げたのだった。




　リアは後ろ手でもじもじしながら、一いつ瞬しゆんちらりと上うわ目め遣づかいに顔を上げ、目の前に立つ自分の姉──女レジスタンス、ルカの顔を見るんだけれど、すぐにまた顔を伏ふせて。

　そんなことを一体何回くり返しているんだか。

　妹フォートレスにおける激しい戦いが終わったあと──もちろんこの場合、『激しい戦い』というのは、野望がくじけて泣き出した妹たちをなだめるのがすごい大変だった、という意味なんだけれど。

　美祢たちは、リアとレンチを三回触ふれさせて。

　はっきりと目に見える違ちがいは特に起こらなかったけれど、これでいろんな世界の何かが、また少し治ったはずで。

　そのあとリアに頼たのまれて、お姉ちゃんのルカにあやまりに行くのにつき合うことになったのだった。

　レジスタンスの本ほん拠きよの近く、ガレキとなった街の中。

　姉と妹は再会を果たした。

　リアはまた、ちらりと目を上げ、目を伏せて。

　美祢の肩かたでは、智紗がじれったそうに、足をてしてし動かしていて。このままじゃあ、しびれを切らして何かを叫さけび出すんじゃないかとちょっと心配なんだけれど。

「──リア」

　ルカが妹の名前を呼ぶと、妹キング──いや、リアは、おびえたみたいに、びくん、とふるえて──

　けど、すぐに気づく。

　自分の名を呼んだその声が、ひどく優やさしいものだったと。

　おそるおそる顔を上げて。

　そんなリアの視線を受け止めたのは、ルカのやわらかな笑え顔がお。

　とたんリアの瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんではこぼれ落ち。

「お[image: ね゛]ーぢゃん！　ごべんなざい！」

　涙声で謝りながら、ルカの腕うでの中へと飛び込んで。

　ルカはそんな妹を優しく抱だきしめ、片手で頭を撫なでながら。

「いいのよリア。ちゃんと、ごめんなさい、って言えたんだから」

　──それでいいんだ。

　ガレキの街を眺ながめつつ、美祢は心の中でちょっと釈しやく然ぜんとしないものを感じたりもしたんだけれど。

　まあ仕方ないか。

　ルカにとって、リアは妹なんだし。




　窓からは、昼の陽ひざしがさし込んで来る。

　美祢と智紗たちの家にある居間。背の低いテーブルの上にはスケッチブックがひろげられていて、その一ページにあるドアは、今はぴったり閉じられていて。

　そこには美祢たちいつものメンバーにくわえてもう一人、樫村の姿。

　あちらの世界のことが一段落して、帰ってきたわけなんだけれど。

　巻き込んだ樫村には、一体何をどこからどう説明すればいいものやら。席をすすめるのもつい忘れて、みんなであたりに立ったまま、美祢がしばらく悩なやんでいると。

「……あ……あのさ、曾根崎」

　先に口を開いたのは樫村の方だった。

　落ち着かない声で、美祢からはわずかに視線をそらしながら、

「その……ひょっとしたら、今回のことでお前がなんか誤解してると困るから、念のために言うだけなんだけどな……」

　ちらり、と美祢を見てまた目をそらして、

「オレ、妹萌もえだけど、別にロリコンとかじゃあないからな！」

「……どうでもいいから。そこは……」

　美祢の肩から力が抜ぬける。

「よくねえよ！　そこ大事だって！」

「というか、妹萌えはガチなんだ」

　指し摘てきに樫村は顔を赤くして、

「べ、別にいいじゃねえか！

　けどカン違いすんなよな！　恋れん愛あいと妹萌えも別だからな！　『妹萌えは別腹』って、織田信長の言葉にもあるんだし！」

「あるかぁぁぁっ！」

　美祢がツッコミを入れたその瞬間。

「ちょ、ちょっとお姉ねえ！」

　肩に乗った智紗が、あわてた声でささやきかける。

「信長のあの有名な格言知らないの!?　それちょっと恥はずかしいよ！」

　言ったらしい。

　何やってるんだか信長。

　もちろんこれだって、世界がおかしくなっちゃっているせいなんだろうけれど。

　とにかくなんだか力が抜けて、なんかいろいろ考えるのがばからしくなって。

「あんたの好みはまあいいけど……

　それより樫村、お願いがあるんだけど」

　ストレートに話す決心をして、美祢がまっすぐに樫村の顔を見つめると、彼はやっぱり視線をそらし、

「なんだよ……改まって」

「うちが変なドアだらけで、その先が別の所につながってるって話……できれば黙だまっててほしいんだけど」

『は？』

　間の抜けた声をハモらせたのは、樫村と、なぜか肩に乗った智紗。

　樫村はとまどいの表情で、

「いや……黙ってろって言うなら誰だれにも言わないけどさ……

　曾根崎ン家ちにいっぱいドアがあっていろんな世界とつながってるっての、小学校の時にみんな習うじゃん」

　……………………

「は？」

　と、今度は美祢。

　その耳もとでは智紗が心配そうに、

「どうしたのお姉ねえ。今日はなんか変だよ」

　習うらしい。

「……それって……社会の授業とかで？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやけば、樫村はそっぽを向いて沈ちん黙もくし、かわりに智紗がひそひそと、

「何言ってんの。保健体育に決まってんじゃん。男子女子別々の部屋に集められて」

「えぇぇぇぇぇぇえっ!?　繊せん細さいな年とし頃ごろの子供には気き恥はずかしい話題っ!?」

　もちろん、もとの世界の記き憶おくを持った──言い換かえるなら、普ふ通つうの世界のことしか憶おぼえていない美祢に、そんな記憶なんてないんだけれど。

　どーゆー教えられ方をしているのか、知りたいよーな知りたくないよーな。

　樫村も視線を外したままで、

「……親父おやじの話だと、あれを教科書に載のせる時っていろいろもめたらしいぞ。隣となりの国が抗こう議ぎしてきたりとか」

「国際問題っ!?

　いや、けど、でも、そうすると、異世界の技術を求めてどこかの国がうちにエージェントを送り込んでくるとか、そういうのってありそうな気がするんだけど」

　混乱する美祢の問いに、けれども彼は苦笑いを浮うかべて、

「曾根崎、それマンガの読み過ぎだって」

「そっかー。マンガ読み過ぎかー。むしろわたしが」

　もうこうなると、ひきつった笑え顔がおを浮かべるしかなくて。

　美祢は以前、智紗が触しよく手しゆになっちゃったことがあって。それ以来、少々おかしなことになってもなんともないと思っていたんだけれど。

　どうやら、この変になっちゃった世界をまだ甘く見ていたみたいで。

「……あー……じゃあ……まあ……どうでもいいです」

　つぶやいて、なんだかどっと疲つかれ果て、視線をそらした窓の先。

　隣の家の庭先に、とまった一機のロボがいた。

　世界がすこし治ったおかげなのだろう。

　ＴＶで見た時は全高二十メートルほどもあったそれは、今は、全高三十センチくらいになっていた。




　もう、春が近い。
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「けど、なんでちっちゃい女の子ばかりだったんだろ」

　樫村を家に帰したそのあとで。

　美祢がぽつりとこぼした言葉に、智紗とシュリンは目を丸くして。

「変だと思わなかった？

　あの、妹文明が発達した世界、大人の妹が一人もいなかった、ってこと。

　大きくなっても上がいれば妹は妹。なら大人の妹がいてもいいはずなのに、子供しかいなかったよね」

　したり顔で語るのに、智紗とシュリンは顔を見合わせ、

「お姉ねえこそ気づいてなかったの？」

　と、智紗。

「え？　何が？」

「あー。だから、ね」

　問えばシュリンが、複雑な顔で、智紗の方に目をやって、

「いろんな世界がおかしくなったせいで、この世界じゃあチサちゃんみたく、全部の妹がリスみたいな姿になってるわけで」

「うん」

「リスって言うな」

　シュリンは説明しづらそうに、

「だから……あの世界じゃあ、全部の妹がちっちゃい女の子になってたわけ」

　……………………………………

　美祢はしばし、その言葉の意味を頭の中で反はん芻すうし──

「……ええっと……じゃああの媚こび媚びのみなさんが、実際はいい歳としこいた百ひやく戦せん錬れん磨まのおばちゃんだったり、お歳を召めした古ふる狐ぎつねだったりする、と……？」

「全員、ってわけじゃあないだろうけどね。

　リアちゃんはルカちゃんより年下ってことで確実なわけだし」

「……えー……」

　美祢は別に、小さな女の子大好き、というわけでもないんだけれど。

　なんというか。それは、すごくいやだった。

「知らない方がいい事ってあるよねー」

　テーブルの上では智紗が、達観した顔で緑茶を飲んでいた。

























　桜の花の咲さく季節。

　それは、出会いと別れの時。

『みなさんに大切なおしらせがあります』

　週明けの全校朝礼では、校庭に並んだ生徒たちを前に、教頭先生が開口一番、マイクに向かってそう言った。

『今年は校長先生の都合で、卒業、進級、入学は、中止になりました』

「ええっ!?」

　驚おどろきの声を上げたのは、並んだ中のたった一人。

　みんなの視線がその一人に集まって。

『どうしました？』

　教頭先生に問いかけられて、声を上げたその生徒──曾根崎美祢は、やっと事情を理解する。

　校長先生の都合で、卒業とかは一いつ切さいなくなる。これも普ふ通つうのことなんだ、と。

「あ。いえ。その、今、目の前をハチが飛んでて。それで思わず」

「……ハチ!?」「噓うそ!?」「こんな所に!?」

　あわててとっさに噓をつけば、ハチ、という言葉にまわりの生徒がさわぎ出して。

　どうやら、いろんな普通がおかしくなっちゃったこの世界でも、ハチが危ない虫だというのは変わりはないみたいで、美祢はちょっと安心する。

「ウソだろハチって！　防衛ラインが突とつ破ぱされたなんてニュースは聞いてねえぞ！」

「もし本当なら政府は何をやってるんだ!?」

　……訂てい正せい。美祢が思っているよりも、危ない生き物らしい。

「あ。ええっと……何かいたのは確かだけど、ひょっとしたら見み間ま違ちがいかも……」

　あわてて訂正すれば、安あん堵どの吐と息いきがまわりから漏もれて。

「……だ……だよなぁ……」「おどかすなよったく……」「心臓に悪ィってマジ」

『あー。静かに』

　教頭先生の声にみんなが口をつぐんで。

『勘かん違ちがいなら仕方ありません。ハチに神経質になるのは無理もありませんから。

　さて、話の続きですが──』

　話の続きを聞きながら。

　──けど進級とかが無くなると、歳としと学年が合わなくなるし、留年したみたいでちょっと嫌いやかも──

　美祢はずっと、そんなことを考えていた。




　美祢の家にはドアがある。いやになるほどドアがある。

　ちょっと前。

　美祢が朝、目を覚ましたら、家の中が、床ゆか、壁かべ、天てん井じよう、棚たなの中、くまなくびっしりドアだらけになっていて。

　前の日までは、妹の智紗といっしょに暮らすその家は、ちょっと古びていたけれど、いたって普通だったはずなのに。

　家だけじゃあなく世の中もあれこれ変になっていて、妹の智紗がリスだったり、スーパーで買った豚ぶたバラ肉に脚あしがいっぱい生えていたり、新築のビルを爪つめでこするとバナナのにおいがしたり。

　ところが智紗をはじめとするみんなは、それが普通だと思っていて。美祢だけがただ一人、もとの世界がどんなだったかをおぼえていて。

　混乱しているところにシュリンと名乗る人がやって来て、いろんな世界がまぜこぜになって、そのせいで世の中が変になっている、と説明されて。

　そんなこんなで美祢と智紗はシュリンといっしょに、本来あるはずのないドアの向こうにつながる、おかしくなっちゃったいろんな世界を治して回ることになって。

　今、この世の中の普通というものが、いろいろとおかしくなっていることはわかっているんだけれど、具体的に何がどう変になっているのかまではわからなくて。

　だからうっかり、今日みたいなことをやってしまうこともある。

「今日はどうしようかと思ったよ。お姉ねえ、急にあんなこと言い出すんだもん」

　学校からの帰り道。美祢の肩かたにちょこんと乗った、四本シッポで体長十五センチのリス──妹の智紗は小さな声でそう言った。

　もちろん今日の朝礼でのことなんだろうけれど。

「だって。

　校長先生の都合で進学も卒業もなしってありえないでしょ？　一体どんな都合でそうなるんだか、わけわかんないし、年ねん齢れいと学年合わなくなっちゃうし」

　ぐちる美祢の頭を、智紗は手で、なだめるようにぽんぽんっ、と軽く叩たたきつつ、

「でもほら。のび太やカツオだって毎年、校長先生の都合で進級しないじゃん？　あれと同じだよ」

「えっ!?　あれ校長先生の都合っ!?

　いや、ないから！　そんなエピソード一切ないから！」

　目をやり、ぱたぱた手を振ふれば、智紗はきょとんとしたまなざしで、

「ってことはひょっとして、お姉ねえの知ってる普ふ通つうの中じゃあ、のび太やカツオって成長して大人になってんの!?」

「……いや……成長してないけど……」

「はぁ？　理由もなく成長しないなんて、そっちの方がよっぽど不自然じゃん。校長先生の都合、って方がよっぽど説得力あるよ」

「……あるかなぁ……？」

　美祢は小さく首をかしげる。

「まあお姉ねえの知ってる普通と今の普通が違うのはわかってるつもりだし、びっくりすることだってあるとは思うけど──」

　と、智紗は口調をあらためて、声を低めると、

「けどいきなり、ハチ、なんて言い出すのはいくらなんでもマズいって」

「それ、わたしも聞きたかったんだけど。

　ハチってどーゆーものなの？

　わたしの知っている普通のハチって、あそこまで大さわぎするほどのもんじゃあなかったけど」

　問えば智紗は、驚おどろきに目を見開いて、

「それじゃあひょっとして、お姉ねえのおぼえてる『普通』のハチって、安全な生き物だったりするわけ？」

　語りつつ帰路につく二人のそばを、コンテナに無数の目がびっしりついたトラックが、自分の巻き上げた砂すな埃ぼこりに目をぱちぱちさせながら通り過ぎて行く。

「安全でもないけど。人とか刺さすし」

「ビームは？」

「ビームっ!?　いや。出さないから。ビームは出さないから。」

　答えに智紗は思案顔で。

「ふぅん。ずいぶんヌルいんだ。

　世界がおかしくなったせいだろうけど、普通のハチは、ビーム撃うつよ。

　それどころか！　あの連中ローヤルゼリーまで出すんだよ！」

「脅きよう威いなんだ。ローヤルゼリー。」

　お肌はだのツヤとか良くなりそうだけれど。

「とにかく発言には気をつけて、ってこと。

　冗じよう談だんでもウソでも、ハチが出た、なんて言わないでよね」

「そりゃあわたしだって気をつけたいけど、どこに何をどう気をつけたら──」

　ヴォォォォォォォォォォォ……

　その瞬しゆん間かん。

　言葉を遮さえぎって、響ひびき渡わたったのは耳みみ障ざわりな音。

　思わず足を止める美祢。

　道の片側はひらけていて、そこから街が一望できる。

　地面にひろがる街からは、大小の建物やアドバルーンや用よう途とのわからないヒモみたいなのが空へ空へと伸のびていて。

　美祢にとっては最近見慣れた、普通じゃあないことが普通の風景。

　そのすべてを覆おおい尽つくすように響く音が、ただならぬことが起こったのを知らせるサイレンだということはわかる。

　気がつけば。

　肩に乗った智紗が、美祢の髪かみの毛にしがみついてちいさくカタカタふるえていて。

「これ、何なのチサ？」

「……ハチ……」

　大音量で鳴り響くサイレンの中。

「ハチが出た……」

　つぶやいた智紗の小さな声は、なぜかはっきりと耳に届いた。




　家の中へと駆かけ込むと、まっ先にＴＶのある部屋へ。

　まず大事なのは現状把は握あく。わけもわからず逃にげたりすれば、気がつくと危ない方に向かって走っていた、なんてことにもなりかねない。

　部屋の明かりより先にＴＶをつければ、画面の表面がぶよぶよ変形し、部屋の四方から当たったライトがそこに光と彩いろをつけ、何かの姿を浮うき上がらせた。

　やがて映し出されたのは──

　緑あざやかな芝しばの上、パットを決めるゴルファーの姿！　渦うず巻まき起こるギャラリーたちの拍はく手しゆ！

「……平和だし」

　美祢がぽつりとつぶやけば、肩かたの智紗は、はっ、と何かに気がついて、

「違ちがうお姉ねえ！　このチャンネル、非常事態でも番組表通りの放送やってるから！」

「あの局かぁっ!?　そのへんはいっしょなんだっ！」

　言ううちにも美祢の手はリモコンを使ってチャンネルを変えて。

　映し出されたのは報道局のスタジオ。後ろで電話が鳴り響く中、顔色を失なくしたキャスターが、

『……方面に向かって進んでいます。それでは再び現場の映像です』

　言うと画面が切り替かわり、映し出されたのは戦車の列。

　轟ごう音おんとともに戦車群の砲ほう塔とうから吐はき出された薄うすオレンジ色の火線は、ゆるい放物線を描えがきつつ、彼方かなたの一点へと収束する。

　砲ほう撃げきの集まる先に──それはいた。

　黄色と黒との警けい戒かい色を身に纏まとい、ちょっとしたビルほどの大きさ。戦車砲は何発か直撃しているはずなのに、さしたる痛手を受けたようにも見えなくて。

　その姿は、美祢の知っているどんな生き物にも似てはいなかった。

　画面上部に流れるテロップが、それの現在位置を示して。

「……何この怪かい獣じゆう映画……？」

「ハチだよ」

　と、智紗の声。

「いやいや。わたしの知ってるハチってのはもっと──」

「お姉ねえの知ってるハチがどうだろうと、今現在、普ふ通つうのハチはああなの。

　とりあえず、こっちに来そうにはないみたいだけど」

　智紗の声には安あん堵どの響き。気がつけば、さっきまで外でうるさく鳴っていたサイレンもいつの間にか消えていて。

　けれども画面の中の怪獣映画はどこかで起きている現実で。

　画面に刹せつ那な閃せん光こうが走る。『ハチ』が発射した光はどこか遠くの地面につき刺さって。

『あ！　ハチビームです！　今、ハチビームが発射されました！』

　キャスターの声が興奮に上ずる。

　そのまんまのネーミングにツッコミを入れる気力は、今の美祢にはない。

『画面からは確かく認にんできませんが、被ひ害がいはどれほどになっているのでしょうか!?』

「……何コレ……？」

　つぶやいた美祢の声はかすれていて。

「大だい丈じよう夫ぶだよお姉ねえ。このへんまでは来ないって」

　智紗の言葉がなぐさめのつもりなのだとわかっていても、美祢の心に生まれ出た、ざらりとした感かん触しよくは消えなくて。

　世界がおかしくなっちゃって、今までにいろんな変なことがあった。

　けど。これは。こういうのはナシだ。

　イスにも座らず立ったまま、画面に見入る姉妹ふたりの後ろで、がちゃりとドアの開く音。

「やっほー。様子見に来たよー」

　見るまでもなく相手はわかった。

　美祢たちといっしょになってあちこちの世界を治して回っている青年、シュリン。

　一日に一回、連れん絡らくを取ろうということになっていて、それでこうして顔を出したんだろうけれど。

　無反応の二人に、シュリンはＴＶの画面を覗のぞき込んで、

「もしもし？　なんで二人してそんな一いつ所しよ懸けん命めいに怪獣映画観てるわけ？」

　かいじゅうえいが。

　美祢も確かに最初はそう思った。事情を知らないシュリンが同じように感じるのだって仕方ない。

　けれど状じよう況きようを知ってしまうと、軽い言い方がカンに障さわる。

　思わず美祢はシュリンをふり向いて──のどもとまで出かかった文句はかろうじておさえたけれども、不ふ機き嫌げんは表情に出ていたらしくて。

「……え？　何？　ミヤちゃん？」

　銀ぎん髪ぱつの青年は、気け圧おされてわずかにあとずさる。

　秋から冬には黒いコートを着ていたけれども、今は軽めのジャケットで。けど色はやっぱり黒のまま。

　その右手には、レンチと呼ばれる長い棒。

　別の世界に行った時、シュリンが捜さがしたどこかの誰かと、レンチを三回、直接触ふれさせる。それが、世界をもとに戻もどす方法なんだけれども。

「──そうか──」

　美祢はつぶやく。

　ＴＶを見て。シュリンを見て。今度は智紗に目をやって。

「チサ、あのハチ、なんとかしよう」

「は？」

　呼びかけに、テーブルの上に陣じん取どった智紗は眉まゆをひそめてふり向いて。

「なんとか、ってどうすんの？」

　美祢にはもちろん、軍隊を指揮してハチをやっつけることも、変身したりロボに乗ったりしてハチと戦うこともできない。

　けれど。

「世界をなおそう」

　それができる。

「ハチが普通に戻ったら、こんなことも起こらなくなる」

「なるほど」

　と、智紗も納なつ得とく。

　もちろん、一つ二つの世界を治したからって、すぐにハチが大怪獣じゃあなくなるとは限らない。

　けれどもそれを続けていけば、いつかは必ずなんとかなるはず。

「行くよ！　異世界むこうに！」

「オッケェッ！」

　盛り上がる姉妹ふたりのかたわらで。

「……えっと。ハチって何？」

　事情のわからないシュリンは、おいてけぼりになっていた。




　家に無数にあるドアのうち、本来なかったはずのもの。そこをくぐると別世界。

　一同が出たのは小さな空き家の一室で。

「なんか変な所」

　美祢の肩かたに乗っかって。室内をぐるりと見回し、智紗は言う。

「そりゃあまあ、異世界だからね」

　答えながら、シュリンは手にしたレンチの先をぐるぐる回してぴたりと止めて、

「相手が大体どっちにいるのかはわかったから。とりあえず出よう」

　うっすらとホコリの積もった廊ろう下かを進んで裏口へ。持ってきた靴くつをはいて、家を出る。

　街には夕暮れが迫せまっていた。

　空はまだ色を失っていないけれど、気の早い街灯が所々に明かりを灯ともして。

　通りを行く人たちが、肩にリスを乗せた美祢と長い棒を持ったシュリンという組み合わせに、遠巻きに視線を送って来て。

　店の看板。行き交かう車。遠い線路を列車が走る。

「うわっ!?　何あの自動車!?　きもっ！」

「チサちゃん。目立つから大声出さない」

「何言ってんだか。その棒ふり回してる時点でもう十分目立ってるから」

　智紗とシュリンは言いながら、夕方の街を歩み行く。

　美祢は無言であたりを眺ながめて。

　遠い空に音楽が流れる。たぶん子供たちに帰宅を促うながすものだろう。はじめて聞くはずの曲に、ひどく郷きよう愁しゆうを誘さそわれて

「うわ見てお姉ねえあの信号！　色のついたランプが順番に点ついたり消えたりするなんてありえないし！

　……って、お姉ねえ、どうしたの？」

　さすがは姉妹。美祢の様子がおかしいことに気づいたらしくて。

「あ。うん……」

　言おうかどうか。少し迷ったんだけれど、黙だまっていても仕方ない。

　美祢は世界あたりを見回しながら口を開いた。

「ここ……

　わたしの知っている、もとの世界とそっくりなの」

　と。

　四角いビルが立ち並び、アスファルトの路面をタイヤのついた自く動る車まが行き交う。制服姿の学生たちが道の端はしではしゃぎ、遠くの空に飛行機雲。

　それは、かつての美祢が見み飽あきた風景。退たい屈くつとしか思えなかった日常。

　今の美祢が心焦こがれて、いまだ取り戻もどせない懐なつかしい景け色しき。

　美祢の世界が失なくしたはずの『普ふ通つう』が、この異なる世界にはあった──




　智紗は一いつ瞬しゆん、自分の耳を疑った。

　この世界が、もとの普通の世界とそっくり？

　確かに今、自分の姉はそう言った。

　こんなおかしな世界が？

　あらためてこっそりとあたりを見回し、自分の知っている『普通』と、ここの『普通』を頭の中で比べてみる。

　普通なら枝分かれしていて、場合によってはあみだくじを楽しめる街灯や電柱は、この世界では無ぶ愛あい想そうで硬かたい一本棒。おもしろみも何もあったもんじゃない。

　遠くを行く列車は足がついてないせいで、なんだかでっかいヘビみたいに見えて気持ち悪い。

　車に足もシッポも無いのに走っているというのは何だ？　霊れいか？　霊の仕し業わざか？

　おまけにさっき、陰いん気きな音楽が街じゅうにたれ流されていたのは一体何の呪のろいなのか。

　信号から色のついた何かが出てくることもなく、ただランプが交こう互ごに点くだけなんて信じられない。これじゃあうっかり見過ごす者も多いだろう。
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　ビルがどれもこれも決まって四角いというのは、どこか偏へん執しつ狂きよう的なものを感じるし、空にヒモみたいな細長い雲が伸のびているのは末期的な異常気象にしか思えない。

　全体的に、はっきり言って、かなり引く。

　これが、普通？

　姉は──いや、自分たちは、見慣れた普通の世界を、こんなキモコワいモノに変えようと、あるいは戻そうとしているのか？

　思わず文句を言いそうになり──けれど、結局何も言えなくて。

　智紗も頭ではわかっている。いろんな世界がまぜこぜになっておかしくなったせいで、自分の記き憶おくやものの見方も変になっていることは。

　だから、美祢の言う普通が本当で、自分が普通だと思っていることの方が変なんだろう、というのもわかる。

　わかるんだけれど。

　頭で理解できるのと、心が納なつ得とくしてくれるのとは別のことで。

　もやもやする気持ちは抱かかえたそのままで、智紗はただ、美祢の肩かたの上でじっとじっと黙っていた。




　日暮れの街を行きながら。美祢の胸の中で少しずつ、迷いは大きくなってゆく。

　普通で懐かしい、異なる世界。

　もちろん何から何までみんないっしょなわけじゃあない。道ゆく人たちの服のセンスもちょっと違ちがうし、あたりのカンバンに書かれた商品やメーカーの名前にも、聞き慣れないものが結構あって。

　けれども逆に、目立って違うのはせいぜいそれくらい。

　あとは何もかもが、涙なみだが出そうになるくらい普通で。

　うっかり気を抜ぬくと、おかしいのは自分の記憶とリスと棒を持っている人だけで、世界はちっともおかしくなんかなっていないんじゃないだろうか、なんて勘かん違ちがいをしたくなってくる。

　この普通を。

　今から美祢たちは、壊こわす。

　シュリンの見つけた相手とレンチを三回触ふれさせて、すこしだけ世界を治す。

　それは、今あるこの普通を無くしてしまうということでもあって。

　たとえ世界が変わっても、ここで暮らしている人たちは、何も思いはしないだろう。

　世界が変われば認にん識しきも変わって記憶も変わって、何かの変化があったことにさえ気づかなくて。それまでと全然変わらない日々を送って行く。

　美祢みたいに、もともとの世界の普通を憶おぼえている人や、智紗みたいに、変化をなんとなく感じ取れる人もいるみたいだけれど、そんなのはごくごく一部の例外で。

　それでも。

　美祢たちがこの世界の──いや、一つ治せばその影えい響きようはまぜこぜになっている世界全部に影響するんだから、いろんな世界の普通を変えてしまうことは事実で。

　──だからって、このままでいいなんてはずがない──

　ちょっぴりゆらぐ自分の心をなんとか奮い起こそうと、美祢は胸の裡うちで理論武装。

　やっぱり世界を治すというのは、やらなければいけないことだと思う。だってほら、お母さんだって先生だって、散らかしたあとはきちんと元に戻もどしなさい、って言うし。

　まず何よりも、ハチをなんとかしなくちゃあいけないし。

　足は前へと進めつつ、そんなことをいろいろ考えていると。

「──近づいてる」

　シュリンの声に含ふくまれた翳かげりに気づいて、美祢は意識を現実に引き戻す。

　シュリンはレンチの先をゆらゆらさせながら、深刻な顔で、

「けど……まずいね。

　移動が速い。たぶん車か何かに乗ってるんじゃないかな。もうすぐ来るよ」

　言いながら道の先に視線を送って。

　帰宅ラッシュにはまだ早い時間。車の流れは多くない。

「あれ。あの黒い車」

　言われればすぐにわかった。ＴＶや映画の中で、偉えらい人とかがよく乗っているような黒くて大きな車が一台。

　どうしよう、と相談する間もなく、車は道をやって来て、すぐ横を通り過ぎて。

　すれちがいざま、乗ってる人たちの姿が見えた。黒いスーツの人たち四人と、後部座席のまん中に、美祢よりちょっと年下っぽい女の子が一人、さるぐつわをされてぐったりなっていて。

　……

　………………

『拉ら致ちられてるぅぅぅぅぅぅぅぅっ！』

「どっどうすんのよお姉ねえ！」

「どうしようミヤちゃん!?」

　なんで二人して自分を頼たよるのか。釈しやく然ぜんとしないところはあるけれども、ツッコミを入れている場合じゃない。こうしている間にも車はどんどん離はなれていく。

　どうしよう、と言われても。こんなドラマみたいな展開──

　思った美祢の頭に閃ひらめくものが！

　すなわち！　ドラマみたいな展開にはドラマみたいな対応あるのみっ！

　……もちろんそれが正解なのかどうかはちょっぴり疑問だけれど、他ほかに思いつかないんだから仕方ない。

　ともかく美祢は大きく右手を上げていて。

　やっぱりドラマみたいなタイミングで通りかかったタクシーが、そばで停とまってドアを開いた。

　迷わず車内に乗り込みながら、

「運転手さん、前にいる黒い車を追いかけてください。気づかれないように！」

　と、やっぱりドラマっぽいことを言ってみる。

　その一方で、何やらシュリンはいまだ車外でおろおろしていて。

「……ミ、ミヤちゃん……？」

「早く乗って！」

　一いつ喝かつすれば、彼はようやく、ああ、とかうう、とかあいまいなことを呻うめきながら、それでもようやく、レンチを車内に無理矢理押し込んで乗って来る。

　……なんかレンチが、ぐにょんっ、て不自然に曲がってるような気はするんだけれど、それはさておき。

　ドアが閉まってタクシーが発車するとともに。

「なんか刑けい事じドラマみたいですねぇ」

　軽い調子で言った運転手さんに、美祢はバックミラーの中でうなずいて、

「女の子がさらわれてました。すみませんけど警察への連れん絡らくをお願いします」
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「はっはっはっはっは」

「いや。本当に。」

「……………………」

　前を行く黒い車が、先の通りを左折して。

「…………え？」

　運転手さんの声が硬かたくなる。

「…………本当に…………？」

「本当です。」

　と、美祢はまたまた真しん剣けんな表情でうなずいて。

「──こちら二五七本部どうぞこちら二五七本部どうぞ！」

　あわてて無線にどなりはじめる運転手さんのその後ろで。

「……けどミヤちゃん、どうするわけ？　この乗り物の料金」

　小声でシュリンにそう問われ、美祢はちょっと考えながら、

「そういえばいきおいで乗っちゃいましたけど、まあなんとかなると思いますよ。最悪、一いつ旦たん家に帰──あ。」

　そこまで言って思い出す。ここが、自分たちの世界ではないことを。

　あたりの雰ふん囲い気きが、おかしくなる前の世界とあまりにも似すぎていたもんで、つい同じような感覚でタクシーに乗ったけれど、美祢たちの世界のお金はこの世界では使えないだろうし。

「それにお姉ねえ、追いかけるのはいいけど、このあとどうすんの」

　と、肩かたにとまった智紗が聞く。

「警察が来て、あの女の子を助けることができたとしても、まさか警察官の前であの子を棒で殴なぐるなんてできないでしょ？

　あたしたちも名前や住所くらいは聞かれることになるだろうし」

　左の席からと右肩からと。双そう方ほうから問われて美祢はぼそぼそと、

「そ……そんなこと言われても……

　とりあえず、あのまま見過ごすわけにもいかなかったし。

　というか、わたしにばっかり言わないで、二人も何か考えてよ」

　返されて、シュリンと智紗は、美祢の頭をはさんで顔を見合わせると、

「代金は警察にでもつけちゃえば？」

「チサちゃんそれナイス！　そうするとあとは、イザって時のことだけど……」

　と、そこでなぜかシュリンは、ちら、と美祢に目をやって、

「もしごたごたが起こったら、ミヤちゃんの出番ってことで」

「わたし!?　なんで!?」

　いきなりのムチャな要求に声を上げれば、

「何言ってんの」

　と、右から智紗が、

「お姉ねえ、前に魔ま王おうとか倒たおしたことあったじゃん。あの要領で」

「あったけど！　あれはたまたま運が良かったっていうか相手がシロウトさんだったってだけの話で！」

「……シロウトってミヤちゃん……」

　と何やらシュリンがつぶやくけれど。

「とにかく無理無理！　わたしがなんとかする、なんてこと言われても！

　警察の人がさっきの子を助けたら一いつ旦たん戻もどって、何日かして出直す、っていうのが一番だと思うけど……」

「けどそれじゃあ、今日じゅうにこの世界治せないじゃん」

　と智紗。

「それはそうなっちゃうけど……じゃあ他ほかにいい方法考えてよ」

　と、ひそひそこそこそやっていると。

「お客さん！」

　存在を忘れかけていた運転手さんに突とつ然ぜん声をかけられて、全員一いつ斉せいに前を向く。

「あの車……ですよね」

　さほどの距きよ離りを走ったわけでもないはずだけれど、車は住宅街を外れて、工場っぽい建物が並んでいる所にさしかかっていて。

　そんな通りのまっすぐ先に、さびついた門が少しだけ開いた、ひとけのない倉庫があって、門の前には一台の黒い車がぽつんと停とめられている。

　たぶんさっきの車なんだろうけれど、今は誰だれも乗っていないみたいで。

　運転手さんが、少し離はなれて車を停める。

　美祢たちは顔を見合わせて──

「警察には連れん絡らくを？」

　シュリンが聞けば、運転手さんは肩かた越ごしにこっちを向いて、

「ええ。本部に言いましたんで、連絡してくれてるはずです」

　答えにシュリンは大きくうなずくと、

「ボクたちは様子を見て来るから、運転手さんはここで警察を待ってて。料金は警察に請せい求きゆうしておいて」

　今払はらえ、と言われるかとも思ったけれど、動転しているのか人がいいのか、

「お気をつけて」

　と、素す直なおにドアを開けてくれる。

　車を降りて近づけば、黒い車はからっぽで、ちょっとだけ開いた門の奥、やたらと広い敷しき地ちの中に、サビの浮ういたコンテナがあっちこっちに積み上げられていて、シャッターを下ろした倉庫がいくつも並んでいる。

　倉庫に書いてある会社の名前も半分はげ落ちかけていて、長い間人が働いている様子はない。

　黒い車のみんながここに入って行ったのは間ま違ちがいなさそうだけれども。

　こくりっ、と、誰かののどが鳴る。

「……行くよ」

　シュリンはそう宣言すると、開いた門の間に身を滑すべり込ませて。そのあとに、智紗を肩に乗せた美祢。

　耳をそば立て、足音を消して、ゆっくり敷地の中へ中へ。

　まわりの工場が立てる雑音が、なんだかやけに遠く響ひびく。

　どこかに染しみ着いた油のにおいが風にかすかに混じっていて。

　あたりの気配を窺うかがいながら、コンテナの陰かげを覗のぞき込み。そんなことを何度かくり返しながら、倉庫の裏手へと回ろうとしたその時。

「──よく来たな！　南なん禅ぜん寺じ！」

　突然響ひびいた女の声に、美祢たちは一いつ瞬しゆん、びくんっ、とかたまって──すぐにそれが、自分たちに向けられたものじゃあなかったことを知る。

　物陰から、声のした方をそっと覗いて見てみれば、積み上がったコンテナの群れの中、対たい峙じする一人の男と黒い集団。

　さるぐつわをされて気を失った女の子が一人、地面に転がされていて、まわりには黒いスーツの四人。さっき車に乗っていた連中だろう。

　スーツの四人は全員サングラスをかけていて、さっきは気がつかなかったけれど、先頭で話をしている一人は女だった。

「お前には散々煮にえ湯ゆを飲まされてきたけれど、それも今日まで」

　黒服たちの視線が向く先には、ベージュのジャケットを羽織った一人の男。

　二十代の半ばといったところだろうか。黒くろ髪かみで、精せい悍かんなその顔立ちには、しかし今、焦あせりの色が濃こくにじんでいて。

「ミヨコくんを放せ！」

　南禅寺と呼ばれた男は叫さけぶが、黒服たちはせせら笑うだけ。

　どうやら、南禅寺という男を目のかたきにしている黒服たちが、知り合いをさらって人質に取っている、というところらしい。

「放すかどうかはそちらの態度次し第だいだな、南禅寺！

　まずは……そうだな。銃じゆうをこちらに渡わたしてもらおうか」

「……くっ……」

　南禅寺はわずかな迷いを見せたあと、ジャケットの下から一丁の銃を取り出すと、女の足もとを目がけて放ほうり投げた。

「そうそう。素直が一番」

　女は足もとに転がって来た銃を後ろ向きに蹴けると、

「覚かく悟ごはできたようだね。それじゃあこれまでの礼をさせてもらおうか。

　お前たち、やりな」

　と、まわりの男たちに指示をする。

「けど姐ねえさん、その銃チヤカでズドン、の方が早くないですか？」

　男の一人の提案に、しかし女はあきれた声で、

「馬ば鹿かだね。音がするだろ。それに、一発で終わらせて気が済むのかい？」

「──確かに──ならたっぷりと礼をさせてもらおうか」

　男三人は左右にひろがり、ゆっくりと南禅寺に向かって歩いてゆく。女は数歩前に出て、悠ゆう然ぜんと腕うでを組んで見物の構え。

　──今だ！

　美祢は智紗とシュリンとに、早口で指示を下すと返事も待たずに行動開始！　仕方なくそれに従って動きはじめるシュリン。

　黒服たちの後ろにそっとまわり込み、足音を殺して近づいてゆく。

　南禅寺からはこちらの動きは丸見えのはずだが、こちらが味方と悟さとってか、うまく表情をごまかしてくれている。

　シュリンが──ゆっくりと手を伸のばし──気を失っている女の子を抱かかえ上げて。

　さすがにすぐ後ろでそれだけの動きがあれば、黒服の女も気づく。

　気配を感じたか何かの音でも聞こえたか、女は後ろをふり向いて──

　その目の前に美祢の顔があった。

「なっ──!?」

　あわてて跳とび退すさる女の顔面に、美祢の頭の上から、智紗が跳びつきはりついて。

「何だっ!?」

　視界を奪うばわれ、女の声が混乱に上ずる。その声に、先行していた男たち三人も足を止めてふり向いて。

　美祢はすかさず落ちている銃を拾い──

「ナンゼンジさん！」

　呼びかけてから放り投げる！

　黒い鉄てつ塊かいは夕暮れ近くの陽ひを浴びながら、放物線を描えがいて空を横切り、南禅寺の手の中におさまった。

　同時に智紗は、黒服女の顔を蹴り離はなれ、美祢の右みぎ肩かたに着地して。

「動くな！」

　銃を構えた南禅寺の声に、男たちの動きが凍こおりつく。

　女の子はシュリンが保護している。

　これで形勢はひっくり返った！

　逆転されたと見て取るや否いなや、黒服女はただ一人、身をひるがえすとコンテナの陰かげへと駆かけ込んだ！

　その背中を見送ってから、美祢は小さく息をつくと、女の子を抱えたシュリンに向かって、

「さ。今のうちに」

　世界を治してしまわないと。

　美祢からは普ふ通つうに見えるこの世界を変えることに、ためらいが無いと言えばうそになるんだけれど。

「オッケー」

　シュリンは右手のレンチをかるくふり上げて、女の子の頭に向かって──

　ふり下ろそうとした動きが、ぴたり、と止まる。

「違ちがう──！」

　シュリンは愕がく然ぜんと顔を上げて、

「こっちの子じゃない！　ターゲットは今逃にげた女の方！」

「そっち!?」

　あわてて目をやると、もはやコンテナに遮さえぎられ、女の姿は見えないけれど──

「まだ間に合うっ！　追いかけようっ！」

「わ、わかった！」

　シュリンの答えが響ひびいたときには美祢はとっくに駆けだしていて。

　コンテナの山をいくつかまわり込めば、逃げる女の背中が見えて。

　向かっているのは車の置いてある正門ではなく敷しき地ちを囲む金かな網あみフェンス。女はそこに跳びつき、よじ登りはじめる。

　このままでは追いつけないか。フェンスを乗り越こえ工場街にまぎれられれば、追いかけるのはむずかしい。

　となれば──

「シュリンさん！　レンチを！」

　美祢は駆けつつ後ろを振ふり向き手をさし伸べる。

　シュリンは半ば反射的に、バトンタッチの要領で、美祢へとレンチを手て渡わたして。

　美祢は受け取ったレンチを、そのままヤリ投げの要領で、金網を登る女に向かって──

「行っけぇぇぇぇぇぇぇっ！」

「ちょっ!?　ミヤちゃ──」

　投げ放つ！

　細い女の悲鳴にも似た風切り音を立てながら、レンチは虚こ空くうを突つき進み──

　ごんっ。

　女の頭を直ちよく撃げきした。

　あぐっ。と小さな呻うめきが上がり、女とレンチは、そのまま、ぽてりっ、とフェンスの内側に落下した。

「ミヤちゃん！　レンチにムチャしない！」

「ごめん！」

　後ろで文句を言うシュリンに適当にあやまりながら、足を休めず駆けてゆき。

　近くに寄って見てみれば。

　当たり所が良かったというか悪かったというか、女は完全に目を回していて。

　美祢はそばに落ちていたレンチを拾い、女の頭を、軽く、こんっ、と叩たたく。

　これで二度の接せつ触しよく。

　もう一度レンチを持ち上げて──

　遠くで汽笛の音がする。

　美祢の動きがぴたりと止まった。

　いつの間にやらあたりは夕暮れ。オレンジ色に包まれて。工場街の騒そう音おんが、茜あかねの空に吸い込まれ。
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　もう一度。

　レンチとこの女を触ふれさせれば、世界はすこしだけ治って。

　美祢にとってはなつかしい、この異世界の風景は、別のものへと変わるだろう。

　世界をもとにもどしていくのは、やらなくちゃあならないことなんだけれど。

　自分の手で、この普通の光景を壊こわしてしまうのがなんだか嫌いやで──

「──お姉ねえ──」

　どれくらいそうしていたのか。肩かたからかかった智紗の声で、美祢はようやく我に返る。

　見やればそこには、心配そうな智紗の瞳ひとみ。

「あたしがやろうか？」

　そのひとことで決心はついた。

　苦く笑しようをすると、ゆっくり左右に首を振り、

「ううん。たぶんこれは、わたしがやらなくちゃあならないことのような気がするから」

　言って。

　美祢はレンチをふり下ろした。




　警官隊が現場に到とう着ちやくした時。

　事件はすべて終わっていた。

　現場では探たん偵ていの南禅寺が、黒服の男たちを釘くぎ付づけにしており、さらわれていた親しん戚せきの子も無事に保護。

　逃にげたと思われていた犯人一味の女も、少し離はなれた場所で気を失っているのを発見されて。

　ただ。

　南禅寺に協力してくれた、おかしないでたちの男女だけが消えていた。




　夕焼けの朱しゆ色いろはほどなく宵よい闇やみの藍あいに塗ぬり替かえられて。

　街灯の並び灯ともる道を、美祢は無言で歩いていた。

　この世界に来た空き家の近くから事件の現場まではタクシーを使ったけれど、帰りはさすがにそういうわけにはいかない。歩くにはちょっぴり長い道のりだけれど、それしか方法はないわけで。

「お姉ねえ」

　世界がちょっと治ったせいで、シッポの数が三本になった智紗が、美祢の右肩から声をかけて。

「だいじょうぶ？」

「……ん？　何が？」

　平静を装よそおってみたが、うまくいっただろうか。

「落ち込んでるみたいに見えるけど」

「気のせい。

　わたしがなおしたいのは、わたしたちが住んでるもとの世界なんだから。

　この世界の見た目がちょっと変わったとしても、それはいろんな世界がなおるための一歩なんだから。

　落ち込む理由なんてないでしょ」

「そうかなぁ」

　と、智紗はあたりを見回す。

　もちろん正直なところを言うなら、美祢はちょっぴり落ち込んでいたりするわけだけれど。

　美祢は自分の手で、レンチと相手の女とを三回触れさせて。

　それで世界がすこし治って。

　智紗のシッポが三本になって。

　まわりじゅうの建物という建物がことごとく、なんだか黄色くてぐねぐねした物体になって。

　なにしろ自分のこの手で、世の中を、黄色くてぐねぐねした物でいっぱいにしてしまったわけで。

　へこむ。普ふ通つうへこみます。

　それ以前の状態が、自分のよく知る光景と似ていたならばなおさらのこと。

　けれども落ち込んでばかりもいられない。

　似たようなことは、ひょっとしたらこれからもあるかもしれないんだし。

　それに、確かめなければならないことがあったのを思い出して。

「そういえばチサ、わたしたちの世界のハチってどうなってる？　もとのまま？」

　もともとは、それを少しでも早くなんとかしたくて出かけたんだし。智紗ならば、何が変わって何が変わらなかったままなのかわかるはず。

　けれどその問いに、智紗は左右に首を振ふって。

「あたしのシッポも三本に戻もどったし、世の中のいろんなことも変わったけど──ハチだけはそのまま」

「……そっか……」

　自然と美祢の声も沈しずむ。

　そんな二人のやりとりに、横からシュリンが、

「行く時にもハチがどうこうって言ってたけど、何があったの？」

　そういえば、つい説明しそびれていたけれど。

　美祢は浮うかない表情で、

「ん……今、わたしたちの世界で、ハチがなぜか大だい怪かい獣じゆうみたいになっていて……

　ビームとか撃うつみたいなの」

「ビームっ!?」

　シュリンの声が裏返ったところをみると、彼の世界のハチはそういうんじゃあないみたいだけれど。

「ビームって……その……！」

「そう──」

　と、今度は智紗が視線を伏ふせたまま、

「浴びると体がひりひりする、あのビーム」

『ちょっと待った。』

　ハモった声は美祢とシュリン。

「ちょ、チサ、体がひりひりする、って……ひょっとして……それだけ……？」

「『それだけ』って何よお姉ねえ！」

　美祢の気軽げな言いように、智紗はまなざしを険しくして、

「そのカルい言い方！　被ひ害がい者しやの人たちの気持ちを考えたことあるの!?

　ビームを浴びたその時だけじゃない！　治るまで何日も何日も……お風ふ呂ろに入ったりすると一層ひりひりするんだよ！」

　真しん剣けんな智紗の抗こう議ぎに、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる美祢。

　ＴＶで見たハチの巨きよ体たいとビームの派手さに目を奪うばわれていたけれど……するとハチビームの威い力りよくって……

「つまり……海水浴とかで日焼けしすぎたみたいな感じ？」

　問えば智紗はしばし考えて、

「いや。そこまでひどくはないけど」

「そこまでじゃあないんだ。」

　たいしたことはないらしい。

　というか、なんでそんな物体相手にみんな必死になっているのか。

　露ろ骨こつに気の抜ぬけた表情を見せる美祢に、智紗はどうやらことの重大さが伝わっていないと察したか、

「言っとくけど！　ビームはまだしも、ローヤルゼリーとか浴びたら、体のあちこちがむずがゆくなるんだから！」

　説明する彼女の声は恐きよう怖ふのためか、わずかに震ふるえていて。

　つまりはどうやら。

　ハチそのものもおかしくなっているみたいだけれど、ハチに対するみんなの反応もまた、おかしくなっているみたいで。

　早い話が、そんなに急いで世界を治さなくても割と平気っぽい。

　そうとわかっていたならば。

　──もうちょっとここの世界の普通に浸ひたっていてもよかったかも──

　今さらながらにそんなことを思いながら。

　これだけは変わらぬようにも見える、きらめきはじめた星空の下。

　街灯の明かりが照らす、黄色くてぐねぐねとした街の中を帰路につく美祢の姿は、ちょっぴり淋さびしそうに見えたのだった。







ドアーズ余白あとがき





神　坂　　一　　






　おひさしぶりです。もしくははじめまして。

　作者の神坂一と申します。

　ということで、なんか書きはじめたＤＯＯＲＳの一巻をお送りします。

　世の中には本文より先にあとがきを読む方も多い昨今、『この本はこういう物語です』と、この場で説明するのもアリだと思うのですが……

　さて、コレをどう説明すればよいものか。

　先日も友人から電話がかかってきて、こんなやりとりを交かわしたわけですが……





友人「で、最近どう？　本とか出るの？」

作者「うん。ザ・スニーカーで連れん載さいしてる奴やつとか」

友人「ふーん。それは知らんなぁ。どんな話？」

作者「……なんかわけのわからん話」

友人「いやいや。それじゃわからんから」

作者「………………非常に説明しにくいんだが……とゆーか、説明するともっとわけがわからんとゆーか……」

友人「どーいうこと？」

作者「ええっと……行き過ぎた妹文明が人類に反旗を翻ひるがえしたりする話」

友人「………………………………」

作者「ほら。わからんかった」

友人「勝ちほこるな」






　だって。仕方ありませんよね。そういう話なんだし。

　もし全く予備知識無しに、本文より先にあとがきのこの部分を読んで、『なんだよ妹文明の反逆モノかよ。大体ストーリー読めちまったよ。チッ、あとがきでネタバレなんかやりやがって』と思い、なおかつその読みが当たる人、というのはそうそういるとは思えませんが……もしいらっしゃった場合、お友達に自じ慢まんしましょう。

　どういう反応が返ってくるかは保証しませんけれど。

　いや、スニーカーさんで何かをやる、ということになった時、最初はなんというか、もう少しふつーの話をする予定だったのです。

　いろいろと難航したり検討したりしているうちに──ふと、こんないきさつに。





作者「なんか発ほつ作さ的に変な一発ネタとかをやりたくなりました。気分転てん換かんっぽく、どーでもいい話を」

担当さん「なるほど。どんな話なのか、あらすじっぽいものをざっと書いてみてもらえます？」






　──あらすじっぽいもの提出──





担当さん「読みましたけど、この話って一話じゃあ終わりませんよね。連載ということでどうでしょう？」

作者「じゃあ変なパターンで不規則掲けい載さいっていうのはどうでしょう。たとえば最初は原げん稿こう用紙百枚分載のってたかと思うと、次の号では見つからない。

　　今回は載ってないのかなー、と思ってよく探すと、著者近きん況きようのコーナーに『ドアーズ第何話』って数行本文が載っている、とか。

　　前回五十枚だったのに今回は十枚しかないな、と思ってると全然別のページに次の話が四十枚載ってるとか」

担当さん「さすがに著者近況コーナーはどうかと思いますが、ページ調整ができるかどうかは検討してみます」






　などという会話が交わされつつも、ふと気がつくとふつーに定期連載しています。

　そんなこんなで生まれたこのお話、成分の半分は作者のいいかげんさでできています。非科学的なので厚生労働省の薬品認にん可かは下りません。

　よって当然、皆みな様さまから「あれって伏ふく線せんですか？」「○○って実は××じゃないですか？」「このあとの展開はどうなるんですか？」といった諸もろ々もろの問いに対する作者の答えは一つです。

「さあ……？」

　以上。

　あ。今一いつ瞬しゆん、読者をナメとんのか、と思われた方。

　そんなことは一いつ切さいありません。

　だって作者は、担当さんに同じようなことを聞かれても、やっぱり「さあ……？」って答えてますから。

　ほら公平だった。

　実際、以前にも、


担当さん「イラスト指定に必要なんですけれど、この物体がどういう形なのか、描びよう写しやだけではよくわからないんですけど……」

作者「大だい丈じよう夫ぶです。私もよくわからず書いてますから。とゆーか読んだ人の想像力に挑ちよう戦せん？」



　などとゆー誠実極きわまる話をしたこともあります。

　人としてどうか。我ながら。

　たぶんボリュームとしてはそう多くならないような気がしますが、なにしろこんな芸風の作品です。

　ザ・スニーカーの連載で、突とつ然ぜん何の伏線も脈みやく絡らくもなく「完」とかやっても不思議じゃあありませんし、あまつさえ次の号でしゃあしゃあと「ごめん前のナシ」とかやる可能性もあるかもしれません。

　……怒おこるかなぁ……編集長さん……

　まあそんなこんなのＤＯＯＲＳですが、おーえんいただければ幸いです。

　ではでは次のあとがきで。





あとがき・おしまい　　
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